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環境をより美しぐ快適に・. .  .  .  

東リ・クッションフロア {CF シート 〉は、この私たちの願いをこめて、

皆様にお届けする装飾性と機能性にすぐれた、ソフトフロアカバリングです。

( C F シート 》は東リとプリント技術のトップメーカー凸版

印 刷 と が 共 同 開 発 し 、 す で に 発 売 以 来 600万rri の 納 入 実

績をもっフロア製品です。

東リ・ クッションフ ロアのもつ豊富なパタ ーンと色彩は、

ど の よ う な 室 内 で も マ ッ チ し 、 が ぜ ん 生 気 あ る 雰 囲 気 が

出て く る と い う 不 思 議 な 魅 力を持 ってい ます 。新 しいイ

ンテ リアのひろがりにこたえる東リ ・クッションフロアを

是非ご使用下さい。

東洋リノリユーム株式会社

C F昌二i:;
C F シ ート 〈ポピュ ラ ー〉 厚 み 2. 3mm. 巾 182cm 長さ 3 0 m舌L

価 格 3 ，050円/m
2

(5 ，560同/m)工事賛助I

C F シ ー ト〈ホ ー ム 〉 厚み 1. 8mm 巾 182cm . 長さ 3 0 m舌L

価 格 1，950円 /m
2

(3 ，550同/m)工事費i J lJ

｛ ｾｾ号 ｼ 札 幌 営 業 所 宮 (011 ) 271 - 2561/ 仙 台 営 業 所 n- ( 0222)94- 3505/ 東 京 営 業 所 n- (03) 503- 3021 / 名 古 屋 営 業 所 合 (052) 733- 3471

大 阪 営 業 所 n- (06) 943ー 1641/ 広 島 営 業 所 n- (0822)  28- 3361/ 高 松 営 業 所 n- ( 0878)  33- 4410/ 福 岡 営 業 F丹念 (092) 411- 9076 



‘ 御堂筋ビルディング新築工事の見学会

大阪のメインストリー卜「御堂筋」は、年々スマートなビル建築

が増加し、なかでも繊維街、ビジネス街の 11-
1心「木IIITJ 付近は御堂

筋のカナメといわれています 。

この「地ド鉄 ・ 木 ｉ ｉｉｊ 駅」から歩いて Ｑ 分のところにｾ築中の御堂

筋ビルデイングは「ミラーウオールピル」といわれ、新しいオフィ

ス環境に、スピードと能率アップ、さらに快適な空調設備と万全の

対策をと った 防災設備と符均体制に 1，汗Jr の配慮がなされ、「どうすれ

ば人間が人間らしくのびのびと仕ー ｊｾ ができるか」というヒューマン

スペースの用恕に基づいて設計されたオフィスピルです。

今回は、ミラーウオールの外装に PCJ 季おりおりの御堂筋の表情が

うつり、いちょう並木に .h'. 事にマ ッチし たユニークな御堂筋ビル を

見学いたします。多 数ご参加をお待ちします。

なお、この比主に際し、 ＱＱｾ ， ｉ｜ ＩＺ，ｬ Ｑ 殿、大 ｉｊ 比 ｬｬｩ ，i2:(t;j;) I，殺に多大のご協

力をいただきました 。

日 時 1 0 月 2 日( 土) 集合14 :  00→解 散 16 :  00 

集合場所 北御堂「津村別院」前の路上 ・目標会旗

たとし、大阪地ド鉄御堂筋線「本町J 駅 ド 'Il - ilI'悔111滑り の改札r I より

H!. て地 l へ→御学筋同f l ! 11すぐ

..... 

A.  

. 6. .  

-:z. 

員 40名

費 200円

申 込 往復はがきに限ります。はがき 1 名 1 枚限りとし、氏名

建築概要

所 在 地

法 築 主

，i，! : ，)t監理

胞 工

桃造成悦

敷地面積

建築面積

延床面偵

主要用途

唆工予定

・勤務先名 ・役職音11諜名 ・連絡電話番号・返信用宛名を

記入し、「御堂筋ビル見学会」と l明記の上、 9 月27 日( 月)

までに建築協会事業諜へ。ただし定員に透した時は抽せ

んにで決定します。

大阪市東区fi ，日後町 5 丁目 1 8干I也

御堂筋三井不動産ビルデイング株式会社

北 ｊ｡ｾＧＱＱ 株式会社

株 式 会 社 II iliJ ，!:，lt 

大成他殺十本式 会社

鉄'I'J 鉄筋コン 7 リート造

地上12階、 I也ド 3 階、場l長2 附

2，580. 30m'  

2. 178. 61m宮

28. 744. OOm'  

事務室および応角1I

昭和51年 1211

ｾ＠ ｾＱＶ＠ 西都市住宅ム業「催第 口 関 都 1 セ 玄 目 肝

“ 都市防災について"

大都市における災害対策の重要性が論じられるようになってから久

じいが、都市防災の問題は本質的には“ 町づくり " の中に包含する

矛盾であるともいえる 。 今回は、建築にかかわるすべての者が、都

市防災についての今日的課題に対し、どこに視座し、どのように対

応していくべき為、を考察してみたい 。 多数ご参加下さい 。

講演テーマ

「都市災害とその対策」

堀内三郎氏 Ｈ点都大学工乍 ｾｾ￟ ｩｪＡ築 ｊ 片 隅 ｊ 受 Ｉ

「都市防災と建築家の責任」

苛樹英次 L(: ( 川下総合| 問先株式会社 l附 取 締 役)

「建築計画における危険性」

岡 田 光 正 氏 { 大阪大学工学部挫築工ナ2科教授)

日 時 昭和 51年 1 0 月26 日( 火) 午後 1 時 - 4 時 30分 (1即時12日幸30分 )

場 所 朝日生命ホール (点J ) ( ，: 湘焔筋 5 50)  j也ド鉄組長焔駅附I' ，r，西側

定 員 370名

申 込 所属団体事務局へ( 定員に達し次第締切ります)

聴 講 料 ￥200( 講演要旨テキスト代として。吋円受付にて頒布)

共 催 11 本総築学会近畿支郎 11 本建築材料協会・ 11 本建策協会・大阪市街地再| 陣i

発促進協品会・大阪主主設業協会・ 11 本建築京協会 大阪府建築 t 会

日本建築協会会告一一一-

4阪急ク、ランドビ) レ新築工事の見学会(第1回)

阪 急 電 鉄梅 田駅が北 に移転してより、大阪駅周辺の械相も急テン

ポに変革しつつあるなかで、最後の仕上げともいうべき 梅 田阪急ピ

ル第 9 期工 事 が、 このたび名称、もあらたに「阪急グラン ドビル」 と

称し、来夏の竣工をめざして着々と進められています。このピルが

完成すると 、昭和の初めより半世紀に及ぶ、阪急電鉄による梅田地

区総合開発プロジェクトの一連の工事が完結いたします。

今回は阪急電鉄株式会社殿のご厚怠と( 株) 竹中工務庖殿のご協力

により 、去る 7 月に棟上げを済ませ、内外装工事中の阪急グランド

ピルを見学いたします。多数ご参加l下さい。

. 阪急グランドビルについて

「阪急電鉄旧梅 田駅は北側を国鉄高架にさえぎられていたため輸送

力地強の限界に達し、駅の全施設を国鉄高架の北側IJ へ移し 、その根

本的 解決を計る計画が昭和36年に決定されてより実に 8 年に亘る長

期工事の結果 、昭和48年 11月に新徳田駅が完成、旧駅の移転を完了

した。

阪急、グランドピルは 、 旧駅跡地 利用の一環として 、全国でも屈指

の立地 条件を最高度に生かすことは勿論、阪急の梅田地区総合開発

の最後を飾るプロジェクトとして 地 区全体のシンボルともなり得る

ものとして計画された地 下 3 階、地上 32階建て、延べ床面積約76，4

00m
2

の高層ピルである。

基準階はセンターコア、複合用途も考慮して高層ビルとしては異

色のバルコニーを 四囲に設けて、両端の避難階段と結び、防災上安

全性の高い建物を目指している。このバルコニーは窓ガラスの消掃

などメンテナンスにも利用される。外装はシルバーグレーの小口タ

イル打込みの大型立体プレコンで、バルコニーによる陰影から彫の

深い表情となっている。

用 途 l立高層ビルでは初めて 6 階から 12階の間に駐車場をスキ y プ

フロアで設け 、低階層は庖舗、金融関係、中層階は貸事務室、高層

階は飲食庖 、文化教室 、11 ' 会議室 、美容室、ク リニックなどの多目

的用途で明52年夏 、オープンの予定である。

Ｈ阪急Ｇ ，Ｇ ｉｈ ［ｉ［ Ｈ 株 Ｉ主 ｉＡ， ｬＧＡＺ 部 ｾＲ 工 ＧＱＱ ，県民 附村良 、 ｉ ｾｊ ￨ Ｉ

日 時 1 0 月 1 5 日( 金) 集合 13 :  30→解散 16 :  30 

集合場所 向上ピル東 門入口付近 ・目標会旗

..... 
Aι 

ただし大阪侮回、阪急百貨庖の! I [ 北側→映凶} 館・悔印刷ぬの向い側

員 50名

..6‘ 

-:z. 費 200円

申 込 往復はがきにで 1名に 1枚限りとし、氏名 ・勤務先名 ・役

職音11諜名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名と郵便番号を記入

し、「阪急グラン ドピル見学会」と l明記の上10月 9 日( 土)

までに建築協会事業諜へ。ただし定員に透した時は抽 せ

んにて決定します。

建築概要

所 在 地 大阪市北区角間個f411在地

建 築 主 阪急屯鉄株式会社

設，lt.&'a工 株式会社竹中工務防

椛 造 欽;'J' 造( 2 階ま で欽 i-i 鉄ー1'1" コンクリート造)

際 数 I也F 3 階. 地上32断、足Hil 1P，時

お さ n，::; I F L (OP+ 2，OOO) + 120.  135m .  l，l ，::i 1F L (OP+ 2，OOO)  I  127，035m 

ｾＧｊＨ ｪ 也面 Ｑ 占 17.465. 64m'  

主I ! 築而偵 14. 398. 98m'  

延 I面桜1 188， 108.  44 m'  

工 Jij l  II!J 利48年 311-11日制52'.f Q: (  {.定 )

兄戸時の状況 塩基体工 '1，完 r ( 7  J- I上械式)

外装→ P Cコン7 'J ート板70%完 f

内袋→4正融・11m所陪f上1:50%完了

. お詫び .. .... 9 月号の発行が大へん遅延し 、会員各位に ご迷惑 をおかけしまし

たことを深 くお詫び申しあげます。

なお申込メ切日の間に合わない催しについては別使 (ハガキ ) にて大阪近郊の

一部の会員にのみお知らせいたしましたので ご了承願います。

地築 と社会/ 1976if'. 911号 l  



昭和51年 度 第 1 回茶室見学会

‘ 堺・南宗寺の茶室を見る

上賀茂・植物講座

とみどり と学習会 (第 5 回)

日本建築協会会告

‘ 京都

建築家のための

• 

戦国時代末期から徳川 の初期にかけて 、文化的、経済的に大飛協

を遂けた堺のまちは、武] 1 1 1 " 紹鵬、今井宗久、津田宗j主 ・宗 及父チを

はじめ多くの豪商* 人を経て茶聖、千利休に至り 今 11 の茶道を確立

しました 。

本年も本会名誉会員の岡田孝男先生にご案内いただき、上界の民衆

と茶道とも っとも深い関係にある南宗寺を見学 することにいたしま

す。 多数ご参加下さい 。

南宗寺の茶室 ・…一雨宗寺は堺市南旅篭11fTにあり、その境内に武] I 1 f " 紹

鴎 、 津田宗達 ・ 宗及、千利 ｦ Ｍｩ ｣ ｾＺ ど上界出身のＪ匠の慕もある 。

手IJ 休好みと伝えられたI ' f 相! 奄は今次大戦で惜しくも焼失したが、戦

後寸分違わず 、 もとの通りに再建され、それに表 千家風の広間と裏

千家風の広間も増築されて多くの茶会などに伎われてい る。 庭園は

古田織昔 ＱＱ の作と伝える枯山ノ Ｇｊｾ である 。

. u相 庵 2  ｾ， Ａ ￎ 台目、下座床、中柱、出炉の席 。

腰掛待合と利休好みの袈裟形手水鉢が付属す る。

3 帖下座床陶切りの席と7 ] < 屋の七昔11 に展望室のつ いた面

白い庭園建築。江 戸H寺代初期、徳川秀忠がこの室 へ t が

って展望したと伝える 。

日 時 10月23円( 土 ) 集 合14 : 00→解 散 16: OO(晴雨不問 )

集合場所 南海パス「御陵前」停留所前

〔参 考〕集合所 までの交通貨は科 1: : 1負但のこと

・ 南海 ＱＱＱ 鉄、高野線 ｲ ｾＺ 点 ｊ 駅下・ ＱＱ 、 駅前 よ り ， ｶＮ ｩ 海パス 来 ＧＱ Ｑ Ｈ⑤ 需 のりぱ ・ ｾｴ 循

環線 9 系統パス) → 『御峻，jij J r'I1 (所要約 10分)、

片道jl l ! U、街海沿111 r隊法 J よ り120 1' 1 ・パス 801'! 又は，v. i海沿鉄、阪時J紙: ( 恵

美須町 よ り浜寺公間行 に来・11 r御陵，jij J f ' 11すぐ 、i車u片道 100[' 1

- 坐雲亭

帝 塚山学院大学教授

30名

800円 ( 拝観料、抹茶代その他 )

往復はがきに限ります。 はがき l 枚 に l 名限りとし、氏

名 ・勤務先名 ・所 在 地 ・連絡電話番号 - 返信用宛名 ・郵

便番号を記入し、「南宗寺茶室見学」と明記の ｊｾ Ｑ Ｐ 月 Ｑ Ｕ 日

( 金) までに建築協会引業諜へ。定員iEZ過の拶J 合 はtl11せん

にて決定いたします。

本年度 ｾ［Ｒ 回の茶室 比 ＧＧｻ［ｉ 主 Ｑ Ｑｊ 11ニ1，.1 じく l珂OJ 1':引 先生のご案内で公J誌の{武

水閣 の茶室を 兄.，(: ｌ 、ｊｬ Ｔｾ ，Ｇ［ l' 茶室について説設をきく (- 定です。詳細は 10

月号会告側 をご覧 F さい。

予告 ‘ 大阪駅前市街地改造第 2 ビルの見学

日 付 10月 28日 (木) 集令14. 00→解散 16. 00

集 合 場 所 全 ピ ル 共 同 企 業 体 工 事 事 務 所 前 付 近

申込 〆切 10月20日 (/J ，) までに建築協会事業課へ

(往復 ハガキ I 人 I 枚 に限り 兄件 名体、氏名など II 干しく記入のこと)

・詳細は 10月号会告側 をご参照下 さい。

す ぐ に 役 立 つ ベ テ ラ ン 現 場 主 任 へ の ガ イ ド ・ ・ ー ・… ・・・ ・・・・・・ー…・ 人・ー・ ・・・ … 一.. .. . . .

‘ 昭和51年度・第32回建築工事実務講習会

日 時 昭 和51年 10月 19 日( 火) ・午前 9 時 →午 後 5 時 科目・講師1 . 施工計画

会 場 大阪科学技術センター . 4 階 . 401号 室 2. 現場製図

Ｈ 大阪ｲｊ ｩ 凶灰靭卜 ＱＱ Ｘ 初 公 悶 ｾｴ Ａｬ｛ｦ ＧＱ T E L (06)443- 5321)  3. 積 算

ただし、 I也F鉄・ l国 y 楠線 「本町J 駅より北へ徒歩 4 分左!I! '! o あるい

は、地下鉄・御堂筋線 「 本町 ｊ 駅より西 へ 徒歩 Ｗ 分、四 ｊ ｾｬｩｩ￭ｩｨｾｴ へすぐ 。

社団法人 日 本 建 築 協 会

大阪市東区北浜 3 丁目 37 T E L  (06) 231-9648  ( 代)

新鋭技術者を対象として、すぐに役立つ実務知識を

斯界のエキスパートの講師によって、生きた技術を

重点的に講習を行い、優秀な技術者を養成しようと

するものであります 。

岡田孝男氏工学博士師

員

費

込

講

定

会

申

戸

』

号

-

悶
付

一昨春、東山から始まり、京都植物園 、香 里 団 地、私市植物 園と

回を重ねて来ましたとみどりと学習会シ リーズは、 5 回目を 迎 える

にあたり、好評でありました京都の地に戻り、再び伊佐先生にご登

場願い、今回は特にみどりを支える土と水について生態 学の基礎の

お話をしていただくことになりました 。建物まわりに緑をとりいれ

るということはもうあたりまえのことになりつつありますが、必 ず

しも基礎的な土や水についての配慮がなされているとは思われませ

ん。 みどりへの親しみを深めるよいチャンスです。ふるって参加さ

れることを期待します。

なお、やさしし吋盛物名あてのグリーンアドベンチュアなる奥ゆか

しきゲームも行いますのでお楽しみに 。

日 時 10月16日( 土) ・小雨決行

集 合 9 :  45→解 散16 :  00 ( 現地)

講 師 伊ｻ主義朗氏 Ｈ 冗京町 ｩ 大 学 ｾ Ｎ 宇部講師、現 Ｉ ［Ｈ lii l市嘱託)

会 場 京都大学農学部付属演習林( 上賀茂研究地 )

集合場所 京福電鉄「出町柳」駅前 ・目標会旗

〔参 考] 交通貨は各向ご負担願い ます。

市バ ス →京都駅前 よ り ｀ 、⑪、 ⑧ ｦ 昨 に 来 ＱＱＱ → ｲｈｾｊ 町柳」下車、ただし阪急電車

ご利用 のカは河原町l川条で、京阪m耶は河原町三条よりと記パスにご

乗 '11願 いま す (巡J . t 片道90門)

40名

500円( 資料代、その他)

員

費

程

10 :  30発 京福電車 乗車 (交通貨はニ粁茶屋まで1501"'1)

10 :  30→ 10  :  45 京福電鉄鞍馬線「二軒茶屋」下車・・

徒歩( 約10分)

京大上賀茂演習林 内 見 学

畳食 ・休憩( 自 由行動 )

生態学基礎講座「土と水 一… ・」

講 師 伊 佐 義 朗 氏

14  :  30→ 15:  30 グリーンアドペンチュア

15 :  30→ 16  :  00  懇談、質疑応答→終 了 後 現地 で解散

持 参 品 サイ ンペン 紙 テープ ・ビ ニー ル 袋 花 切 鉄

弁 当、水筒 ( 注 ・近く に食堂・7 e 庖などはありません)

参巧， Ｇ ｾ ( 保育社刊l カラ ー自然ガイドプ J 7  r街路樹J )

。 経法でご参加l下さ い。

。今|而iは将 に小胤伎の探l I S が認めら れまし たが飽当係の指示に従 って行動車nいます。

{

疋

ム

宮

戸
付

11 :  00→ 12 :  00 

12 :  00→ 13  :  00 

13 ・00→ 14 :  30 

往復はがきに限ります。 はがきは 1 名 1 枚限りとし、「み

ど り 」 学 習 会 ( 5 回) と明記の上、氏名 ・勤務先名およ

び所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入

し、 10月 9 日( 土) までに建築協会事業課へ。

込申

iillJ 氏

宏氏

隆 氏

藤

田

辺

迷

金

波

大成主l! Jlt (株 ) 大阪支! 占 作業所 長

(株 ) 大林科l 工務 部J: 務 謀長

(株)竹中工務J J . i 見般的 見脱却民

150名

6，000円( テキスト代含む)

申込書( 便釜でも可) に会費を添えて (現金送金も可) 本

会事業諜へお申込み下さい 。ヲ| 替えに受講券を発行い

たします。( 詳細は事務局事業課へお11Jj 合わせ下さい。)

T E L  (06)231-9640 

昭和51年10月15FI (但 L. ［ￋ ｩｾ に速し次 第Ｂ， 込を締切りまＭＧＢ ，Ｉ

毎日 ・午前 10時 →午 後51l 寺まで。但し、土 ・日・祭日は休み 。

定 員

会 費

申 込 方 法

申 込 締 切

受 付 時 間

催

t:::. 

日

主

趣

2  
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〈日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社 最 近 の 作 品 と 計 画 ・ 1 }

武 庫 川 団 地

4  

(49年度発注分}

設 計 監 理 日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社

双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

施 工 飛 島 建 設 銭 高 組

村 本 建 設 鹿 島 建 設

熊 谷 組 佐 藤 工 業

戸 田 建 設 新 井 組

不 動 建 設 大 林 組

(50年度発注分〕

設 計 監 理 日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社

大 建 設 計

安 井 建 築 設 計 事 業 所

施 工 清 水 建 設 ・ 飛 島 建 設 共 同 企 業 体

大 成 建 設 ・ 松 井 建 設 共 同 企 業 体

大 林 組 ・ 戸 田 建 設 共 同 企 業 体

熊 谷 組 ・ 新 井 組 共 同 企 業 体

鉄 建 建 設 住 友 建 設 三 井 建 設



- 住 区 構 成

団地は、小曽娘線( 幅員30m) により大きく二分され、さらに町公

園で二分する四住区構成とし、各々の住区は小学校、幼稚園 、住 区

集会所などの施設を含み、二住区で一つの 中学校を有するプロック

を構成している 。各々の住区に特色のある広場 ・コミュニテイ 施設

をつくり 、バラエティのある街づくり を考えている。

センタ一地区は、 小 曽恨線をまたぎ、東西プロ y クを立体的 につ な

いでおり、また、各住区内には自 動車の通過道路がなく、子供たち

が安心して遊べる広場を充分確保している。

東

洋

ラ

ン

ド

小曽根線 ( 30M道路)

清 三 郎

西宮市の東南部にあたる鳴尾に、日本住宅公団の大規模な高層住宅

団地「武庫川団地」が建設されつつある。

この地区は、鳴尾臨海工業地区として本市の数少ない工業地区の一

つであったが、周辺の上団地区や浜甲子園団地などの住宅地との聞

で、各種の公害問題が発生しその解決がせまられていた。また近年、

技術革新に伴う企業の合理化、集約化の傾向のなかで、工場の市外転

出がみられ、その跡地が無計画な開発にさらされる危険も生じていた。

このような状況のもとで、日本住宅公団関西支社が、県市などのと

位計画をうけ、繰業中の工場群を含む用地を順次買収し、その跡地

を住宅地として再開発し、煙の町から一一緑と太陽に溢れた憩いの

街一一へ転換を計ろ うとしているものであり、このような意欲的手

法による市街地の再開発的事業は、日木住宅公団としても今までに

例をみないだけでなく、まさにわが国における アーパン ・リニュー

アル計画を代表する画期的なプロジェクトである。

金 弁

武 庫 川 団 地 計 画 に つ い て

ＪｊｾＵＵ Ｎ＠ 1ha  

4，300戸

4，300戸

1，000戸

西宮市高須II! T 1  T 日 3 ( s: 地外

西宮市高須田T 2  r 日33fs: l也外

西宮市上回西町30 ( s: 地外

9，600戸 f 賃貸住宅

|分譲住宅

¥市蛍住宅

. 計 画 概 要

計 画 区 域

計 画 戸 数

週E動公園

36. 8% 

10. 9  

20. 3ha  

計 55. 1ha  

中学校 2 校 小学校 4 校

保育所 4 園 児童館 l 館

市民サーピスセンター ホール 郵便局

消防ステーション 派出所 銀行

小売庖街m( スーパーマーケット、飲食底、専川底等)

新聞庄舗

綜合診療所

上回西公園 (約 1. 45ha) プレイロット( 約1. 2ha)

II! T 公 園 (約4 . 3ha) サイクリング ・ロード

住 区 公 国 (約3 .0ha) 環状緑地

幹線街路小曽恨線 (rtJ日30- 42m)

外周道路( 巾貝 8 - 2 2m)  

団地内道路( 巾貝 3. 5m、5. 5m、6. 5m)

駐車場は計画戸数の約18%

パ ス 路 線 新 交 通 ( 検 討中)

上 水 道 丙 宮 市

F水 道 西 宮 市 終 末 処FIUh¥

電 気 関 西 電 力

⑧ 

』長4 - J M

4 園

25. 1  

1. 0  

100. 0%  

幼稚園

23. 1  

3. 1  

6. 0 

13. 8 

1. 7  

O.  6  

12.  7  

33，000人

610 人/ ha

200% 

2 0 % 

住 宅 用 地

道 路 用 地

公園、緑地用地

教育施設等用地

駐 車 場 用 地

そ の 他

計 画 人 口

人 口 密 度

容 積 率

建 ぺ イ 率

土地利用計画

教 育 施 設

公共公益施設

購 買 施 設

医 療 施 設

緑 地

道路、駐車場

公園、

- 地 区 公 園 一一都市計画公園一一

開発地区と既存地区との融合をはかる憩いの場として、青少年のス

ポーツの場として大きな公園が計画され、広いグラ ンド (75m X  75 

m) はちびっこ野球やサッカ一場となり 、樹々に固まれた広場はオ

アシスとなり 、また、地域の防災拠点としてその役割も大きい。

5  

大阪ガス

屯屯公社

肉声 l 行

カ。ス

7E話

ごみ

交通輸送計画

供給処理施設



- 緑 の ネ ッ ト ワ ー ク

自転車道を含む幅25mの環状緑地、 フィ ールド・ アス レチックので

きる町公園 (9 0 mX 250m) 大小グランドを含む住区公園を配置し、

さらに住棟聞にもプレイロットや庭園を設けて、団地全体に緑のネ

ッ トワークを作り、幼児から老人に至るまでの“ フルファミリー"

が一緒に楽しく暮せるような環境となるように計画している 。

- セ ン タ 一 地 区

日常生活でのいろいろな情報交換や必需品の購入なとe 生活の潤いの

ために、市民サービスセンター ・ホール・児童館 ・郵便局 などの公

共施設と 、専門庖 ・スーパーマーケ y 卜などの購買施設及び総合診

療所を配置し 、生き生きとした賑いのある街づくりを 心がけている。

このセンターは、東西ブロックを結ぶ団地の要であり 、 2 階レ ベル

を主体に計画し、身障者 、老人にも快適に利用できるよう気を 配 っ

ている 。

- コミ ュニテ ィ・セ ンター

コミュニティ ・センターは地域のシンボルとしてコミュニティの核

となるだけでなく、文化施設として住民の自発的な活動の場となる

ように計画し、ホール ・会議室 ・各種教室 ・児童館などや、市民サ

ーピスセンター ・郵便局などの施設を計画している 。

6  

. 住 棟 計 画

高層高密度居住に対応して住棟 は、 11階建から 25階建とし、 11- 15

階建住棟を片廊下及び対廊下形式 ( T C型) に、 15階を，也える f主倣

は構造上の問題も加味し て中廊下形式( 一部中廊下のメソ不ッ卜形

式) にした。

. 'f主 戸 ユ ニ ッ ト

Ｎ 賃貸住宅 Ｈ平 均計画床面お ｾＸ ＱＮ ＶＲ ｭ ＧＩ ・ 分殺住宅Ｈ平均計画床面お， ｾ ＹＳＮ 24m') 

1  K: (41. 29m') 338戸 2L DK: ( 76. 97m' )  316戸

1  0  K  :  (56. 17- 58. 78m') 216戸 3 D K:  ( 75. 35- 77. 76m'  )  1. 022戸

2 0  K:  (65.  27- 70. 64m') 1. 236戸 3L DK: (  105. 03m' )  1. 745戸

2L DK・(91. 66- 93.  36m') 718戸 4L DK:  (110.  l() - 113.  80m') 299戸

3DK: ( 76. 65- 102 .51m') 540戸 計 3. 382戸

3L DK:  (  120. 74m' ) 463戸 ・ 公営住宅( 計画床面干M 3. 0m' ) 956戸

4 D K  :  (120. 74- 149. 82m') 125戸

J十 3. 636戸

〈賃 貸〉

2 D K  



〈分譲〉

4  L D K  

3  L D K  2  L DK  

5，6∞ 

. 超高 層 住 棟

超高層住棟は一つの「まち」であり、廊下は人と人の出合う「みち」

であり、その「みち」は明るく通風がよく、所々に溜りをもち生活

に潤いを与えるコミュニティの助とする必要がある。

コミュ 二ァイ

母親のド! の届く身近な幼児の遊び

. rJ ; ¥、おし ゃべりの場、 11 の当る憩

いの幼として、 4- 6戸に l ケ所

のC.S. ( コミュニティスポ y ト)

を設けた。

また、 C.S. により廊下は IlJ lるく、

風通しのよい快適なものとなる 。

防 災

42高層械における避難は、非常丹l

E L V .  ( 停電時、火災時にも使用

できる) 、非常階段以外にも各階の

ｃＮ ｓＮ から下の階へと順次遊 ｾｭ でき

る。また、排煙にも C. S. は効果が

あり、避難及び消火、救助活動が

安全にできる 。

- 都 市 設 備

高層集合住宅のキIJ 点を生かした高度な都市設備。

交通システム 地域から発生する自動車交通需要の無公害システム

への転換、 更に騒音 ・交通マヒなどの問題の解決を

目的として中盆軌道システムなどの新しい交通 シス

テムの導入も検討されている。

真空集塵輸送 大規模其空集盛輸送システム( 全自動圧縮貯溜式)

シ ス テ ム

'  の採用によってゴミ収集車交通公害や術生などの 問

題を解決すべく検討している 。

暖 房 ・給 湯 住 宅 の l暖房 ・給湯は、各戸ボイラーの設置により 、

住宅の安全性及び快適性の確保をはかる 。

C A T V 綱 T V受信は、管理センターより 同車111ケーブル網で行

なわれ、防災 ・防犯 ・救急などの各種情報は、セン

ターと各々の住棟 ・共用部 ・住戸とが相互に述絡で

中 央 デ ッ キ

7  



〈日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社 最 近 の 作 品 と 計 画 . 2  )  

森之宮第二市街地住宅

企 画 設 計 / 日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社

工 事 監 理 ¥東 畑 建 築 事 務 所

施 工 ( 9 号 棟 、 工事中( 昭和49年 3 月~昭和52年 5 月予定) )

建 築 1 守 中 工 務J苫 ・ 熊 谷 組 共 同 企 業 体

電 気 : 太 陽 工 藤 工 事

衛 生 : 須 賀 工 業

給 湯 暖 房 : 第 一 工 業

空 調 : 高 砂 熱 学 工 業

ガ ス : 大 阪 瓦 斯

エ レ ベ ー タ ー : 三 菱 電 機

8  

所 在 地

地 域 地 区

敷 地 面 積

建 ぺ い 率

公 開 空 地 面 積

計 画 戸 数

施 設

大 阪 市 城 東 区 森 之 宮 2 丁目 2 番 地 の 2 外

住 居 地 域、準 防 火 地 域

42，132. 28m' 

29. 3%  容 積 率 279. 9%  

9，011. 31m'  公 ｲＣｬｾ 在地率 21. 4%  

1，734戸 計 画 人 口 5，000人

小売庖( 飲食底、サーピス庖舗) 事務所、

銀 行 、 温 水 プ ー ル 、 集 会 所 、 保 育 所 等

広 場 公 関 空 地 ( 築 山 、 土 の 広 場 、 池 、 小 川 、 プ

特 別 設 備

工 期

施 工

レイロット) 、屋上庭園

ご み 空 気 輸 送 設 備 、 地 域 暖 房 給 湯 設 備

昭和48年 3 月~昭和52年 5 月

( 6 号 棟 昭 和48年 3 月~昭和51年 4 月〉

建 築 : フ ジ タ 工 業

電 気 : 八 千 代 電 設 工 業

術 生 : 田 口 設 備

給湯暖房: 新去を冷熱工業

ガ ス : 大 阪 瓦 斯

エレベート: 三菱電機

( 7 、 8 号 棟 昭 和49年 3 月~昭和51年 7 月〉

建 築 : 鴻 池 組

電 気 : )1 1北 電 気

衛 生 : 第 一 工 業

給 湯 暖 房 : 大 気 社

ガ ス : 大 阪 瓦 斯

エレベーター: 三菱電機
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森 之 宮 第 二 市 街 地 住 宅 に つ い て 若 尾 寛

昭和 46年 4 月に「森之宮地区市街地住宅立地に隙! する基礎調査報告

:!:tt J が 提 出 さ れ て か ら 、 既 に 5 年 を 経 過 し た 現 在 、 第 1 期 工 事 は 今

春 完 成 し て 一部 入 居 が 完 了 し 、 第 2 期工事はまさに立亥工を迎え、最

終 の 第 3 期 工 事 は 釆 春 の 竣 工 を 目 惜 し て 11 下姥殺の主主盛期にある 。

計 画 地 は 大 阪 城 の 東 約 L 2  kmに位償し、敷地の西は都言十道路盤皐矢

回 線 に 按 し 、 敷 地 を 含 む ス ー パ ー ブ ロ y クは、東と北を平野川に、

酋 を 国 鉄 環 状 線 に 、 南 を 築 港 深江 線 に よ っ て 固 ま れ て い る 4. 2 ha  の

地 区 で あ る 。 市 域 的 に 見 た 当 森 之'ι- 地 区 は 、 大 阪 市 東 部住 工 混 合地

域 の 西 端 に 位 誼 し 、 都 心 の 業 務 商 業 地 区 と の 接 点 に あ る 。 また、本

地 区 は 、 国 鉄 環 状 線 と 地 下 鉄 中 央 線 との結節点で、もあり 、内陸f主工

混合地域の用途の純化に向う地域型車備と、都心業務官公庁施設の拡

充 に 依 る 高 度 の 土地 利 用 Il H発の進みつつある 地 区である。

本 計 画 の 命 姐 は 、 土 地 の 高 度 利 用 を 計 り つ つ 、 良 〈 整 備 さ れ た 地 域

環 境 を 創 造 す る こ と に あ る 。 こ の 基 本 方 針 に 則 る 具 体 策 は 、 住 械 の

集 約 化 高 層 化 を 計 っ て 、 最 大 限 の オ ー プ ン ス ペース を怠IJ り出すこと

で あ り 、 こ の オ ー プ ン ス ペ ー ス を 団 地 の み で な く 周 辺 地 域 に と って

も 充 分 有 怠 殺 な 内容に盛り上げることである。

住 棟 lま15階 建 2 棟、 8 階 挫 l 線、 25階主l n 械 の Z十4 械 と し 、 こ れ ら

をすべて南北側l型 式 と し て 団地 内及 び隣 地の七I!! 世を確保した。この

住杉Rの 集 約 高 層 化 に 依 って生み 出 さ れ た オ ー プ ンスペースには 、 第

に 最 大 限 の 緑 化 を 計 り 、 盛 土 や 水 を 導 入 し て 変 化 の あ る 楽 し い 屋

外 空 間 と す る こ と、第二に周辺地 区と共用できる施設を導入して、

施設自体の充 実と同時に全 地 区としての ａａｾＡ 手 Ｂを 立 ｼ ることが計画され

ている。この地区施設とは、日ｾｪＨｪＺ也束音 ＱＱ に言 ｬ 企画 されている混水 プー ル

と付属する温室であり、その熱 ￬ｬ ｨ｛には森之官 ｲ ｬ ｾ￭ 掃工場の余熱利朗が

考 え ら れ て い る 。 更に南( ! ! I lの第 2 株 と第 3 似 の l別には、 0- 5才 保 育

を 含 む 園 児 数 約 110 名の保育所の述設が予定されている。今一つは、

本 計 画 の 如 く し っ か り し た 辿 物 と 広 い 屋 外 空 間 を 扱 った 敷 地 は 都 市

の 防 災 拠 点 と し て 有 効 に 機 能 す る で あ ろ う 。

本計画地のスーパープロ ックの北 方 約300 mに は 大 阪 市 環 境事 業局 森

之 宮 消 掃 工 幼 が あ り 、 そ のI也のキIJ を 生 か し て 郎 市 設 備 と し て 注 目 す

べき二つの試みが実行されている。その一つは「ご、み空気輸送3宣伝iiJ

で あ り 、 各f主械の 1 階 に 設 け られた 投 入 口 か ら ご み は 直 径 500 mmの

ノf イ プ に 依 っ て 直 接 に 消 掃 工 場 の 焼 却 炉 へ 巡 搬 さ れ る こ と に な って

いる。その 二つ は 「 地 域H麦房給湯設備」であり、消絹工場の余熱は

蒸 気 と し て 団 地 に 供 給 さ れ 、 熱 交 換 さ れ た 温 水 が 住戸 の 咳- 房と浴室

な ど の 給 湯 と し て 利 用 さ れ て い る 。

土地の高度利丹l と オ ー プ ンスペース確 保 の た め に 計 画 さ れ た 25階辿

住 械 は 、全 階 S R C造で設計され、ツインコリドールタイフの上層部は、

最 上 階 3 層 で述結さ れた 巨 大 な 門 形 ラ ー メ ン と し て 計 画 、 耐 震 耐 風

上 最 大 限 の 考lむを払 っている。 低層音11は地下 1 層 地 上 2 層 の計 3 )，習

で、張り出し告11分を大きくとり 、中的造的に安定 した形としているが、

こ の 部 分 に は 約6000m

2

の 胞 設 m事務所、銀行、 j高合Iiな ど) が計幽さ

れており、 交通ターミナルより 比 較 的 離 れ た 蘭 1m発 市 街 地 住 宅 と し

て は 、 土 地 利 期 計 画 上一 つ の 特 徴 あ る 状 況 を 生 み 出 し て い る 。

高層僚を含む団地には、防災上、また住環段上、穏々の対策が必要で

あ る が 、 本 団 地 で は 、 鐙些 矢 回 線 に 面 す る 6 号 線 にメインの防災セ

ンターを設け 、 団 地の一括管理を行うと岡崎に、 25階 建 の 9 号 棟 の

1 階 に サ ブ的な防災センターを設置し 、 9 号棟 単 独の防災活動にも

対 処 で き る よ う計画している。込l ! 物の防災計画上有効な対策として

最も必婆なことは、 平 面断 面 上 l洲夫な遊覧(fi 椛 i遣を布するこ ととされ

ているが、本計画では第 一に 解り幼い平面とすること、ｾ ニに 硲 ［ｫＺ

な二 方向遊維とすることとし、 25階 建 9 号棟は特に、両端にあI称な

コ ア ー を 配 し 、 且 つ建 物 周 辺 に JA統ノ〈ルコニーを巡 らせることによ

り 廊 下 を 通 ら ず に 特 別 避 難 階 段 に 到 る よ う 計 画 し て い る 。 また、 25

10 

階 建 の 8 階 部 分 に は 避 難 階 に 準 ず る 階 と してハシゴ車 の 活 動 で き る

伎 鑑 に 避 難 ス ペ ー ス を 設 け て い る が 、 こ の ス ペ ー ス は 同 時 に 、 高層

住 宅 の 中 間 階 に 位 置 す る 乳 幼 児 の 遊 び の ス ペ ー ス と し て 、 且 つ 住 棟

住民のコミュニケーションスペースとしての役割l をも担わせている。問 機 の

意 味 で 5 層 毎 の他のフロア ーにも ラウンジスペースを設けている。

法 規 制 関 係 の 問 題 と し て は 、 建 物 の 高 さ が4 5 Mを越えているため 、

9 号 棟 は 建 築 基 準 法 第38粂 に よ る 建 設 大 臣 の 特 認 を 受 け て お り 、 ま

た 斜 線 制 限 緩 和 を 得 る た め 、 建 築 基 準 法 第56条 第 3 t認の特認ー総合

設 計 制 度 に よ る 特 認 ーの制 度 を 活 用 し て い る 。

f主戸計画については、 1 D K、2 D K 、3 D K 、 3 K 、 2 L DK の 5 穏 類

の基本タイプとし 、住戸 形 式 の 多 機 化 を 計 っ て い る 。 ま た 、 地 域 暖

房給湯設備によるメリ ッ 卜とし て 、 ウ ォ ー タ ー セ ク シ ョ ン が 在 来 型

よりも広くな って幾 分 の 余 裕 を 生 じ 、 暖 房 器 具 、 風 呂 釜 の 消 滅 に よ

り 火 災 発 生 源 が 大 幅 に 減 少 し 、 住 宅 の 安 全 度 は そ れ だ け 向 上 し た こ

とになろう 。

尚、最後に 工法について一言触れると 、 各 線 共 基 本 的 に は 在 来 工 法

による S R C 造 で あ り 、 安 全 度 の 高 い 住 宅 を 目 指 し で い る が 、 昨今

の主l ! 設事情に対応するため、部分的には P C工 法 や パ ネ ル工 法 な ど

の採用 、在来工 法 と プ レ ハ ブ 工 法 の 併 用 を 計 っ て い る 。 ま た 、25層

S R C 造 を 合 理 的 に 建 設 す る た め 、 大 型 ユ ニ ッ ト型枠 ーシ ャタリン

グ 工 法 ー や フ ラ イ ン グ ショア 、7] ( 平垂 直 分 離 打 工 法 な ど 種 々 の 工 法

を採用し、品質の向上、工期の短縮、工事の安全性を計 ったことも

施 工 技 術 上 の 特 色 で あ ろ う 。

( わかお ひろし U 本i J 宅公団側州支社市街地{ 上主部長)

圃 ごみ 空 気 輸 送 設 備 都 市 の ご み 処 理 問 題 は正 に 今 目的問題とし

て 注 目 を 集 め て い る が、本音| 函では、高層高密度古1I 市住宅として、

衛 生 的 な 住 宅 と す る 一環 と し て 空 気 輸 送 設 備 を 設 置 し た 。

特 徴 1 .  ごみをいつでも捨てられる 。 2. 集 積 す る こ と が

ないので、悪臭、汚汁 、主主' 虫などの発生を防ぎ、衛生的である 。

3  ご み 収 集 車 に よ る 交 通 公 害 の 緩和 が 計れる。 4 ご み 収 集

作 業 等 の 省 力 化 が 可 能 で あ る 。 5 . ごみ誌の噌力IJ に対して適応、

{ 生が高い 。

t主制'

. . *ッパー

コン' ‘ クター ・

.  

2 >1 ' ごみ .  .  
， 

. 暖 房 給 湯 設 備 高 層 高 密 集 合 住 宅 は 災 害 H寺に火災に対しでは安

全 で な け れ ば な ら な い 。 本 計 画 で は 近接 している消婦工場 の ご み 焼

却 余 熱 を 得 て 、 熱 供 給 事 業 法 に 基 づ く 熱 供 給 事 業 会 社 に よ り 住 戸 JJt.

び施設の暖房給湯を行い 、住戸内火災発生源を伍力排除した。

暖 房 は 冬 期24時 間 暖 房 と し 各 居 室 ( D K を除く ) にフ ァン コンベフタ

ー を 設 け 、 快 適 な 混 風 暖 房 と し た 。 給湯 は 浴 室 、 台 所 、 洗 面 所 に つ

いて行い 、24時間給湯としている 。(/J( 温 約60' C)

暖房低温水 1 - 岡コ 101: 'A 由

川 r---' r'  給 喜

一

、l n耐 - II¥十 位 」

-L  腕 蒸 気 :  中温水 ｾ干一一 ー
;o .. . . . . r: _:-_.:;.: 

t生却場 予備 プラノト 温 水 プ ー ル 温 室
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5 1{ じ，;'i 品Hじ造地ト l荷 地下 l 附

長 J也1: 15際i l ! 地 1: 8 附i l ! J也ド25附辿 地 1: 1附i l !

ｉＺＧｾ＠ さ 44. 950m tl iJ/i 24. 8∞m 77. 000m 11m 

I IJK 196μ  1121' 
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3  IJK 
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85. 37 
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く 日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社 最 近 の 作 品 と 計 画 .3>

新長田駅前市街地住宅

12 

企 画 設 計

神戸市、 ( 財 ) 神戸市都市整備公社

日本住宅公団関西支社市街地住宅部

山 下 設 計

工 事 監 理

施

日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社 工 事 監 督 部

山 下 設 計

ヨニ

建 築 大 林 組 ・ 住 友 建 設 共 同 企 業 体

東 海 電 気 工 事電 気 ( 施設)

電 気 ( 住宅)

給 排 水 衛 生

切包設住宅)

中 国 電 気 工 事

三 晃 空 調

空 調 朝 日 工 業 社

ガ ス 大 阪 瓦 斯

昇 降 機

特 高 受 変 電 三 菱 電 機



建 殺 計画 の 概 要

所 在 地 神 戸 市 長 田 区 若 松 町 5丁 目

敷 地 面 積 8，712. 50m'

建 築 面 積 6，564. 55m'  

計 画 延 面 積 住 宅

絡 設

住宅施設共用

合 計

建 ベ イ 率 75. 3% 

容 積 率 686. 6 %

30， 204.  69m'  

29，509. 81 m'  

105.  46m'  

59，819.  96m'  

構 造 ・ 規 模 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

地 下 3階 地 上25階 建 1棟

持⑧

施 設 (地 下 3階 ~ 地 上4階 、地 上24、25階 )

イ主

工

勤労市民センター ・保育所

信 舗 、 レストラン 、 倉庫 、駐 車 場

宅 (地 上 5階 ~ 地 上23階 )

1  D  K  38戸

2  D  K  374戸 言十 412戸

期 着 工

竣 工

昭 和48年 9 月21 日

施 設 部 分 昭 和52年 3 月予定

住 宅 ・ 展 望 レ ス ト ラ ン

昭 和52年 8 月予定

rr 

F91 

;iF 

J しJl
道 路

-
g 鍋

￶ｾ￸＠
ｾ＠ @  

I  
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冬期の暖房については、従来の個別 l暖房の方法をとると石油の迩搬、

保守キ等火災に対する危険度が高い。 こうした火災発生械を減少させ

るため名1主戸のバルコ ニーを平IJ J ｉｾ して安 全 性能の高い Ａ 日 ｊｉ 成Ｍ房方式 の

設置を計 四 したも ので 、個 々の居住性の向上につ ながって いる。

防災計画上特に配脱した点については、連続バルコ ニー を設け 、一二

方向避難 を確立している 。各階に二筒所の排 煙バイパスを設け、 中

廊下形式の欠点を 補 っている 。南北両端のコアが防 災ミニ拠点とな

寛

国鉄新長田駅周辺は 、神戸市が昭和40年に策定した神戸市総合基本

計画において決定されている西の副都心構想、の一環として位置づけ

られている 。

新長田駅前市街地住宅は、 この構 想 に基づき当地域の核となる建物J

若尾

新 長 田 駅 前 市 街 地 住 宅 に つ い て

っている 。

新長田駅前市街地住宅はこれから先も地域社会の一部分として機能

するのであるから、 地 域及び住民から遊離 した存在であ ってはなら

ない。 そのため、 11 !!H、Jili l害や電波防筈ーなどの環境問題 についても

として計画され、神戸市及び日本住宅公団 の共同事業により H百平1148

年 9 月工事に若手し 、昭和52年夏峻工( l 昔11施設昭和52年春竣工予

定) を目指し て建設工事が進められている 。

同住宅の建設と並行し て須磨ニュータウン( 昭和155年完成予定。計

設計 上 の対策を講じ ている 。

日! ! 自については北側が道路及び国鉄の軌道敷と続くので問題がない。

風害については低層部分を張り出す事によ ってその影響を低減する

配感をしている 。 T V '，'lI i 皮反射降客における最も厄介なゴース卜現

象につ いては 、バルコ ニーの手摺壁 に傾斜を 持 たせることにより彩

科を少な くしようとしてい る。

来春、神戸市高速鉄道の l河村線名谷一新長田駅聞が開業されると、

この駅前地区は新たな展 Il f. J を見せる 。 それに続いて完成するこの建

物は、西神戸のランドマー クとなるであろう 。

(h か お ひ ろ し 11 本住吉公I. ijl 瑚同 支社，liftiJ也11:宅部長)

画人口約1075人 ) 一国鉄新長田駅間に神戸市高速鉄道西村総の建設

が進められており、 H百羽]52年春に附業される予定である 。将来は 、

新長田駅か ら市街地の山手を経て新神戸駅まで延伸 される計画があ

り、更に新長田駅から浜手地区を通 って三宮駅へ結ばれる交通施設

の検討もJ 1 t められている 。

これら交通胞設と並行して新長田駅前周辺地区の務備もなされ、新

しい地域イメー ジを持 った西神戸の副都心として変貌を遂げること

になろう 。

当市街地住宅は、こうした背去をふまえて凶卒中戸の拠点、にふさわし

い機能を持 った建物として計画され、神戸市 による 勤労市民センタ
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一、保育所、神戸市都市整備公社に譲渡する商業施設、公団住宅412

戸を擁 す る延 l飼柏 約 6 万m

1

の複合ピルである 。

地下 1 階か ら地上 2 階までは、百貨 J;!5がキーテナ ントとして人民する

商業施設である( 庖舗面積約15，OOOm'  )  0  3 階と 4 階には勤労市民セ

ンターと保育所等がある 。勤労市民センターは、神戸市における社

会サ ービ ス胞 設として周辺環境施設の不足を補い、余暇活動を充実

させるための1 i i 面設である 。24、25階には、スカイレストランがある。

公団住宅は 5 階から 23階 にあり 、中廊下形式で 412 戸 ( 2 DK 374戸 、

1  D K  38戸) である 。空間構成については高層部分である往航を南

北方向の都市軸 に合わせ、施設系を納める低層部分を大きく張り tl
J

，

し、逆T 字形を構成 している 。 なお、住宅部分と施設昔11分との中間

には卜 レンチ階を設けている 。

ここでイ主宅部分に焦点をあてることにする 。 市街地住宅はその立地

及び社会的経済的諸条件から高層化することにより土地の高度利用

を図り、戦住近接の住宅を建設することがその狙いである 。しかし、

高層住宅が持つ問題点も多い。例 えて挙げれば住民のコミュ ニティ

形成に対す る配慮 に欠け 、自然との接触 を閉 ざし、人間的尺度を歪

める危険性を内包しているなどであろう 。

それに対応すべく新長田駅前市街地住宅においては、人と人とが顔

見知りになる機会を促す場 S emi P ubl  i  c  Space を提案している 。

これは私的空間 ( 住戸) と公的空間 とを媒介する 中間的 な領域で、

“ 住宅の軒先廻りの空間" である 。 それをラウ ンジ と名付け 、 1 フ

ロアー22住戸 ( 2 DK  20戸 、 1 DK  2 戸) に対して 2 DKの1. 5住 戸

分のスペースを剖り当て、各階の真中寄りに設けている 。 この空間

の1'( はそこを生活領域の一昔11とする住民によ って作られてゆく べ

ものである 。 この空間 が住民にと って身近 なものとして共有される

ために、洗濯乾燥機( 共用) 、自転車 ・乳母車置助、フラワーポ ッ ト、

ベンチ、 掲示板 などの装誼が考えられている 。幼児の遊び場や弁一

端会議の場を提供すること になるであろう 。

また、各住戸において高層住宅には他に例をみない屋外タイプのガ

スセ ン トラル給湯暖房方式( 床埋込型ファンコンベクターを使用)

を採用している 。 これは、高層部 に居住階をもっ住宅であるため 、

特に安全性の面で万全を期す 必要 がある 。火災の原因の一つで、ある
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〈日本住宅公 団関西支社 最 近の作品と計画・ 4 }

岩岡団地〔タウンハウス〕

設計監理 日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社 三 座 建 築 事 務 所

施 工 昭 和 工 務 庖 王 寺 建 設 新 工 務 所 福 川 建 設

所 在 地 神 戸 市 垂 水 区 岩 岡 町岩 岡 字 新 地

敷 地 面 積 36，6 8 0 m-

E童 築 面 積 10， 302m'  

延 床 面 積 14，9 4 8 m'  

楠 造 規 模 R C鐙式、 2 F

23棟 202戸

工 期 昭 和 51年 6 月 ~

昭 和 52年 9 月

タ ウ ン ハ ウ ス に つ い て

F  

。

/  

配 置 図 1  / 2，500 

金 井 清 三 郎

住宅公団がタウンハウスの構想、を、新聞 に発表したのは、昭和]49年

の 8 月であ った。 これは、量的な住宅維がすでに解消し、より大型

の住宅、専用庭のある住宅などに対する需要が多くなりつつあるこ

と及び最近の傾向 として 、第 1 極住専、高度制限などのかたちで計

画人口密度を 制限 される地域が増して釆つつあることなどの社会情

勢の変化に対応しつつ、均一化された住宅のみで構成された団地が、

人口構成の上でも 一定の階層に偏りがちであり 、街づくりとしても

好ましくないとの反省のもとに生みだされたものであり、公団では、

都市型低層住宅と称している 。

その特徴を挙げれば次のとおりである 。

① 1種住専地区でも建設できるように、最高 3 階建とする 。

② 接地性 を重視し 、各戸庭付きを原則とする 。

① 1 戸当 り規絞は、将来ともに一定の住環境を維持するため地築

を Ａ ｾしない Ｓｌｄｋ 以上の規模を硲保する 。

@ 共通の屋外スペースを設けるなどにより、できるだけ土地の有

効利用をはかり、密度を高める 。

⑤ 円Hf{ ・アクセスなどの条件に対応した多様な住戸プランが必要

となる 。

このようにタウンハウスは、都市におけ る低層高密住宅団地を 目指

すものであり、 イ主戸単位としてよりも屋外空間と連続した一連の住

宅群として把 える方が適切と考えられる 。

日本住宅公団関西支社においても 、タウンハウスの設計について検

討を重ねた末、すでに数団地において工事を発注しているが、その

中の一例として、岩岡田地を紹介す る。

16 

岩 岡 団 地 に つ い て

敷地は、神戸市の最西部にあたる岩岡田I に位置し 、農業生産環境と

住宅環境とを総合的に整備した土地利用計画を図る緑農住区開発整

備計画に含まれた地域であ って 、第一種住居専用地域であるた め、

当初からタウンハウス 1 号として設計が行わ れた 。

① 団地構成上の留意点

イ) 団地南西方に広がる岩岡土地区画整理事業との整合性。特に

道路パターン 、公園。

ロ) 都計街路に面するゾーンは、騒音を少しでも和らげるために、

緩衝緑地帯を用いる。

ベ敷地北部にある自然法函に自生する樹木保存。

② 居住単位 ( クラスター) の構成上の留意点

イ) クラスターの基本パターンとして均一 な並列配置は遊けるな

どにより単調なものとしない。

ロ) ペデの溜り部分に面する住戸については、視線、子供のかん

声を緩和するため、レベル差をつけたり 、植裁 を行う。

ハ) パーキングに面する住戸については、住戸の方位、レベルを

変える。

③ 住戸設計上の留意点

イ) 3 就寝室のうち l 室は、 1 階に配置する。( 老人対策)

ロ) 水廻り ・台所は、外気に面すること 。できれば勝手口を設け

て、奥行の深さによる不便さを補う。

ベ L D Kは、可能な限り K 分離が可能なプランとする 。

ニ) 玄関をゆったりとしたスペースにする。

ホ) 配置を容易にするために北入り雨入りの 2 種類だけでなく 、

間口の寸法会 3段階に分け、計 6 タイプのプランを用意する。

( か幸い せいざぶろう 日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社 挫 築 郎 長 }



平面図 1 / 200 

特 75 0 - T N- 3  L D K- 分 ー岩 - a- 1  計 画 床 面 積 73.  83 m'  

rm口× 奥行 4.  700x  11. 850 

‘"" 禄扇'- - 1 飴6

クラスター 模式図
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特 75 0 - T S - 3  L D K - 分 ー岩ーb- 1  計 画 床 面 積 73. 77m'  

rl - n口× 奥行 5.  250x  10. 900  
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通産びJ A

パーキンゲ

1 階 2 階

静 がな 、ながめを中心にした

コモン ・ヴリーン

特 75 0 - T S- 3  L D K- 分 一岩 - c {中)ー 1 計 画 床 面 制 74. 0m'  

nn口 × 奥 行 5.  700 X  9. 410  

震 1也的空間

守、

、
、

- コモン・スペース

将 来 と も 変 わ ら ぬ 住 環 境 を 総 得 す る 。

ヲラス 11 ーを偶成する{ 主戸の玄関前空間

の植栽スペース 。

0 1直裁ス ペ ー ス 内 に は 各 戸 へ の ア プロ ーチ

とレスト・スベ ー ス程度とする 。

保 す る 住 戸 ユ ニ ッ ト

。リビンずがコモンに面する。

0 専用庭の日照条件は良好。

- 北 入 り住 戸

コ モ ン に 日 影 を 落 せ る 往

戸 ユ ニ y ト

0 南 面 す る 日 照 条 件 の 良 好

なルーフガーデンをもっ。

2 階11滋
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ばご九......!

① ( 普) 新多聞団地センヲ ー

③ ④ ( 長j J lJ) 男山団地

日本住宅公団関西支社

昭和50年竣工工事優秀施工表彰作品

(順不同)

大久保東団地(2)E地区建築工事

新多問団地センタ一地区道路その他工事

株 式 会 社 今 西 組

花 山東 団 地 第 2期A地区高層建築その他工事

大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 商 1- 5

株 式 会 社 青 木 建 設 大 阪 支 庖 T E  L  0  6 - 4 5 8 - 5  8  5  1  

昭 和50年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 業 者 ( P R )  

大阪市天王寺区上加)7-2- 1出史的L内)

T  E  L  0 6ー779- 3 3 6  1  

Ｈ 長 ｾｉ ｊＩ 男山団 地 ｃ 地 区建築その他工事

Ｈ 長 ｾｉ ｊＩ 男山団 地 ｃ 地 区道路その他工事 大阪市東成区東中本 1- 1  - 10  

株 式 会 社 大 橋 組 T E  L  0 6 - 9 81- 5  0  2  1  

(普 ) 新 多 問 団 地 F 地 区 建 築 そ の他 工 事

株 式 会 社 新 工 務 所

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 中 1- 43

T  E  L  0 6 - 313ー 1 3 3 1  

(普 ) 新 多 聞 団 地 C 地 区 建 築 そ の 他 工 事

神戸市葺 合 区 大日通ト2- ト16

株 式 会 社 大 橋 組 T E  L  078- 241 - 8 2 1  1  

大 阪 市 都 島 区 網 島 町 6 - 2 5

来1ft T  E  L  0  6 - 3 5 2 - 4 0 3  1  
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⑤ ( 普) 陵商団地全景 ③ ①松ノ木町市街地住宅 ③ 釈尊寺団地A - C 地区

昭 和50年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 業 者 ( P R )  

大 久 保 東 団 地 ( 2 ) G 地 区 建 築 工 事 大 阪 市 東 区 北 久 宝 寺 町4ー 27

株 式 会 社 鴻 池 組 T E  L  0  6 - 244- 3 7 8 7  

( 普 ) 陵 商 団 地 高 層 建 築 そ の 他 工 事 大阪市東区北浜5-22 新住友ビル 2号館

住 友 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 T E  L  0  6ー 2 2 0 - 8 7 1 2  

(長 別) 南 新 田 団 地 A 地 区 建 築 工 事 大阪市西区阿波座上通 3 - 2

株 式 会 社 銭 高 組 T E  L  0  6 - 531- 6 4 3  1  

⑨ 釈尊寺団地

(順不 同 )

釈 尊 寺 団 地 D 地 区 建 築 そ の 他 工 事 大 阪 市淀川区宮原4 - 4 - 44

大 鍛 工 業 株 式 会 社 T E  L  0  6  - 394 ー 1 2 8 1

益ノ宮 Ｈ Ｒ Ｉ 市街抽 ｦ 主宰碑ｾ工

話語霊堂畠皇室露務他工事 大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 3 8

フ ジ タ 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 T E  L  0  6- 345ー 7 6 7 1

(別 ) 大 久 保 東 団 地(3)C 地 区建築その他工事 大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 - 3 0  

豊 園 建 設 株 式 会 社 T E  L  0  6- 353ー 1 0 0 1



日本住宅公団関西支社

昭和50年竣工工事優秀施工表彰作品

( 順不同)

釈 尊 寺 団 地 C 地 区 建 築 そ の 他 工 事 寝 屋 川 市 木 田 3 0 6 の 1

株 式 会 社 前 田 組 T E  L  0720ー 24ー 1 1  1  1  

気 工 事

大 阪 市 東 区 半 入 町 7 5 6

光 社 T E  L  0  6 - 942 - 5  0  7  7  

釈 尊 寺 団 地 D 地 区 屋 内

株 式 会 社 上 月 電

昭 和50年 竣 工 工事 優秀 施 工 表 彰 業 者 ( P R )  

松 ノ 木 町 市 街 地 住 宅 A 地 区 電 気 工 事

大 柴 電 策 株 式 会 社 大 阪 支 店

花 山東 団 地 第 3 期 G 地 区建 築 そ の 他 工事

芦 屋 市 前 田 町 1

株 式 会 社 益 田 工 務 庖 T E  L  0797- 31ー 0 5 2 1

大阪 市 西区京 町堀 2 - 3 5

T  E  L  0  6- 443ー 0 6 3 1

益白認書面自重苦品豊富君主註事

朝 陽 電 気 株 式

新 多 聞 団地 第2期 第2工 区 道 路 そ の 他 工 事 大阪制区岩井町2-13{第2i 言興ビル)

大 豊 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 T E  L  0  6- 35ト 5 9 3 1

大阪市北区中之島3-3朝 日ビル

ネ土 T  E  L  0  6 - 385ー 1 3 6 1ム

宮

大阪市北区老松町2-21新東亜ビル内

T  E  L  0  6- 362 - 7 4 7  1  

丸嗣山団地 D E地 区 屋 内 電 気 工 ，

箕 面 栗 生 団 地 B 地 区 高層車 内 外 電 気 工 摩

株 式 会 社 電 工 社 大 阪 支 庖

大阪市淀川区新北野3- 11 -20

T  E  L  0  6 - 303 - 6 8 0  1  

釈 尊 寺 団 地 A B C 地 区 屋 内 電 気 工 事

伊 藤 電 気 株 式 会 社 大 阪 支 庖



昭 和50年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 業 者 ( P R )  

花 山 東 高 層 団 地 A 地 区 屋 内 衛 生 工 事

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 T E  L  0  6 - 3 7 2 - 7  1  5  1  

別) 大久保東団地 ( 1. 3) F G地区置内 電気工夢

花山東団地第 2 Jt11 B E F 地 区 高層鹿 内電気工， 大阪市東区高麗橋 5 - 2 8

東光電気工事株式会社大阪支社 T E  L  0  6- 202ー 0 3 2 5

醍醐石田高層団地D 地区屋内衛生その他工事 大阪市大淀区中津浜通 5 - 1

共 栄 工 業 株 式 会 社 T E  L  0  6- 372ー 1 7 1 2  

醍 醐 石 田 高 層 団 地 J K し 地 区 造 園 工 事 京都府綴喜郡田E町大字大住小字大欠16

尊 農 社 緑 地 株 式 会 社 T E  L  07746ー 2ー 0 6 3 8

写 真 縫 供 (五 十音 順 )

坂内建築Z宣言十事務所 (釈 尊 寺 団 地)

大 建 設 計 (陵商団地・松ノ木町市街地住宅)

竹 内 建 築 事 務 所 (大 久 保 東 団 地 )

東 畑 趨 築 事 務 所 (森ノ 宮 市街地住宅)

情買不同)

大 久 保 東 団 地 ( 3 ) A 地 区 造 園 工 事 尼 崎 市 田 能 1 1  4  9  

株 式 会 社 辻 本 龍 松 園 T E  L  0  6 - 491 - 9  3  0  7  

醍 醐 石 田 高 層 団 地 E F 地 区 造 園 工 事 大 阪 市 西 区 千 代 崎 町2- 17- 10

関 西 植 木 株 式 会 社 T E  L  0 6ー 581- 3 4 0  1  

(長 別) 男 山 団 地 C D E 地 区 造 園 工 事 吹 田 市 広 芝 町 7 - 3  2  

株 式 会 社 昭 和 造 園 土 木 T E  L  0  6- 384- 8 7 8  1  

(別 ) 大 久 保 東 団 地 ( 3 ) E  地 区 造 園 工 事神戸市生田区下山手通6- 41- 6

山 手 造 園 土 木 株 式 会 社 T E  L  078- 341- 6 3 7 9  



タ フ ネ ス 防 水 仕 様

フ ジ シ ー ル 防 水P C仕 様

昭 和 石 油 ア ス フ ア ル ト 株 式 会 社

東 京 東 京 都 品 川 区 南 大 井 l ー 7 - 4  Tel 03- 761 - 4271 聞

大 阪 大 阪 市 北 区 梅 田 町 27 産 経 ピ ル Tel 06 - 341 - 6395 

名 古 屋 名 古屋 市 中 区 丸 ノ 内 1- 17- 19 長 銀 ビJ レ Tel 052- 231 - 6568 

新 潟 新 潟 市 平 和 町 4 - 1  Tel 0252- 74 ー 7561

福 岡 福 岡 市博 多 区 綱 場 町2- 2 福 岡 第一 ピ ル Tel 092- 291 - 0008 

建 設 省 東 計 振 発 第246号 認 可

公タ/ コ、ムアスファj レト防水工事業協同組合

昭和石油アスフヌJレト株式曾紅
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近代建築様式に適した

特殊ループィング類

圃アスフアルト・フェルト

. アスフアルトルーフインク

. T Nスポット ( 穴あき砂付グラス繊維不織布)

. S F シート ( 合成繊維不織布)

・特殊砂イサS Fパワールーフイング ( 砂付グラス繊維不織布)

. 東E 印ルーフイング

東 亜 工 業 株 式
ム一

A
社

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂 6丁目 4 - 27 T E L.  0729- 94- 5682 

営 業 所 東京・名古屋

工 場 大阪・東京・和歌山

匂国P

. 建設省計振発第55号認可

東亜アスフアルト防水事業協同組合

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂 6丁目 4 - 27 T E L.  0729- 94- 5682 

和 歌 山 連 絡 所 干640 和 歌 山 市 延 時 字 光 明 寺 1 - 3 興洋産 業内 T EL. 0734- 55ー 1166

広 島 連 絡 所 干733 広 島 市 舟 入 町 7 - 9 丸 福 建 材 工 業 内 T EL. 0822- 32- 6155 
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本 四 架 橋

リ パ ー ス 式 杭 施 工 実 験 中

杭 径 3，000弘

杭 長 70，000弘

本 数 7 本

載 荷 試 験4，OOOt 実 験 中

技術・信用・実績

事

事

事

事

事

事

事

事

工

工

工

工

工

工

工

工

ト 式 杭

ア ー ス ・ド リ ル 式 キ允

ェ〈 キ允

イ也 杭

ン カ

ロ

策

良

イ

対

『

戸
】
一

ス

ア

サ

り

σ〉

ル

又

且

突

上

皇

ノ

ノ¥

ア ー ス

煙

土也

土也

営 業 種 目

ｾ、

そ

大 阪 市 西 区 靭 1 丁目 55 番 地 ( 靭ビル)

TEL.  06 (441)  6  6 7 8  (代 )

東 京 ・仙台 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡
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住宅部日工業化のパイオニアと

し

て

建

生

庄

の

近

代

化

を

担

内装システムの一貫性をテーマに・

〈公団住宅〉

8 込

。本所 ・本所分室

0 支 所

. 出張所・ その他

日本住宅ノマネル工業協同組合

〈住 む 人 の 身 に な っ て 〉

よ り 良 く 一一一品 質

〈造 る 楽 し み と し て 〉

よ り 早 く 一一一施 工 性

{ j主 文 の 味 わ い を も っ て 〉

よ り 安 く 一一一 コ ス ト

ト ー タ ル シ ス テ ム と し て の 内 装

天井 ・壁・床 ・関口昔日など、こ

れら各部位を個別に考えるので

なく、苦11屋全体を一つの部位と

して、トータルの中から、機能

性 ・居住性など全る特性を追求

しています。

パネ協は 、現在公共住宅などで

採用されているパネル組立方式

を最初に開発した内装施工技術

をさらに前進させています。

工 業 化 の た め の 部 品 ・ 部 材

一つ一つの部品・部材は一見何

んでもないようですが、内装シ

ステムの中から生まれたもので、

内婆工司王での重要なカギをも っ

ています。パネ協創立の第一目

線に掲げた、建築生産の近代化。

は、現場一品生産方式から各部

材を工場で量産し、施工の省力

化、品質の安定、コストの引下

げを行ないます。

パ ネ 協

-圃-

つ
H

H• • 

大阪支所 大阪市北区富田町46 (第 2 富田町ピ j レ) f r06 ( 313)  3321代 〒530
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現代ピルに要求されるメカニカルな機能美、

経済性や軽量性、短期工法など構造技術の

進歩に、 Y K K ビル用アルミサ ッシは充分

に応えています。

常に創意と技術の追求を続け、居住性の高

い信頼される製品を生産しております 。

. . . J 15 表示許可 工場ω A4706 :  K ..J B製作認定工場

. B L マー ク認定製品 ( 防音サ ッシ ・手摺ユニ ット)

とと旦 = ヲV K K  ｾ Ｍ Ｉｖｦｦｬ ｰ Ｎｬ ｌ￦＠
吉 田 工業 株 式 会 社

本 社 / 東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1 f i  ( 03 )  866 - 7241 

支 庖 / 大 阪 市 東 区 両 替 町 1 - 2  f i  ( 06 )  942 - 2351 

生 地 工 場 / 富 山 県 黒 部 市 吉 田 200 念 ( 0765 ) 56- 8500 



建築・土木工事の完全防水に… ー各種材料それぞれの特長を生かした併用工法に

S P H. HP Cに

プレハブ防水

外壁及び屋根の目地防水

水

同

一

防

針

パ

ι

s

t
fん

け

一

間

引

シ

凶

ブ

レ

幅

T

a

E

J

-
z

h古

田

ベ

制

アスフ アルト系高分子シート

アスシート防水

冷熱工法面用|りJ 水

ｾ＠ウレタン系

ベルウレックス防水

理 想の弾 性塗 膜 防水

鐘 紡 合 成 化 学 株 式 会 社

本 社 〒 543 大 阪 市 郡 山 区 友 洲 町 1 丁 目 3 呑 80 号

T E L  大 阪 06 ( 921 )  1  2  3  1  ( 代 表 )

肥 後 橋 事 務 所 干 550 大 阪 市 l馬 区 ?-[ 戸 堀 北 通 2 丁 目 33 訴 地

( 防 水 事 業 部 ) (三 洋 ピル 3 F )  

T E L  大 阪 06 ( 441 )  8  2  4  1  ( 代 表 )

東 京 支 庖 干 141 束 京 都 品 川 区 西 五 反 田 7 丁 目 22 呑 17 号

( 東 京 卸 売 セ ン タ ー )

T E L  来 京 03 ( 494 )  2  7  4  1  ( 代 表 )

名 古 屋 支 l苫 干 450 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 田J 3 丁 目 5 番 地

( 鐘紡ビノレ 3 F )  

T E L  名 古 屋 052 ( 581)  1  2  7  1  ( 代 表 )

水

防

何層存

苗

国

冗塗の

玉
、

水

型

1

1

1

a

 

i

F

1

4

τ

f
l

ふ

庇

H

U

U

副

架

ク

同

協

ア

総

M

A

吊

ウレタン系

ベルフロアー

シー ムレス の 出i性主主床

今日も新しい街づくりに貢献する

言 Iu吉サ‘ ys，・ド?

営 業 種 目

白金属製建具工事

K J 型サ ッシ ・ドア ス チ ー ル サ ッシ ・ドア

アルミサ y シ ・ドア ステソレスサ y シ ・ドア

カ ー テ ン ウ オール B  L ・ 防 音 サ ッ シ

回設備工事

回電気工事

販売 近畿工業株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 侮 ケ 綾 町 1 0 8  (新梅 ケu町 ビル)

'!' 530  電 話 (06) 3  6  3  - 3  3  7  1  (代)

東 京 支 信 東京都千代 田 区 神 田松永町 19 (東京近鉄 ピル)

市 101 電 話 (03) 2  5  5  - 8  2  7  1  (代)

名 古 屋 支 底 名古屋市中村区米屋 町2番50号( 名古屋三交 ビル)

'!' 450 電 話 (052) 5  7  1  - 9  1  1  1  (代)

営 業 所 償浜・志摩・四日市・上六・京都・神戸・広島 福岡

J I S表示許可工場 ・KJ 認定工場 ・日L 認定部品製造工場

製造 近畿車輔株式会社
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日本住宅公団御指定材料

化 粧 用 セ メ ン ト 吹 付 材

合 成 樹 指 入 化 粧 用

セ メ ン 卜 吹 付 材

合成樹脂エマルシ ョン

砂 壁 状 吹 付 材

ヒ ル 石 吹 付 材

下 地 調 登 用

モ ル タ ル 添 加 剤j

ソリジ、ットスタイン (R2型)

工 バ ー ウ オ ー ル (R4型)

エ パ ー サ ン ド

防 火 材 認 定 番 号 関 連 J 15 

基 材 同 等0003号 J I 56907 

基 材 同 等0003号 J I 56907 

基 材 同 等0004号 J I 56909 

エ バ ー テ ッ ク ス 基 材 同 等0004号 J I 56909 

ス タ ー ゾ ー ル

合同特許建材工業株式会社

本 社

工 場

事 業所

電 話

大 阪 市 東 住 吉 区 駒川 町3丁目 54番 地 代 表 (702) 7814  

大 阪T E L (06) 709ー 5735 千 葉T E L (0474) 38- 4628 

東京 名 古 屋 福 岡 札 幌

(03-208- 1711)  (052- 503- 4344)  (092- 521- 2731)  (011- 582- 6976)  

B ヨセY 一建設周錯銀器材

. ルーフドレイン

. 強力構造鉄蓋

. 側溝用鉄蓋

ｾ＠
邑

- 床排水トラップ

. 足掛金物

・床下換気孔

業

[ J  

0 0  目

. マンホールカ/ ¥-

. 鋼板製グレーチング

. フロアーハッチ

. 水道用鉄蓋・僅

. ダクタイルグレーチング

. その他建設用鋳鉄器材

翻 小 林 鋳 港 株 式 会 社

干 512 三重県三重郡川越町北福崎115- 1 Tel  0593- 65- 8211 ( 大代表)



日 本 住 宅 公 団 御 指 定 品

用
'じ 鎖

K
.
V
 

民

υ

K
υ
 

- 特 長

・ ど な た で も 簡 単 に H日 間 錠 ( 開 栓 閉 栓 ) で き ま す。

・ ワ ン タ ッ チ で す 一 一 片 手 で 簡 単 に 操 作 で き る 複 式 チ ェ

ー ン ロ ッ ク で す。

- 鎖 の 引 張 強 度 は 500kg /  cm' で す か ら 、 安 心 し て ご 使 用

で き ま す 。 ボ タ ン の 内 部 は ス テ ン レ ス パ ネ を 使 用 し て

い ま す か ら 、 錆 付 い て 動 か な い こ と は あ り ま せ ん。

・ 高 級 品 と し て 、 オ ー ル ス テ ン レ ス 製 も あ り ま す。

三 築 建 材 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 生 野 区 巽 北4- 5- 11 f i ( 06) 751 - 3653- 5 / 東 京 出 張 所 東 京 都墨 田 区 立 花 町 |ー 11 ー 1 e ( 03) 618- 4071 

ビ ル 火 災 で 恐 し い の は 、 火 焔 よ り む し ろ 『 煙」だと

い わ れ て い ま す。 火 災 時 の 煙 の 速 度 は 水平 方 向 で

毎秒 ｏＮＳｾｏＮＸ メートル、 垂直方 向で Ｒ ｾ Ｔ メートル

と い う 予 想 以 上 の ス ピ ー ドで拡散 し ま す。 こ れ は

明 ら か に 人 聞 の 動 きを 上 回 る 速 度 で す。

火 災 時 の 煙 や 有 害 方、ス に よ る 惨 事 を 防ぐため、

早 期 発 見 と 初 期 消 火 、 そ して 居 住 者 の 安 全 な避 難

を 果 す た め 、 わ れ わ れ は 独 自の 技 術 に よ る 防 災 設

備 の 開 発 に 、 絶 え さ、、 る ご 奉仕 を 続 け て い ま す。

煙 感 知 器 連 動 防 災 シ ス テ ム

こコｾｾて矛。日

収 納 型 屋 外 避 難 階 段 ・ 避 難 橋

ヲイヘード

煙 は 人 間 よ り 速 い /

〔詳細 お 問合 せ ・資料 ご 請求 は下 記 へ ご 一 報 願 い ま す 〕

東洋シャッター株式会社 22222222: 2232コごと;::;; 12
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目 鎖 ザ-u，s，

公 共 住 宅 用

･Ｉ ｾｪ＠

BL - K J  

K J  AL- 007 

B L  BO- 034 

ス干ールド下 P- 003 

新 日 錨 グ ル ー プ

⑧ 目 鎖 ザEソ シ 販 売 鰍 訳 書 融

⑧ 目 鎖 カ ー テ ン オ イ レ 蹴 訳 書 融

本 社

支 l苫

東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 ト 8

東 京 ・ 丈 阪 ・ 名 古 屋 ・ 仙

f t 03 - 2 9 5 - 4511 

台 ・広 島 ・ 高 松

構 造 が 変 っ て も

ピ=ロf ド 酷 取

の 信 頼 は 変 ら な い

女 ピニロイド防水が採用された新宿西口 の 5 超高層( 国際通信センタ ー・京王プラザホテル ・新宿住友ビル ・新宿三井ピル・朝日生命ビル)

世ヒ.ニロイド防水が採用され た超高層 ビル (主要部軒高4S m以上のもの)

l止 掛!.. ￮ＺｻｾＮＱ センターピル

筏 が l則 ピ ル

大 阪 llil ｉＺｾ ビル ディング

ｾｶｊ＠ t l  *  il l正 ピ J レ

神 戸 R"ij エ民主! ，セ ン タ ー ピ ル

ホ テ ' V / マ y フ イ " / ?  J.f t  )j"( 

臼 本 ア イ ・ ピ ー ・エ ム 本 社 ピ ル
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日本住宅公団徒貯旨定品

j l S  A - 6907 
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エマロール #3000

〈エマルション系 ・さざ波状〉
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工マロック
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( エポキシエマルション系凸状 回カy ト状仕上げ)
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明研化学工業株式会誌
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都 市 設 計 資 料- 1 3 -

〈道路空間の装置 〉

神戸都市設計資料研究会

赤 松 勉 ( 神戸市土木局公園緑地部施税課・造園)

稲 毛 政 信 ( 神戸市住宅局住宅部建設課 ・建 築)

角 本 直 樹 ( 神戸市都市計画局計画部工務課 ・土木)

笹原和喜男 ( 神戸市都市計画局計画部計画課・建築)

佐 野 正 明 ( 神戸市開発局計画課・土木)

西 川 攻 ( 神戸市都市計画局計画部・建築)

福 井 直 樹 ( 神戸市土木局公図緑地部施設課・造園)

増 淵j 昌利 ( 神戸市住宅局住宅部建設課 ・建 築)

村 主 j青家 (神 戸 市 都市 計 画 局 計 画 部 計 画 課 ・ 土 木)

今回は、道路空間l を構成する各種の装置を取りあけ、た 。

現 在 の 道 路 空 間 が 、 貧 弱 で 魅 力 の な い も の と な っ て い る 原 因 の 一 つ

に 、 こ れ ら 装 置 の 欠 如 ・貧弱さがあげられよう 。 すぐれたデザイン

の装置は少なく、往々にして画一的な規格品が{ 史閉されているし、

た と え 、 よ い デ ザ イ ン の も の が あ っても、{ 也の装置との関連におけ

るデザインの統一 ・配 置 計 画 が な さ れ て お ら ず 、 結 果 と し て 乱 雑 さ

をもたらしているのが現状である。

道路空間] を快適なものにしていくためには、各嬰繋が充分に機能を

発 概 す る と と も に 美 し く デ ザ イ ン さ れ て い る こ と が 肝 要 で あ る 。 さ

らに 、 道 路 空 間 は 各 要 紫 の 混 在 で は な く、化合として存在している

も の で あ る か ら 、 各 婆 紫 単 体 と し て だ け で は な く 、 総 体 と し て も 道

路 空 間 に 貢 献 す る よ う 計 画 さ れ る の が 望 ま し い 。 現 実 に は 、 さ ま ざ

まな主体がさまざまな H寺期に建設 ・設 置 す る も の で あ る か ら 、 種 々

の 困 難 が 横 た わ っ て い よ う が 、 美 し く 快 適 な 道 路 空 間、ひ い て は 都

市 空 間 を 創 る と い う 大 目 標 に 向 って 、 大 胆 な 発 想 ・小 さ な 工 夫 を 積

み重ねていってもらいたいものである。
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|  

{ 13- 1  道 路 空 間 を よ り 楽 し く ・ 快 適 な も の に す る 》

街路樹 ・植込み 四季を演出 し、

歩行者の目を楽しませて くれる 。暑

い時には、歩道の照り返しを防ぎ、

木践をつく ってく れる 。

ベン チ 街角のベンチにすわって

飲食したり、街行 く人々を 眺めるこ

とは、都市の楽しい生活の一つであ

る。現行の法体制から、 一般の道路

にベンチを置くことは難しいが、コ

ミュニティを J演出するもの として積

極的に設置されるこ とが望まれる。

また、ベンチ的機能を果すものとし

て、結殺の縁階段てすりなども、

すわることを考! I ! . してt量計してほし

いものである 。

照明灯 笠unは文字通り無用

の長物と化すものであり、その

設計は目立たないこと、あるい

は燈簡のように充分なデザイン

がなされ鑑賞に耐えうることが

望まれよう。割合密に配置され

るものであるため、照明灯のも

つスケール感は重要であり、ヒ

ューマンなスケールのft s.明士T は

歩行者に街への親しみを t甘させ

るであろう 。

{ 13- 2  便 利 さ を 増 す 》

郵便ポスト 沼稲ボ ック スと

同級全国一体の デザインである

が、古い型の方がユーモ 7 に富

んでいる 。
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時計 かつては公共的主建

物には、必ずといっていいく

らいに時計がついていた。

( ヨーロッパでは都市の名物

にな っている時計も多い。)

今や銀行がそ れにかわ った感

がある。

ロ司|

彫刻 都市の中に置かれてい

る彫刻は、何かを記念して自IJ ら

れたものが t < 、その記念性が、

彫刻をより親しみ深〈大切♀も

のにしている 。彫刻は単に視覚

的存在と してあるだけでなく、

時には体験的存在でもある 。

アーケード 夏の日射しが強 〈、雨 ・1!tの t い日

本では、アーケードはすぐれた道路装訟である。高

田市の雁木は有名である。街のいたる所で兄かける

がすぐれた例は少ない。

ｩ ， ｾ＠ I  ¥ _  :  

、戸、.
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案内標識 住iれ親しんでい

ない1 H での案内撚J拙li イ{縫い

ものである 。 見やすさ( f 立;白

文字 ・色 大 き さ ) がm要。

バス停・空ヲ シー乗場 バス停は、道路空! 日lの 亨 司

中で人々 が! I ¥ま η 、 〈立t ち止まり、 1街2討1をl剛眺H挑tめる数少 .乞=ヨ3  

4♀=いJ均品F所庁の一つである 。 そこにはシエ Jルレタ一がJ

けら れ、 バス 停標織・ ，M行図 ・ベンチ ・lIJi 芥入れ .

吸殻入れ> J : どが泣かれ、まさ にスト リー ト7 ァニ

チュ 7 のmm拠点 と>J : っている 。 また 、バス 停は

道路 t かなりの l師般を市めるため、，l [ 倒的に，i2: ilt

されることが望ましく、一般の市街地では、歩道

が切り込まれ狭くな っているため、パスを待つ人

と通行する人の混雑 が兄 られる 。 ス トリ ート 7 T

ニチユアを含めたバス 停のすぐ れた投 J 十を通じて 、

快適な 自 ＱＱ 市 ｾ ｭｬ づくりのモデルとするとともに 、

附 j![ 案内限l 伝宍板手を， ｉｾ［ｉ 出 して、 ｉ 也灰 の 村ｽ明 ｩ 七

ンターとしてはどうだろうか。

広 告 ・看板 脊は、建物のスケール( 本浩二w.

建) と調布l した小さなものであったが、今ではよ

り大きく、より n立つものにとかわ ってきており

建物 にも I目して街の表情を つく っている 。 怖心 や

歓楽街におけ る広 ｾ ｉ ｾＮ 宥板はその典型である 。 ま

と、道路 上 の主てま ＿板 や ￭｜ｾ -111位 に貼られた広間は

{ 討を乱雑にしている 。術の 1 ケールにあい、人 1mの

スケールにあ ったお板 ・広告は落ち 1.1 き l岨 IfJli さを

もち好ましいものである 。 ｊ ｩￏ り ｩ 丙庄の杉玉やｦｬｉＡｾ

，gの阿転する 三色の機などは、業秘をシンポライズ

するものとしてよく知l られたれ4置である 。 1J i の点

怖を つくるという 観点か ら、すぐれたンノポル性

と時 にはユーモアをも った広告 肴板を望みたい。

( 13- 3  安 全 を も た ら す も の 》

信号・交通療機 見やすい ことがmーであ

り、特に交差点では、方向日'I の信号灯 交通

標織 7在住 -il ! 線などが乱雑になりがちであ

る。歩行者 JII には、歩行者のスケールにあ っ

た大きさ 位置に設 iEする必要カf ある 。

ガードレ ール ガードレールは 、巾の飛び

込みから歩行者を守るためのものであるが、

今 t < 見られるものは、あまりにも直般的で

あり、画一的である 。樋殺桝 を束ね る 組込み

の中 lこ12すなど、いろん> J : 手 i1カ' i ' ; えられて

よいだろう 。

( 13- 4  供 給 処 理 施 設〉

電柱・電線 道路に建ち並んだ

111柱は、視野 を遮ぎり、狭い歩道を

さらに 狭 くし 、そ こに張られた Ｑ 可Ｎｾ
・. -

本もの電 線は う っ とおしく、 彼触 、 Ｉｴｾ

するというJ l R自で街路樹は校打ち 究 ｾＮＺ .. ..，.，.... 

される 。"i l ! 住には、あまり奨しく

も辛い広告が貼られ、立て看板が

指り付けられ. 乱雑に物が泣かれ

る。生活上は必要であるが、美観

l: li 無 IIJ のものであり、地 F埋設

化や、歩行者の t い道路について

は、裏jill りに移殺するなどして、

同につか幸いようにする必要があ

ろう 。

吸惣入れ. 塵芥入れ

i街}封J をr消ir円'Ii淑轄にi保草つために

適 、叶勺i円i ｾなｩＺ ＩｉＺ

る必 l唆zがある 。，夫λ 際に

は、放は少ないし、よ

いデザインのものも少

寺い。ポλ デーを 'iGら

れたり、自在3査がはげた

りして 、J . i 似を寄って

いるものも t い。

事止め 柵造物 として 'Ilを

ｾｊｬ ｊｴ するというよりも、ｪｊＡＧ

入然止のサイ ンでしかない

ものであるから、 ｾｾｉｉ ｊｬ ｮ を

.lJt ねたものや、プラントホ

1 7 ;1， を使う>J : ど、 {封の '1

にあるものとして 、充分な

配慮が望まれる 。

白幽E

上下水道 ・ガス 歩道のあちこちに 、これら地下型，12:

物のマ ン ホ ー ルのふたが ｊｾ けられ、せ っ かくの舗装を無

視 している 。 こうした I而からも共同滑化が考え られてよ

いし、少な くとも舗装パタ ー ンに合わせる心遣いがほ し

いものである 。

3  
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日本建築協会法規委員会

質疑ｾどの ｊ 量制をお ￭ ［ ｜Ｇ ちしております 。
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土 地 利 用 の 法 規 制 と 都 市 計 画 法 の 改 正 (その 1)  

はじめに

内己の所有地であれば、どのようにでも利用で

きると考えている人は、現在では非'，;;¥' に少ない

であろう 。J1体的に、正雄には知らなくとも、

土地に J ;l: fiiJ らかの制限があることは、広〈知ら

れるところであり、一般に土地利用に対する法

脱出11 と言われている 。最近では、 ijoJ j が経過す

ればするほど、また自 ｾｉ 市の周辺に近づくほどに、

数多くの極郊の規Hill が、次つぎと新しく加わっ

ていくのＡｾがある 。

大阪府の編集 による「大阪府土地建物等規制際l

$ 成」によると、 IIrl 利50{j'. で40種郊を越す規ilill

が1 t 録されている 。 これらのほとんどは区域を

限って制限の内総が決まっているものであり、

「区域」 と rftjll 限の内容」は表哀一体である。

ところが「区域」を定める法的恨拠 と「制限の

内容」を定める法的恨拠は必ずしも 問ーでない

場合が多々ある。むしろ、そのような種類の規

制が最近は多くな っているとも言えるのである 。

この点が、各種の法による規制の中でも土地利

用に関する場合の、運用上の特徴 とも言える。

以下 の小文は、このような土地利用 の規制 にl刻

する現行のシステム令官について、その母体とな

っている郎rli ，;1同法、建築基準法等を 中心 にま

とめて兄たものである 。

1. 現 行 の 土 地 利 用 規 制 と そ の 目 的

わが国は成文法主義の国であるから、社会生活

において人々の遵守すべき規範( 法規範) とし

て、法令が文章化されて存在しているが、実際

の村会生前においては、具体的に発生した事柄

をその文市に J! 自らし合わせてはじめて、その効

果が発仰されるものである 。法による規制の効

果とは、 一般的にそのような形で具現されるも

のであるが、たとえば、刑法にふれるような具

体的 Ｇ ｬ ｾ 柄の発生とい っ た問題は、宇手良な 一 般市

民では起こりょうがない、と言うよりは法の目

的とするところ、としてはならないことが広〈

周知されているので、未然に発生が予防される 。

すなわち法の " 的 と;r; 11限の内容が一体的 な認識

として周知 l されていると考え得る 。土地平l問1に

|刻 する規制法では多少越を主主にしてくる 。 まず

は、法 にふれるかも知lれない 事柄の発生が普- 良

な一般市民でも卜分起こり得る 。 そこで、とか

く制限の内容を知ろうとすることになる 。 かく

て、市11限の内容が知られるほどには、法の目 的

が周知されていないという現象が起こってくる 。

法の目的とt i ; 11限の内容が一体的な認識となりに

くい現象が起こりがちであるということであろ

う。 このことは先ほどふれたように、土地平IJm

の焼ilil l というものが「区域」を限定して行われ 、

34 辿築と社会/ 1976{!'. 9 I'l号

しかもこの区域を定める法律と 制限 を定める法

カず主主; なるケースも 、ままあるということと.無関

係ではなかろう 。すなわち法にふれるかも知lれ

ない事柄は「区域」が巽なれば法にふれない Ｇ Ｑｾ

柄である場合も多いのである 。 したがって土J也

利用の規制|にあ、いては「区械」の決められ方の

中 にこそ 、法 の 目的、制限 の同 Ｈ ｉ ｾｊ が本来的に、

内政 されているとも言える 。

このような 槌点から現行法をその目 的によ って

分類して見ると 、大体つぎの 4 つくらい に分類

できる 。 それらの「区域」指定や「制限内容」

の特徴を簡単に列記すると、 つぎのようになる。

A.  (規制や誘導 により区域全体を総合的、計画

的に配分して適性な土地利用を図ろうとするも

の)

一般にゾーニングと呼ばれているもので、 対

象l玄域を全域にわたって 、一定の都知に分け て

指定するのが原則である 。 ミ色ぬりととも 呼ば

れるのはこのためで、すき 間な く、どれかの色

にぬりわけるのが原則である 。同土法( 土地平IJ

ｊｬｬ ｾ正本計画Ｉ 、 近畿圏整備法Ｈ既成郎市区域、近

費 ｉｉｾ 警備区域、保全区域Ｉ、都市計画法Ｈ郎市計画

区域、市街化区域 、市街化調盟主区域、用途地域)

守; がこれに該当する 。すきまなく色をぬり分け

る原Wl からして( もちろん、大ワクの中での話

となるが) 、無色はなく A 区域でなければ必ず B

かC 区域であり、 2 色以上重なることもあり得

ない。 このことが1可よりも法の日 (1旬、 ilil l限の目

的を雄弁に物語っている。この中で歴史的に一

番古〈、基本ゾーニングとされている用途地域

は、周知のことであるが、「区}必 決定は都市計

画法であり、 rti; 11限の内容」は建築基準法である。

大正 8 年、両法が定められたが( 建築基準法は

市街地建築物法) 、法案作成段階では同一レベル

で検討されたのは言うまでもない。 ともかく、

結果としては両法はそれぞれに独立して変遂と

づき速を絞けて今 11 に至っている 。 このことは法

の精神はともかくとして 、運用 k に微妙な Ii nJill

を内蔵していることは否定できまい。 なお最も

新しく制定された、国土法による土地利用基本

計画の区域区分は、暫定的に 、都市計画法、自

然公園法等による区域を 、スライドさせである 。

また市街化区域、市街化調皇室区域は、昭和43年

の新都市計画法制定時に編入された区市11であり、

!f J途地域と巽なりその制限の内容についても、

ゾーニングの中でははじめて 、自 ｾ ｉ 市計画法の中

! こ盛り込まれたものであり、土地利用の規制の

中でも函則的ななl味を持つものである 。

この項に分類される法による規制lの内容は、

非常に具体的に建築物の内容まで'ilill 限を定めた

建築基準法から、利用規制というより、総合的、

広域的利用配分等の原nlJ と方針を定めた近畿圏

主主的法による区域等まで幅広いが、いずれも区

域そのものが、対象区域全体を総合的見地から

考慮して配分された 一定の土地利用に導こうと

する意図に: r . t かれているのが共通である 。

B.  (特定の事業、施設あるいは土地利用を行う

目的で制限を付加する区域を定めるもの)

A に分類されるものが、対象区域をゾーンとし

てすきまなくぬり分けるものであるのに 対 し、

これは対象区域の中で特定の目的を持つ事業、

たとえば公園や道路、住宅地T宇を f1=りj てげるた

め、また は特定の土地利用 に特化させる阿 (I"J で

区域の指定と一定の制限を付加l されているもの

である 。 これらの「区域」指定は、規伎や形に

差はあるが、結果として、 A で配分された基本

的ゾーンのいずれかの 中に、いわば落下傘的に

指定することになる 。ま た、各磁 の ｚ ｬｾ 業が組み

合わされた区域もあり得るし 、区域そのものが

総合的に各種の事業を同 ｈ 寺に行うことを同 ＨｉＧｾ に

したものもある 。 伺1市計画法( 再1I トH在、 区画整

f豆、新住宅市街地1m発、 住宅街区絵師ii 、工業団

地造成、新郎市基盤主主備等の市街地I l IJ 従事業、

道路、都市高速鉄道、公園、下本近、水道、電

気、ガス 供給 ｢ 包 設、ごみ が ｴ 圭 ｦｬｽ ｊ，ム河 Ｏ ＱＱ 、 ［ｾ￬ 可、

学校、病院、市月ム 一団地の住宅怜々の加市施

設) 、住宅地区改良法 ( 改良地区) および郎市計

画法の用途地域以外の地域地|玄( 特 別用途地灰、

| 坊火地域、準|坊火I也城、高度地|丸 山皮利用地

区、特定街区、美 ｗｉ 地区、風致地 区 、 ｉｾｙｨ 港地区、

流通業務地区等) 等がこの項円に分' J ' J i されよう 。

これらはさらに二つに分類できる。 一つは面的主主

的や都市の重要な胞設を事業として行うために

区域を 定めるものであり、これらの区域での土

地利用規制は、 一 口で言えばこれらの ｔ ｊ ｾ 業 の妨

げになる行為の一切を排除することであり、区

域の決定とこの制限までが自I flili ，iI'l1!u法で運用さ

れ、 事業 そのものについては別途におのおのの

事業訟で運用されているのが原J ! l Jである 。住宅

地区改良法による 地区指定も手続きとして都市

，計画上の運用 が義務づけられている 。公共的に

郎市の必要で重要な事業であるところから、こ

れらには、先ほど述べた強い予備的土地利用規

制と収容権が付与されているのも周知の点であ

るが、A の場合と異なり必要なものについての

み決めれば良いことにな っている 。 また最近、

これらの事業法の改正に伴 って、よりこれら事

業を促進するため、郎市 ;n画法の rl" に、新たに

「予定区域」と「促進区域」が編入されたが、

これについては後述したい。

もう 一つは 、 A に分類した基本ゾーニングを 補

完する意味で指定とi ! i IJ 限を 付}JII していく 地域地

区である 。 これらはおのおのの円的によ って必

要に応じて指定され基本ゾーニング( 用途地域)

と相ま って問的達成を図るが、制限の内容が地

方公共団体等の粂例に委ねられているものがか

なりあるのが特徴であり、( 特別用途地区、風致

地区、臨港地区、美観地区等) 地域の持つ固有

の社会的 、自然的条件等を考臆して指定すべき

地区の種類と制限を定 めることとされている 。

( つづく )

( 大阪府土木附市務備局総合J削 酬 Ir-十幽係長)

上 原 敏 広/
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七メント製 ｴｬｬ ， をガラス繊維で ｴｪｾｬ 化する身えブ ｊ は、 Ｈ Ｓ Ｉ 機械的 Ｇｩｾ Ａｉ 誌が大きいので、 材料 ｬ 平を ｩｖ ｪＮ くす き て お り 、 将 j必モルタ Jレやイ i k: : i ¥スレートより良

古 く か ら あ り な が ら 、 セ メ ン ト の 凝 結 硬 化 の H年 こ と が llfi 危 な た め 軽 拡 化 で き る 。( ;並"，:;;，-の PCIぬの い 航 を 示 す 。 また 、( [ 1裂 が'1: じにくい .'，'J. も心不IJ

に 't じる lrt 雌 7 ) レカリの必ぃ (1o /ll によ って、 I;E ys - >(0"'1伎 の 慌1止 と す る こ と が で き 、巡 搬 、 純 で あ る 。

米のガラス繊維は存与 ｊ に ｦｾ されてしまい、長期 ｊ ｊ ｾ などの点で人 ー きなメリ ｹ 卜が ｗ ｊｩＺＧ ｆ できる 。 Ｉ
材 t't 事ｾ

i星 ホ I，t
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/l: J に わ た る 和1i ' ; H'!J 栄 を 保 つ こ と が 附 雑 で あ っ た (4 )  1i庄峻 JJ .f に エ ネ ル ギ ー l吸 収 が ガ ラ ス 繊 維 を 泌

(1( /01 ' ・H 'mml-II( )  

ス プ レイ ｉｊｾ 本 3. 6 

が 、 災'1"ピ lレキントン 社 の Il f.l先 に よ っ て 始 め て 人 し た こ と に よ り き わ め て 大 き く 、 1耐i必然1' ' 1: に G  H  C  ダ イ レ ク ト

6. 3 

これカ- : ｉｉｦ￭ｩ ｾ になり、 ｇ R  C  (G l a s s - [i b e ， 

R e in- for c ed C eme nt ) ヵ('j;; 11 1  Ｑ こ Ｈｊｾ されるよう

にな っ てきた 。 技同においても、Ｂ本手反Ａｩ ｾ￭ r .f末

式 会社 、I t ! W i ( 守株式会社が1973 1ドにピ Jレキント

ンネt か ら 技 術 将 人 し て 以 来 、 セ ム フ ィ JレG R C

(面.t ア Jレカリ繊級人りそ Jレタ Jレ板) が建 築を! mめ

t - くの分里f で ') UI I ( ヒ さ れ る よ う に な り つ つ あ る

の で 、 こ こ に 紹 介 す る 。

囚 用 途

(1 )建 築 |見j 係・ ・・ a ・・7ト段、 窓f上I;J J段、 階段、 T折、

ベ ラ ン ダ 、l: i l恨材、床材、 天 井 板 、 ユ ニ ッ トハ

ウ ス 、 住 お よ び 段 な ど の 永 久 型 枠材 。

(2)  1: 木川H系 ー . .Uii 梁およびトンヰ、 J レなどの永久

生I枠、 l坊行壁 、道 路 表 示 板 、 ガ ー ド レ ー ル 、 由li

袋、 7 ンホ ー Jレカバー、 u' j-・ j持、 会 所 、 ケ ー プ

Jレ ト ラ フ 、 パ イ プ な ど。

(3) Mi学l弘l係 ・・ ー・・・7手さん4号、 オ イ ル フ ェ ン ス 、 船

舶日1; 材、( J : ト. 材、 i[(¥ii)帳、 プー Jレ、議 i[ (¥i也など。

(4 )j品業 務 N'11品l係・・ ・・・・ タ ン ク 、 サ イ 口 、在日友、

音 i'. rt 小1誌など。

(5)その{ 也 ・0 ・・・・ パス十正、 1仏!li ボ ッ ク ス 、 フ ラ ワ ー

ポ y トなど。

図 特 長

ＢＧ Ｑ Ｐ 断越マン シ ョ ン ｾ ｉ ｴ

に G R C を111 _、た例

... b HJ i ! と笠 Ifli をも っパ

スN に G R C を川 1¥、た

シェ J レター

(1 )  主1J ;f 料が、セメン卜、砂、七ムフィル (1耐 7

1レカリガラス繊副長) で榊IJx されているのでイ、燃

tl で、ある 。

(2 )  ル抗日 ｬ ｕ ｊ を れ するガラス繊維を 宇 ｭＧｩｾＡ 材 とし

ているため機械 Ｈ ｉ ＧｾＧｩ 虫 ｬｩｴ が大きし、 。

優 れ て い る 。

(5 ) 適‘ 'i な! 戊 IF"i 止をi : i i ぶことによ って、1 ' 1111 な

デザインをI l f I iE にし 、 従 来 の セ メ ン ト 製 品 で は

イ1新1スレ ー ト

ス プ レ イ

7 レキ シ7 ' 1レ

11. 3 
; 1{ ド

+人 t't .f& 15. 9 

身 え ら れ な か った 形 状 の も の を 製 造 す る こ と が 固 耐 候 性 に つ い て

で き る 。( 造形1 "1が泣 か) す べ て の セ メ ン 卜 製 品 は 、 物 Jl I日I'. J ・機 械 的n t't

国 物 性 がま王 ｊｊＮ Ｇ ｈｉＧｾ に変化するが、耐倣ｴＧｉＺは繊維のみなら

セムフ ィ ｊ レ ｇ ｒ ｃ は日 ＨｉＧｾ に応じて色々な成形 ｽｪ ず 、 七 メ ン 卜の 中性 化 、 硬 化 似 紡 な ど の 物 件 変

泌が ｉｉ ｲｴｩｾ である 。 安ー求に応じてさまざまなＱＢ ＱＺ ＱＧ｛ 化 に よ る と こ ろ が 大 き L 、。 七 ム フ ィ ル G R C は

を皐するが、下記に標準( I ' .J な一 般 物 件 を 示 す 。 誕 '1:: し て か ら 約 5 年 し か 経 過 し て い な い が 、 λ:

一 般物1 ' 1: 験ｾＨｉＢ ｊ に促進浪花試験を行い、ＱＧ Ｑ 然条 Ｈ Ｇ Ｑ 下 で 検

"見
ｉ ｦｾ＠ i1:、

I (I 
11 

ダイレク

スプ レイ プ リ ミ y

トスプレ

イi1:
1I 見本法 クスi1:

上ヒ ，n  
1. 7- 2. 0 1. 9- 2. 1 l. 7- 2. 1  

1111 17 ';n， 1'1; 

Ｈ ｫｧ ｩ［ｾ ，ＧＩ＠ - ， 250- 350 
300- 400 100- 200 

11111ず上t ff'l ｾｊｾ 作
90- 110 100- 150 50- 100 

(kg/ cm' )  

'J 1  1f . ! り姐， 1正

70- 110 160 50- 80 
(kg/ cm' )  

づ ｬ､ 民り上 ｉ ニ ｦｦｩｬ 削 ｾｗ
50- 70 80 

(k鰐I cm' )

1111 17 ，;I il  1"1 叶4

1400 

1600-

1400 
(kg/ mm' )  

2000 

ア イ / .， ト

f前: " 1 - ';n， 1主 10- 15  15- 25 

( kg  ""h' m' )  

繊川(プ副，号長リ以ミ①35ym4mグ:.!:lIスGdS訟311七丘のメみ②ノ3七ト・ム 7  ィル 5  '[(I ，t %1起人

R! ，t %) rff  ③Jレ七ムフ ィル

{主 4早jlli トラン ド七

メ ン ト ⑤ 砂 @/ 七七メ ン ト比 : 0. 3- 0. 65

図 火 、 熱 に 関 す る 性 質

(1  )  セムフィ JレG R C は法定ィ、燃M Hとな っている 。

(2) 耐 火 防 火 柿 造 性 能 に つ い て は 、 七 ム フ ィ

ル G R C の l土:J}平が却し、ために、耐火材( 断熱材)

と 複 合 す る こ と に よ っ て 充 分 υfi i Eで あ る 。 しか

も お 綿 ス レ ー トを仙 川 す る 耐 火 断 熱 飯 合材 より

も 、 こ れ を f古川 し た 方 が 日ylL に よ る 燥 裂 が 少 な

く、 .n材 を適切に. i t t ぶことによ っ て 、 こ れ を な

くすーことも IIf tiEで与ある 。

(3 )  断 熱1' l:i i[ は 熱 伝 導 係 数 が0. 8- 0 . 9 Kc a l / m.

H. " Cで千I{- ; U! コンク リー ト の T 分 科 ば で あ る 。

かし 材中り亨10mml i if後 であるため、セムフィル G R

に断熱t ' I:( i[ をWf nすることはむつかしく、適リ1な

断 熱材 と 組 み 合 わ せ て 似 111することが虫ましし、 。

固 音 に 関 す る 性 質

i盗背t ' ! : t il ! は、ほぽ t't l. ifll J にそ った 1' l: fiE を. I j ，す 。

10mmセム 7 f  1レG RCl il 板の透過剖 l失

固 透 水 性

7 トリ ッ クスを 柿 IJxす る モ ル タ J レ，'， のセメ ン ト

の 比 率 が liJi い ことと 、 'i il; 立Hキのノドーセメ ン ト比

が き わ め て 低 い た め 、 マ ト リ y ク ス が 級 訟 に で

J;l. して、 201f 後 ま で の 強 l支似 Jd: (rlll IT' i出版 250

kg/ cm' 以 上 ) が な さ れ て い る 。

(1 )  セムフィ ｊ レ ｇｒｃ の而 ＮｴＨＱ 長ｴＧｬＺ， ｬ ｾ 耳貴

｀舗過 ｾｊ ｉ，Ｎ ト ラン ト 七 ， ［ＮＮ ト マ ト リ，フス 実'"・π

Ｑ ∞ ｾ＠ ｸ 種過 ボル ト ラン ト ｾ ｊｉ ＺＢＢ ト マトリ，ヮス IB' C水 中良' "

アルミ ナ . ' 〆 トマ トリ，ワス ヲ ｾｲ，｡ Ｎ ｮ

企鋳過 ＧＢル ト ラ ｊ ト ｾ ｊｉ ＺＢＢ ト崎 ‘フライア ｊ シ ｡ ヒ， ［ＮＮ ト天 ｭ ・ ｮ Ｚ

o  2  1  4  !i I  

Ａ ｮ ｾｮ＠

(2 )  s S  4036に よ る 凍 結 融 解 ( 十 20' C/ 、- 20' C 、

ＲＵ サイク ｊ レＩ試験を行い、 ， ｵ ， げ Ｇｪ ｾ Ａｉ 立の比較をド

， Ｑｃ に示す 。 しかし 、凍結耐 ｾＡｾ ￭ｻ ｬ￬￭ｦ .  1去の差は大き

な 変 化 は な い 。

?FJ通ポ J レト ラノ

ド七メ ントG R C

320 

300 

園 表 面f士 上 に つ い て

?干 J並コ ン ク リ ー 卜 に 応 11I さ れ る も の は 、 す べ て

{ 史川可能であるがセメ ン ト泌令市の 1173 い材中十で

あるから、而-t アルカリ 1立の{ 低い (1: 1: 中t はイ' lilJ き

で あ る 。 ま た 、 塗 装 の ほ か 、 ヂ イ ル 11: 1: げ、 テ

ラゾー (.1: 1: げ、 11 材 洗 し、 .11'. し( 1: 1'. げなども ..rfm

で あ る 。

お わ り に

ｾｉＧｬ 社では、セムフィル ｇ ｒ ｃ をｼ民 ｉｬ Ｚｨ ｬ で製造する

こ と も 考 え て い る が 、 現 状 で は ピ ル キ ン ト ン 社

か ら セ ム フ ィ ル を 輸 入 し 、 セ ム フ ィ ル G R C の

製 造 技 術 を 他 社 に 供 与 し 、そ こ で 製 造 供 給 す る

こ と を 主 と し て おr り、 G R C 製 品 の 市 場 開 発 を

進 め て い る の が 現 状 で あ る 。

建 材 委 員 / 藤 川 懇

ＨｉＡＮｦ ｬＮｾ 法人 ＱＱ 本 ｬｬｩｾ 総 合以験所研究 ｕ Ｉ



ナショガレは、理想の換気・送風設計に、確かな総合送風技術て癒えま京

本 社会と共lこ歩む技術のf 弘 前 £
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すみずみに生きる流体技術

風量は多く 、静圧は高 く、騒音は低く、

しかも効率は高く…ナ ショ ナル送風技

術陣がめざす風のテーマはどん欲です。

ファンには、スムーズな流れをつくる

組副の翼形= エアーホイル羽根を。吸

込口は、抵抗の少ないベルマウス構造

にするなど、どんな用途、使用条件に

もマ ッチした、効率の高い送風性能を

発揮できる製品づくりに挑んでいます。

厳しい品質管理態勢

厳密な使用テストや耐久テストなどか

ら得られた貴重なデータは、製品の均

質化、技術開発、品質向上などに生か

されています。例えば、豊かな風昼 、高い

静圧は、徹底した風量測定から生まれ

ます。また、騒音発生の原因究明や低

騒音の製品づくりには、騒音測定チャ

ンパーや騒音 ・振動自動分析装置によ

るデータの収集・分析が、大きな支 え

にな っているのです。

豊富な陣容、巾広い用途

ナショナ) J . . 遠心送風識は、定評のシロ

ッコファンから超大型まで80機種。どん

な換気・空調設計にもお応えできる豊富

な陣容て寸。しかも、 #2 - #6のキュー

ピックタイプは、いつでも即納できる

態勢で、好評を得ています。

- ご相談は、お近くの営業所へ

暖める風、冷やす風、公害防止に働く風…。

風のことなら何でもお気軽にどうぞ。専門

の係員がお待ちしています。

. 資料費進呈( ' 1 ' 486) 春日井市鷹来町丸の内4811 松下精工・

送風働事損個 T  E  L(お68 (81)  1151 . お問い合わせは 、

松下電様・特組、または住宅股備償器営業所 札幌 (241) 9271  

(251) 4211 青森 (22) 1211 仙台 (25)8111 宇都宮 (37) 2231  

(37)2251 大宮(65) 1521 水戸 (25) 6421 干纂 (43) 2985・(42) 8521

東京 (437) 1111 ・(437) 1121 立111 (24)6701 t横浜 (681) 3945 ・

侭41) 1261 新潟 ( 46) 2111 金沢 (61) 2151 松本(26) 2515 ・

ロ6) 2510 静岡 (45) 1241  名古屋 (951) 6211 京都 (231) 88引

大阪( 346)5151・(鉛9) 1201 ・( 908) 3000 神戸 (391 )7821・(391) 2405

広島(43)7711 ・(48) 1195 周山 (25) 131 1 高松 (21) 1121 ・(51) 3333 

北丸州 (531) 5221  禍岡 (271) 1131 ・(431) 1  fOl  

量習ョ昔j畠

圏一一…
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混 迷

現 代 社会 の 生 産 条 件 が被 維に 変化 し て ゆ く に つ

れ て、 そ れ を 包 ん で い る 、 ま た 、 そ れ に 動 かさ

れ て い る 建 築 空 間 も 大 き く 変化 し て ゆ く 。 そ し

て そ れ に つ れ 、 家 族 や 市 民 社 会 や 国 家 の 在 り 方

に も い ろ い ろ の 変 化 y問 見 わ れ て き た よ う に 忠 わ

れ る 。 家庭1i 1l JHj と し て は 都 市 文 明 と 近 代 的 生 活

様 式 が 発 途 し て き た 為 に 、 長 い あ い だ 日 本 がf待寺

つ て い たz独由特の家族制 皮 の 中 に あ つ た 家l庖忽

が} J j肌IJ)ω1泊j 域 へ のi辺立を歩み始めた 。 市 氏 社 会 と い う も

の は 資 本主 磯 経t済斉の中カか、ら発 i遥童し、生れて きた

も の で あ ろ う か 。 い や 、 古 代 ギ リ シ ャ に も 存 在

し て い た も の で あ ろ う 。 し か し 、 古 代 ギ リ シ ャ

の そ れ は 階 廊 的 市 民 社 会 で あ っ た 。 郎 市 文 明 と

近 代 的 生 活 線 式 が 色 々 と 発 達 し て き た ね に 古 典

的 な自由の論理が失なわれ て ゆき、櫛々全 ｦｾ 多な

イデオロギ一白勺な 間 が な さ れ て 職 業ili 徳 へ の |川

民自 が tl 主主旦されるようになってきた 。

市 民 社 会 が 桜 雑 雑 多 に な っ て く る に つ れ 、 都 市

を と り ま く 環 境 も 色 々 な 今 ま で に な い 川雄j を 従

起 し つ つ あ る 。 以 n可は 、 都 市 に お い て は ス ラ ム

化 と い う 住環 境 そ の も の で も 、 あ る 面 か ら と ら

え る な ら 単 純 と も 思 え る 間 組 の 解 決 点 を 探 し 求

め て ゆ け ば 良 か っ た が 、 現 在 の よ うに環 境 liJ l JHj

の 中 に も 人 命 のrmの コ ミ ュ ニ テ ィ ー と か 、 人 間

の 心 と か い っ た 非 怖 に メ ンタ J レな分里子の l問 削 が

大 き な ウ エ イ ト を 占 め つ つ あ る 時、 そ れ ら の 解

決 点 を 求 め 係 す と い う事 1; 1: ・・・・・、答そ の も の が

明石寵には出ないもの で あ ろ う 。 そ れ と 同 Hキlこ求

め る と い う 行 為 そ の も の の 中 に 泌 乱 の 状 態 が 長

い 間 つ き ま と っ て い る 。 一 つ の解 答 を 求 め よ う

と す る こ と は一 人 の 人 nnの 歩 み の 足 跡 で あ ろ う 。

我 々 が 辺E築 を 考 え て ゆ く 上 で l別組と して 考 え て

ゆ く べ き 点 は 都 市 化 現 説の 中 での 現 代 に 生 き る

者 と し て の も の の 考 え 方 と 伝 統 的 械 式 の 聞 に あ

る ギ ャ ッ プ で あ ろ う 。 古 い 地 域 共 同 体 を 基 礎 と

し て い た と こ ろ の 伝 統 的 風 俗 、 習 俗 、 論 理 が 急 、

読者の頁

土 谷 重 男

ＱＧＨな土ＭｦｾｦＱＧ立を失 っている ものに逆 ｬ ニ抑し進めて

る と い う こ と を 考 え る な ら 、 コミュニティー空川

なんでものは存在し ｩｾ ないものではなかろうか。

また、自IJ り 出 す こ と は で き な い の で は な い か 。

で き る と 臼 じ る こ と 、 そ れ は 建 築 家 の 自 己 渦 足

そのものであろう。

人/ l J J の 論 王 山 形 態 を 考 え て ゆ く 時 、 西 洋 の 論 理 の

立 場 に お い て は 家 庭 の 論 段 の 是正礎は 性ili f . ¥i ，にあ

る と い う 考 え プi が 伝 統的 に 強 L 、。しかし、 U 本

にお・いては近世: 仏教 が 没 落 以 後 〈 性 〉 の n日誕l を

也、来のあ ｴｾ とする考え方が失なわれてき てしま

っ た と い わ れ て い る 。 偶 数 倫 理 は 武 士 社 会 に お

迷 に く ず さ れ つ つ あ る 為 に 人 身 の精 神 榊造 が そ け る 家 系 存 続 の 必 要性 か ら 〈 性 〉 を 従 属 さ せ る こ

れ ら の 急 速 な 変 化 に 対 応 で き な い と い う 問 題 が と に よ り 、 こ の 間 脳 を 思 考 の 対 政 外 の も の と し

起 っ て い る よ う に 忠 わ れ る 。 呪 在 の 人 々 の耳切 き た 。< でD そ の も の が 日 本 に お い て は 思 考 の =

の 中 に あ る 混 乱 状 態 、 解決 点 を 見 い 出 す こ と の 閣 に な っ た こ と は な か っ た 。 古代 の 天 の 岩戸 の

で き 得 な い 状 態 を 考 え る 時 、 臼 本 人 の 心 に 安 定 神 ，1li を除いて。 LI 本 人 の 間 にあ、いては封建的 な

性 と い う も の が 失 な わ れ て ゆ き 、 自 己 の 中 の 主 家 の 倫理 へ の批 判 は 起 っ て く る こ と は あ っ て も 、

体 位 が 失 な わ れ て ゆ き 、 自 己 の 行 為 が何 か他 律 こ れ に 対 す る 家 放 論正坐 が打 ち た て ら れ た こ と は

的 な る も の に よ っ て 支配 さ れ て い る か の よ う な な か っ た 。 こ の よ う な こ と が 日 本 人 の 個 人 主 設

現 在 、 人nn性の混乱カず現在 の 建 築の 混乱 に も 結 へ の 也、考を 治 め、 個 人 的 な IU]組 と し て 相j 4 の も

び つ い て い る の で は な い だ ろ う か 。 そ れ がー 樋 の を 考 え て ゆ 〈 為 に 、 自 己中 心主 義 に な り や す

の 悪 い 巡 り 合 せ と な っ て 世 の 中 を ま わ っ て い る 。 < 、 社 会 伎 の 欠 除 を 強 め る 結 来 と な っ て し ま っ

ij約百I の 伝統 的 な 家 の制 度 は 地 域 共 同 体へ の 帰属 た よ う で あ る 。 そ れ ら が 対外 に お い て も 対 内 に

位 を 母 な る Jl 古 内 な る も の と し て 育 て て 、 守 っ て お い て も 、 円 本 人 の 放 人 主 必 へ の 傾 向 を 治 め て

き た も の で あ ろ う 。 こ れ ら は以 前 、 人 々 の 一 定 ゆ き 、 社 会 位 の あ る /UJ姐 と 個 人 の !日l泌 を 混 同 す

な 地 域へ の 定 住 性 の強 い 願 い 、 家 族全 員 に よ る る 結 裂 を 生 ん で し ま っ た 。 日 本 人 の 聞 で 男 女 の

住 居 財 産 の 管 理 な ど の 共 同 所有 お よ び 子 孫 へ 区 別 が 身 体 的 な 区別 を 除 い て 他 の 面 で は 区別 で

の 全 で の 「 も の J の 継 示 な ど の 為 に 、 そ の 地 域 へ き な く な っ で き て い る の と 同 級 に 、 11 本 の nl l市

の 事f士の柄拘 11の 遵守 と い う 生 活 形 態 が 長 い 111]守 の辿築 ｾ ｬｮｊ のＯｽｊｪがどれもこれも区別することが

ら れ て き た 。 そ れ が戦 後 の 郁 市 の 発 達 、 資 本主 で き な い 顧 と な っ て し ま っ た 。

殺 の 発 達 、 生 産 体 flj lJの 巨 大 化 の 中 で 今 ま で 人 間 都 市 窓川 が 「 セ ッ ク ス ・ア ピ ー J レ」を 失 っ て 久

が も っ て い た 日 ニ 」 へ の 土 活 性 に も 似 た 地 域 に しい H寺 が 流 れ て き て し ま っ た 。 そ の よ う に 感 じ

対 す る 帰 属 性 が 徐 々 に 薄 れ て き て し ま っ た 。 都 る の は 私 だ け で あ ろ う か 。 資 本主 義体 ilil Jの 中 で

市 に 住 ん で い る人 々 の IUJ に お い て は 薄 れ た と い の倫正史的 以 礎で あ る と こ ろ の 「 白 111J と「他l 人」

うより も 、 失 な わ れ て し ま っ た と い っ た 方 が 当 と い う こ つ の 原 則] が 刷 れ て ゆ き 、 峨 撲の 中 に 求

を 得 て い る で あ ろ う 。 め て き た 「 生 き が い 論 」 を ど の よ う に 求 め る か

有 史 以 来 長 い 附l人 々 が 持 ち 続 け て き た 人 間i の 土 と い う こ と と 、 資 本 と 労働 と の利 守 の 対 立 の 中

へ の 愛 、 地 域へ の 愛着 な ど に よ っ て 人 々 は 主主識 で の 稲 々 の イ デ オ ロ ギ ー 問 題 を ど の よ う に 考 え

す る こ と な く 人 間 と 人 IUJ と の nnに は対 話 が 存 在 て ゆ く か 、 資 本 の 論玉虫 の 中 で の l山 泌 が あ ら ゆ る

し て い た 。 し か し 現 在 、 そ の 地 減 へ の 愛 着 の 磁 力 向 か ら 、 人 々 の /l Hに 投 げ 込 ま れ る 。 1"1の 断' 決

失 に よ っ て コ ミ ュ ニ テ ィ ー と い う こ と ば を 生 み もできないうちにそれらの! 日1姐 が 、 来 ぷ の 少 の

出 し 、 対 話 と い う も の を 意 織 し な く て は な ら な Jみ の ご と き 保 有l を 穏 し て 〈 る 。 こ の 務 秘の ね に

く な っ て き た 。 郁 市 に お い て 突 然 に 失 な わ れ て 我々 の ｾ ｪｻ は混乱 の 般 に達する。その ｪ むか どうか

き た こ の ( 対 路 ) と い う も の を 我 々 建 築 設 計 を 解 か ら な い が 混 乱 の 総 築主主nnを 続 々 と 創 っ て ゆ

や っ て い る 者 は 追 い 求 め て い る 。 一度 失 な わ れ 〈。もう一度、指にも 似た 気持とｾ ｊｩ をもって臼

たものが再び，) 箭えるかグという長と、我 h が 創 い 紙 の 上 に 広 い 、 線 を 落 と し て み た い も の だ 。

っ て い る 建 築 空 間 が 、 ど の 地 械 に 行 っ て も 無 機 ( うえたに しげお 雄 策 家 )

〔私 た ち の グ ル ー フ。N o.リ 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

月 一 回 の ニ ュ ー ス も 徐 々 に 充 実 し 、 会 員 の 楽 し る 改 善 さ れ な い 労 働 条 件 ( 毎 日 残 業 、 徹 夜 、 日

「女 性 建 築 技 術 者 の会 」 み に な っ て お り ま す。 ま た 、 械 な ど で 月 2 回 脱 出 動 な め の も と で は 、 子 供 を 都 伽 つ づ

の 定 例 会 に も な か な か 出 席 で き な い 現 状 も 、 す け る 女 性 技 術 者 は 劣 っ た 技 術 者 と み な さ れ が ち

一 一女性が技術を求めるとき一 一

建 築 技 術 者 と し て 働 く私 達 は 、 女 性 で あ る と い

う だ け で く や し い 、 な さ け な い 思 い を 何 度 し た

こ と で し ょ う。 そ ん な 現 状 を 改 善 し 、 働 き や す

い 条 件 を 作 る 主 体 と な る の は 、 や は り 私 途 以 外

に な い と 思 い ま す 。 と か く 自 分 だ け は 、 と 個 人

志 向 に な り が ち な 女 性 建 築 技 術 者 が 、 お 互 い の

自 覚 を 高 め 、 励 ま し あ い 、 助 け あ い 、 そ の 位 明

づ け と 共 に 実態 を把 握 し 、 社 会 的 に も P R し、

会 只 一 人 一 人 が 「 私 が や ら な け れ ば.ゲ」 と い う

意 気 込 み で動 き出 し 、 殆 ん ど 全員 が 何 か を 担 当

べ て の 会 員 が お 互 い に そ れ を パ ッ ク ア y プして、

学 留 会 な ど も 順 調 に 進 ん で い ま す 。 春 と 秋 の 合

宿 で は 、 日 頃 のf亡 が し さ で 会 に 欠 席 が ち の 人 も

ざ っく ば ら ん に 不 満 を ぶ ち ま け た り 、 こ ん な 技

術 を 身 に つ け た い 、 あ の コ ン ペ み ん な で 応 募 し

ょ う か な ど と 話 し あ う な か で グ ル ー プ の ま と ま

りを f乍り出しているようてもす 。

グ ル ー プ を 織 成 し て い る 会 長 の 職 場 と し て は 、

大 手 建 設 会 社 、 設 計 事 務 所、 官 公 庁 、 プ レ ハ プ

メ ー カ ー な ど で 、 そ の う ち 殆 ど の 大 手 建 設 会 社

で は 女 性 は す べ て 雇 員 で 、 社 員 に な れ る 道 は な

く、 仕 事 は 男 性 の 補 助 ( コピー 、 雑 用 な ど) が ほ

し て い ま す 。 と ん ど 、 給 料 は 男 性 の 半 分 が 現 実 で す 。 設 計 事

現 在 は 、 昨 年 会 が 行 った 実 態 調 査 (“ 女 性 が 技 術 務 所 で は 雑 用 も さ せ ら れ る が 、 仕 事 が で き る 機

を 求 め る H寺" ￥ 300 - 400 部 が 売 り 切 れ 、 追 加 会 も 多 く 、 こ の 会 発 足 以 来 、 子 供 を 産 み 働 き つ

印 刷 し ま し た ) を ふ ま え 、 や め ざ る を え な か っ づ け て い る 技 術 者 が 出 て き て い る の も こ の 分 野

た 入 、 や め た 人 の 追 跡 調 査 に と り か か っ ており、 で、す 。 し か し 、一 般 に 建 築 技 術 者 が か か え て い

で は な い で しょうか。

建 築 技 術 者 で あ る と 同 時 に 人 間 で あ る べ き 、 あ

た り 前 の こ と が で き な い 建 築 界 の 矛 盾 を 、 男 性

を含 め た 全技 術 者 と 一 緒 に 考 え 、 { 動 き や す い 粂

件 づ く り に 、 一 歩 で も ね ば り 強 く 頑 張 っ て い く

私 達 で す 。 文ｾ 谷 山 紀 子

「女性五l ! 築技術者の 会J 事 務 局 大 阪 市 北 区 笛 田 町38

成 光 ピ Jレ コ ン コ ー ド 建 築 設 計 事 務 所 内 (364- 8997)
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ニュース原前をお送りください。

長 谷 部 鋭 吉 先 生 の 絵 画 展

一一一 絵 画 の ほ か 、

書、 ガ ラ ス 器 、 そ の 他 工 芸 品 一一一

固 と き 10 月 21 日 附 22 日( 剣 ー23 日( 土i

A M  9  :  30 - P M 5  :  00 

. と こ ろ 日 辿 設 計 ・ 大 阪

大 阪 市 東 区 備 堀2- 38

T E L 06  - 203 - 2361 

. 米 助 歓 迎 ( 自 由 に ご 観賞 下 さ い )

学 校施 設 建 設

シ ス テ ム 化 ・ 工 業 化 研 修 会

学 校施 設 挫 設 シ ス テ ム 化 ・工 業イヒ司会 f l 会 、 社 団

法人教育施設ｊｬｦｊ ｾ￪ 機構主催、文部行、辺 Ｕ 設省ほ

か 後 援 に よ る よ 記 研 修 会 が 、 〈 東 京 > 51年 10月 1

日( 剣都道府県会館、〈名古屋> 10月 5 日( 刈名銀ホ

- } レ、 〈広品> 10月 6 日{ 柑広ぬ労働会館、〈大阪〉

10 月 7 日 ( ホ 旧 本 生 命 中 之 島 研 修 所 に お い て そ れ

ぞれ ｊｊｾｊｉ 犯される。

l問 い あ わ せ 、 申 し 込 み は 、 削 教 育 施 設 J l II 発 機 榊

近 畿 電 気ーに国l'株 式 会 付 取 締 役 会 長

故 大 森 久司 氏

明 治34年 8 )司 5 臼生

昭 和51年 8 )") 13 日 没 7 5 才

〈 現 住 所 〉 奈 良 市 今 辻 子岡丁12番 地

〈出 身 地〉祭良 県 般 井 市

干 103 東 京 初中央区日本紙=i ! ' : j - J ，IPIJ 3 - 16鉄 鋼 会 館 〈学歴〉大正 9 年 3 月 奈 良 県 立 敏f豊中学校卒業

T E L03- 669- 6531へ 。 申 込 〆 切 9 月 25 日( 土) "  10年 3 円 l湖西学 院 専 門 部 中 退

〈会社関 係〉

昭 和 5 年 1 月

"  21年 1 月

"  29年 11 月

"  32年 11 月

"  36年 5 月

"  46年 II 月

〈政界関係}

大徳、電気商会自営

近 鍛 電 気 工 事 に 総 合 、 取 締 役

常 務 取 締 役

専 務 取 締 役

取 締 役 社 長

取 締 役 会 長

昭 和10年 5 月 - 22年 4 月 奈 良 市 会 議員 3 則

昭 和22年 - 40年 6 月 奈 良 県 議 会 議員 6 JU! 

(議 長 2 回 、 副 議 長 l 回)

昭 和40年 7 月 ~ 参 綴 院 綴 只 ( 奈 良 地 方 区 )

か 43年 1 月 - 44年 1 月 参 議 院 物 価 特 別 対 策 委員 長

45年 2 月 - 46年 7 月 H  自由民主党耳IJ 斡 事 長

"  46年 7 月 - 47年 7 月 H  商 工 委員 長

"  47年 7 月 - 49年 11 月 自由民主党副幹事長

49年 11月 " 総 務

"  40年 7 月 ~ 飛 鳥 古 京 を 守 る 議 貝 巡 阻 事 務 局 長

自 由 民 主 党 奈 良 支 部 迎 合 会 会 長

〈各樋団体〉

昭 和36年 12 月-

"  38年 11月 ~

"  38年 11 月 ~

"  38年 11 月 ~

"  47年 6 月

"  49年 6 月

〈表 彰}

昭 和32年 10月

"  48年 11 月

"  51年 8 月

奈 良 商 工 会 議 所 会 頭

大 阪 商 工 会 議 所 議只

奈 良 県 商 工 会 議 所 迎 合 会 会 長

奈 良 国 際 文 化 観 光 都 市 建 設 帯 議 会 会 長

日 本 商 工 会 議 所 常 識 只

件却関西経済連合会理事

間 経 済 団 体 迎 合 会 理 事

重E綬"'! U主( : t 也方開発の功労)

勲 二 等 旭 日 重 光 章

正 四 位 、 銀 杯 賜 杯

ａ ＱＺ￠ｴＺ￠企凸企企ｊＺ￠ｊＺ￠正￥￥ ｨ 企盆正ｾ企企 ｑ 企ｾ企ｾ企企ＱＺ￠ｴ， ｨ 樹の話シリーズ・ ＲＵ 企ｾ

ぎ ん も く せ い

き ん も く せ い

もくせい平十

Os mant hus  asi at ic us  Nakai  

o  sm anthus  f  I- aagr-ans  L our.  V3r- au  l-an1 i  ac us  M aki  no  

も く せ い は 、 も く せ い 手 十 の も く せ し 、 以 で 、 ア ジ

ア に 20平市} アメリカに 2 H¥ぐらいあり、 .，1立(f( )に

は ' 1'仁)i IKi i !uの 'l ;1; 紛 附で あ る 。 )0，1じ も く せ い 科 に

は ラ イ ラ ;t 7 が あ り 、 も っ と 近 い 税 制 に は ひ い

ら ぎ が あ る 。 )1， に 花 に 労 許 が あ る の は 、 も く せ

い と loil じ で あ る 。

も く せ い に は ( 1イ正のぎんもくせい、般此花のきん

もくせい、 '1'1: :1形の 淡 武 花 の う す ぎ も く せ い の

3 f 唱が あ り 、 な か で も 公 図 やlば 協l あ る い は 寺 院

などにｾく比かけるのは 、 ぎんもくせいかさん

もくせいで、同ｉＧ￮とも雌ＦｦｆＮｾＧ ｾ 株 (11 本では好; ん

ど紙本ＩでＱＧ Ｑ 然の環境にできる ｭ ｊｦ ＼，は ｾ Ｇｌ 併 で ￮ｭ

ｾｒ で ｆ ある 。

こ の 木 は J.If のばし そ の ずB を4世 と い い 、 そ の イ正は

材イ正、村ｾ II Y; と il 乎 ば れ た 。 ぎ ん も く せ い は 鈍 件! と

ｩｬ ｾ く 。 、 Ｇ ￭ 然、 きんもくせいは令ＮｦＧ ｴ とｽｾｽ，われるが、

令 村 は う す ぎ も く せ い の こ と で 、 き ん も く せ い

は) . 防止と il 乎 ば れ た 。 王挫の持に、「本将戸なし. j ; ' 1

花 を iM' ま す 」 と い う - -1mが あ る 。 また、 林 道 容

の 仰材、，1¥l Ur，に「木 l F はじめヲミよりドりてお問の・

ＱＱ Ｑ にヨてる 。 秋に到ればその芥述きに ｉ ｈｉ ゆ 。 ｊｌ ｾＺ 人

こ れ がいIの干正を主11 らず¥ ー」 とあるが、 J  ＭＮｊｪ ｾｔ＠ 1' !i 文

てL ¥: によれば 、" 夜十公山奇征伐氏が材の 紋 ! 'Hが J' I1の

外報)1の よ う だ と い う ・)，で木 H11 とれ十l け た よ う だ 。

そのゆかしいＩ ｾ Ｚ芥は多くの詩文や Ｑｊｈ ， Ｉ に読まれ

ているが、 i止近 i l U仮 さ れ た 11 ホ・ のJ 1LJ 李 ( 文 -::.:; c(手

秋 {.I:) の '1 ' か ら l晩 秋 の 1: 1" ぃ祈り を 灼 っ て み た 。

木 wに = . 111) の 全 只 失 ひ 汀 女

ふんふん

イド，¥は低く木 l尼寺子持 .  終イー

木 1mの 芥 や 縫 ひ っ き ' て 仁 枝 な る 多 佳 f

g ん も く せ い 、 き ん も く せ い 、 も ち ろ ん 花 冠 は

〉も なるが、ｾ Ｈ 主 ｬ￬￭ｦ Ｍｬ￭に針向があるが、後 ＮＨＰ は全

縁 で や や 小 j彦、ラテ芥は後. ( 0 ' のノりが' ; ! l l し、 。 J )i . にも

くせいというときは納物' " ; ' : 1 で は 飢 も く せ い を

指 し 、 州 本1::¥.1の )'j で は 令 も く せ い の j芯 に と っ て

い る 。 Jd{ の ) j が J ，J;.1文相で 、 全 l主 変 純 な の で あ る

が 、 .1iI' i木1: :11は 銀 よ り も 令 の ブy が J-.1v : とみなして

いる 。 この ｉ ｉｉ ーのＧ， Ｚ ［Ｑ［ ， ｾ￬ｗ かもしれない 。 術向は ｉｉｉｾ Ii 

とも ＱＰｭ 、 ｬｾ＿Ｚ 姐 Ｑ り ＱＮ Ｕ ｭ イ 立 ｬ ニ ｩ 主するとし、われて

いる 。 ｔ 刷、文献で、は変 Ｇｴ￦Ｚ 県侃 ｊ￭ｾ ｾＺｉ ｓ の桑似のさん

も く せ い は I1.5 さ 12 m 、I也) ' . 日 1. 5 mの 併 剣 り が 2

m で、およそ 400年 の 鮒曲告 と い う 報 告 も あ り 、 近

い と こ ろ で は H召手[ 1 9 年 に 天 附 記 念 物 に 指 定 さ れ

た 滋 賀 県 ・竹 生 島 弁 天 堂 ( 宝 敬 寺 ) に あ る も の

は 椴 元 日l り 5 m 、百万さ 10 m、校 幹12本 と い わ れ 、

同 寺 の 1己主主では究吉が若か り し 天 文 年nnに 柏 樹

さ れ た と い わ れ て い る の で 、 こ れ も 400年イ立にな

るだろう。

11(1利 40η' .( 1: : にな っ て 大 行ISi) i 及びその) ; ' i ) 辺がし、わ

ゆ る 大 気 的 染 に つ つ ま れ 、 大 阪 rJ i や そ の j羽 辺 地

域て、は部 s I .ぶ』止: 必Iの 弘j 変 や ' ，' . H! J ; 谷正止: する IJi. み が

みられ、) ， ;)11，'1 に き ん も く せ い や さ く ら な ど 花 .l 'f

きが必くなり、 イ正封分イヒと環境ＮｾＩ王 ｬ の Ｔ 、 ＱＱ 悦 Ｎ ＩＩ 弘 ＱＱＣ

に つ い て 机 h の 研 究 が な さ れ た 。 と く に 、 き ん

も く せ い は 仰 d iの ' I=:i li 務UJ t を主11 る -t 11 ｦｾ ｾｴｻ として Ｇ， Ｇ

く か ら "Yf 11 さ れ 、 大 l以I也カーでは J(.f JJ. 大 の 向 精f' f!

ずイ引先 生 、! - R J;t で は ぬ 工 大 の 0) '村 克 .'iX先 ' 1ーが、

し、ずれも 11(1-[;1141 'j' ド- 4811三頃訓f で研究され、 liif .f，'

の事l i ??で は 自il S心 部 、 と く に 州 淀 川 、 此 イとの名 lメ

な ど 、 小 心 に IItJ う に 従 っ て 11f.J花1JI みが: 且! <、 イと

封 数 も j ' I IN( ，' . ) に少なく、また、王立fl l' jえノド化物- ; 7; - 1.t

に j 'l l "i の ぎ 一 民 が 比 ら れ る と い う 。 後 .(0' で も S O "

の iJII )定 航 が23)メ の う ち 、 荒川 、 江 点 、 港 、 六 百 !

の 各 灰 を 結 ぶ il' ii ドI玄 で if :i <、 l苅 辺 に n く lニffE っ

て 低 く な っ て い る が 、 0 . 0 4 ppm以 上 の 区 域 と

き ん も く せ い の l咲 か な い l夫) ' 9) ( がほぼー 飲 し た と

郎 作 し て い る 。 し 、 ず れ も 歓 迎 す べ き 現 み で は な

いが、 1，主辺守 1 1  ｩＩ ｩ の公手ｾ［対策課の ｊｊ ， ｾｊ べでは Ｔ 出 ｴｬｬ ￬Ｎ

R量化物の 治l立 の 終 年 変 化 の 減 少 に伴ない、 I山|打ilμ内人刈I  

の き ん も 〈 せ い の JJ附i件別f.)川lげ干花t 品税t五卑且に上ヒじJ串F絞立f的!ι内'.)沙虫好子革乱.'川'

ｦ可 Ｑ ＧＮＩ 皮広 ｊｊ川 ｩ件削ト ｈ川 ｉｻ イ ｅ 司‘ＧＮｾ勾 Ｙ ＲＥ Ｉ カがご比られるのは "1明q引l る い ニ ユ 一

スてで唄ある 。 (λ大; 臥似t心ｩＩ打 Ｑ 公闘広応 Ｑ 姐 ｳ｡没宣 ， Ｑ ｾ県［ｕ［氏 毛 ＨＱ， 慌 正Ｉ Ｈｾ畠 語 若恭毒 ;t紀己)

きんもくせいの花
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N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号の規定に適合. グ

政令基準¥火災時の空気圧 2kgjm
2

時¥煙の

漏気量O. 2m
3
j min. m

2

をはるかに下廻る0. 03

m
3

j min.  m
2  

( 業界NO. l ) を記録しましだ。

画 面 白 田E ・ー

閉 園幽幽幽幽圃・

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開閉機を使用しております。

御一報次第カタログお送りします。

近年¥ビル火災でのいだましいJ 義I1注者

の続出はそのほとんどが〈火〉よりも

〈煙〉によるものでその淘建築物の防

煙性能の向上が一段と重要になってま

いりましだ。

建築物の設言十上¥防煙¥防火区画での

シャツタ の役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙性能

を備えた" N  S 防煙シャッターを¥

御採用下さい。

株式会社日本シャツター製作所

大 阪 本 社 大 阪 市 淀 川 区 間 川 北 3 丁目 2 番 4 号 泣 話06(301) 3656 - 9 営 業 所 横 浜 ・ 大 宮 ・ 静 岡 ・ 千 葉

大 阪 工 場 大 阪 府 枚 方 市 招 提 出 近 1 丁目 7 番地' ; j ; : 話0720(57)4535- 9  

東 京 工 場 川崎市中原区新丸千束 3 丁目 1 1 5 9 番地電話( 向044 (411 )  6325 

名 古 屋 支 底 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 番 地 屯 話 的052 (361)  7441 

九州支唐・工場 福岡県粕屋郡粕屋町大字{ 中原字明神984- 4 電話 09293 ( 8 )  4661 

北 陸 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 高 松

広 島 ・北九州 ・大 分 ・ 宮 崎

鹿児島 ・ 佐 賀 ・ 長 崎



建

築

の

眼

多 進ｾ＠
大 阪 市 立 大 学 工 学 部 講 師

建 築 計 画 及 建 築 史 教 室

金 井 清 良B

日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社 建 築 部 長

指 宿 真 智 雄

建 築 デ ザ イ ン 一 級 建 築 士 事 務 所 所 長

久 徳

ご..... 

'ロ
敏

竹 中 工 務 庖 設 計 部 部 長 補 佐

* 7 月号から 12月号まで上記 4 氏 が 但 当

山 を 考 え る

建 築 物 の 特 長 も 短 所 も そ の 不 動 性 に あ る 。 動 か ざ る こ と 山 の 如 き建築物が、そ してそれから成る都市 や

村 落 の 効 用 が、生 き た も の に な る の は 交 通 機関である 。 都市が過大化し過密化する勢いを防き、ょうもない

のは 、 お 互 い がH寺閥 的 に 経 質 的 に ミ ニ マ ム で 結 ば れ よ う と す る 集 積 の 法 則 が 例 く た め の 自 然 的 現 象 で あ ろ

う。その過密による公害を排 除 しようと努力すれば、都 市 立地 の 効 用 価 値 を ま す ま す 高 め 、 径 端 に は 、 都

市という施設を高度ーに利用しえる既得権者と然らざる者との対立という事態にまで、なる可能性がある 。

こ の 矛 盾 を 除 く た め に は土 地 を 広 げ る こ と で あ るとしで 、 松 下幸 之 助 氏 の 新国 土 創成論のように 、山を

削 り 、 海 を 埋 立 て よ う と 考 え る 壮 大 な ビ ジ ョ ン も あ る 。 こ れ が で き れ ば 申 し 分 な い と 思 う が 、 壮 大 過 ぎ て

ついて行けない面もある。 埋 め 易 い 海 は 埋 立 て る と し て 、 新 た に 次聖子の策として 、 山 地の利用を考え直し

て は ど う か 。 自 然 保 存 と い う 環 境 嬰 紫 の 山 地 と、生 産 の 場 、 住 居 の 場 と し て の 山 地 で あ る 。 現 在 の 農 業 技

術をもってすれば、多少効率は慈くとも、 山 地 を 農産 物 の 生 産 地 と し て 見 直 す こ と も で き る の で は な い だ

ろうか。そして工業や商業も輿りえると，思う。しかし、それらの基盤となるのは交通機関であろう。現行

の 方 式 に と ら わ れ ぬ 山地主Iの 交 通 システムが、考 え ら れ で も 良 い よ う に 思 う 。 そ れ が 行 き 詰 ま っ た 日 本 を

打 開 するモメントになりえるように空想する。

卸j か ぬ も の を 相 手 に し て い る 建 築 家 は 、 も っと 動 く も の へ の 関 心 を 待つべきではないだろうか。 ( K )

あ る 訴 訟 ( そ の二 )

7月5 目、大阪の空は珍しく Uj'i' れ 渡 り 、 真 夏 の 太 陽 がj写い鐙を射抜く般に、地裁の建物に! 1aり付けていた 。

第 712号 室 の 法廷で、は、すでに尋問が始ま ってい た。

甲「そうすると 、こういう計算式については食方のまとめられた書類の中に書いてあるんだけれども、全然

11A方 、 倒l覧 に な っ た こ と あ り ま せ ん か ? J  乙 「 ございません」 甲 「 北 方 先 程 、 火 災 沼 岐 の 関 係 に つ い

てのね 、 結論 と そ の 経 過 は 解 る と い う こ と を お っ し ゃ い ま し た ね 、午前 中 の証言で」 乙「はい J Ｈｉ ｾｊｉｉｉ 各 Ｉ

「甲それで 19頁 の 式 を ち ょ っ と 見 て 頂 き た い の で す け れ ど も ( と 、 式 と 計 算 方 法 を 説 明 し ) J  甲 i 1-1木 火

災学会の建築防災教材を示し) さっきと同じ式がございますね」 乙「はしり 甲 「 そ れ で 私 ど も の 方 で

⑪ に つ い て 計 算 し て み ま す と 、( 中 略) この結果と 約 142 度迷うんですね」 乙「は し、」 甲「この 140 皮

の 違 い に つ い て 、北方 と し て は ど う 思 わ れ ま す か ? こ れ ほ ど 重 大 な ミ ス と い う の は 無 い ん じ ゃ な い で し ょ

うかつ」 乙 「 ・J ( 中略) 甲 「もし誤りだとすれば、これは重大な誤りだと思いませんかっ」 乙「火

災 温 度 の 絶 対 的 な 表 現 と し て は や は り 重 大 な 誤 り だ と 思 い ま す J (中略) ( 更に火元 か ら の 距 縦 と 沼 直 の 関 係

式 及 び 耐 火 ボ ー ド の 影 響 に よ る 補 正 を 指 摘 し ) 甲 「 北 方 、 先 程 耐 火 ボ ー ド の と こ ろ で 、 ボ ー ドの下と

弁 装 と そ う 違 わ な い と い う ふ う に お っしゃっ たけれどもね、 ( 中略) この計算式でいきますと更に 150 度 F

がるんですね」 乙「はい J ( 中略) 甲「あとでね 、J I S曲 線 に 換 算 す る 時 に も 計 算 間 違 い や っ と る ん で

す け れ ど 、 火 災 温 度 の 所 で 重 大 な 計 算間違 い が、 私 どもで解っただけでも 四 つあるんですね」 乙「はあ」

( 中略) 甲「火災の況直並びに鉄筋位置に及ぶ温度が狂 ってくれば 、立方がたの付着 ｾｲｴｕ ＩＱーが務 ちた 、 ヤ
ング系数が落ちた、という立論が変わってくると ? J 乙 「 変 っ て く る と 思 い ま す J ( 更にシュミ y 卜ハン

マーテストに触れて) 甲 「 そ う い う 事 も あ っ て 、 武 方 の 一 般 論 は 指 摘 と し て は 確 か に 正 し い わ け で

す わ ね 。 と こ ろ が 、 具 体 的 に 現 場 を 見 て み ま す と ー・ 」 乙 「 は い 、 そ れ は 元 の 強 度 が 解 り ま せ ん で す ね 」

甲 「 そ う で す ね 。 と こ ろ が 投 方 の 方 で は 、 強度 低 下 が 児 ら れ る と 言 っ て お ら れ る ん で す よ 。 元 の デ ー タ が

が 解 ら な く て ね 、 どうしてこれ 、低下 と い う 微 な こ と が い え る ん で す か ? J  乙「・ J  (中 略) 甲「そ

う す る と 火 災 前 の も の を や っ て い な い の に で す よ 、 この部分の f直が 若 干 低 い か ら と い っ て で す ね 、 火 災に

よる ｾＱｾｾ 辞だと 、 どうして断定 出 来るんですかっ」 乙 「 こ れ は ニ ュアンスとしては ー、判断 は で き ま せ ん

けど ー、 そういう事があるという …、 そ れ は 苦 し い と こ ろ で す よ 。 こ ち ら と し て も ・ ・」

」て記は 、 千 日 デパー トピル火災事件の第 32回 口 頭 弁 論 に お け る 、証 人 澗 舎 の 抜 粋 で あ る 。 やりとりから 、

読 者 は 甲 ・乙 ど ち ら が 建 築 専 門 家 で あ る と 思 わ れ た で あ ろ う か つ ( 以 下 次号) (  I  )  

怪 物 コ ン ビ ュ ー タ

現今のコンピュータの発達はめさましく 、社会構 造 の 変 革 さ え も た ら す コ ン ピ ュ ー タ II ，' HI : : が出現し、か

の 産 業 革 命 に も 匹 敵 す る 内 容 を も つ に 至 っ て い る 。 こ と fi' lj 造 設言 l' を例にと っても、 i't の l向 上とi，l の 処f:J!に

大 き く 文 献 し 、 今 ま た 自 動化 の 方 向 を め ざ し て 溢 逃 し て い る 。 し か し 、 急 激 な 進 歩 が い つ か と こ か で 退 泌

を 伴 う と い う 歴 史 的 事 実 に 立 っ て 、 そ の 運 用 に つ い て 考 え て み た い 。

コ ン ピ ュ ー タ を 無視した文化は現状では成り立ち得なし、 。 しかし、その木来の " 的 が そ の 効 用 を 称 併 す

る 過 程 で 変 質 す る こ と が よ く あ る 。 コ ン ヒ。ユータは木来 、人 IIJJ の思考とそ の 方 法 の補助手段とし て他mが

ゆ る さ れ た も の で あ る 。 し か る に 、 コンピュータに人 Il iI な み の 存 在{illi 値 が1オえられ 、 人11: 1もその y ステム

の 一 つ に 組 込 ま れ 、 人 IIJI の 存 在 が 圧 迫 さ れ る こ と に な ら な い か と 危 供 す る 。 このことは 、 資 本 主 義 の 出 命

的トl 的 に よ ってさらに 噌 l隔され、人 IIfl の存在の否定にも つ な が り か ね な い 。

人干lf の 産 物 で あ る コ ン ピ ュ ー タ が 人 11]1に 不 幸 を 導 く で あ ろ う き ざ し を !'i} じるとき、その無i副主な f史mに

あ る 制 限 を 加 え る 配 慮 が 必 要 と な ろ う 。 あるいは 、怪物コンピュータについて、 i可か大きな !'i} ちがいをし

ているので、あろうか? ( H)  

. 今月号の T 氏の文章は都合に より休戦いたします。

注築と社会/ 197611'. 9 /1 刀 41 
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..-.， g- ;.J.... : . ード

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

1  耐久性: 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すべり抵; 抗. ，性 : すべり抵; 抗性;にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用している聞に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく 、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 園、@

FLl NTKOTE 

、J

フリ ン トコ ートについ てのお 問合 せは 下記へ

の

ｪ 限式会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾｉｘ 版発売所
コ，宅 ｉｾＮＭ 二 ｉＭＭｉＭ 施工販売部

大 阪 ⑮532 大 阪 市 淀川 区 西 中 島 2 丁 目 11 番 30号 室: r ( 06 ) 303 ー 7 13 1

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁 目 4番地( 第2ぬ η 彦 ビノレ3階 ) 会 ( 03) 562- 4646  

名 古 屋 ⑤ 岨 l 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 田 J 3 の47 ( 日 本 橋 ピ J レ4 階 ) n ( 052) 93 1  - 8537 

広 島 週!>730 広 島 市 東 白 島 田J 1  5 番 6 号 ( 西林ビノレ 3 階 ) n ( 0822) 2 1  - 1224  

福 岡 ⑮81 0 得 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 - 1  - 5  ( 舞 鶴 ピ J レ3 階 ) 含 ( 092 ) 77 - 196 1  

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  



通巻654号 ・ 第57集・ 1976

. 10月号特集/ 結露防止対策と断熱材料

・11 月号特集/ 第.23回青年技術者

・12月号特集/ 設備からみた建築の問題点

特集・集住体のハードとソフト

5 P E C I A L  F E A T U R E 5  O N  T H E  H A R D  A N D  5 0 F T  

O F  MUL T I P L E  D WE LLl N G  H O U 5 E  5 Y 5 T E M 

御堂筋ビルデイング新築工恨のｊ，ｬ佐会 。 ｉｖ Ｎ＾ｩＺ包グランドピ Ｑ レ新築工予 ｊ ￯ の兄学会 。 ｾ［

16回l則凶郎市住宅会決。 J;f lis . 上賀茂、舶物Jllilili . ・建築家のためのごみどり" 予

科会( 第 5 向) 。す ぐに役立つベテラン i見場主任へのガイド… 他築工事実務講例会

J!I; . ド街宗寺の茶室を兄る 。ー

・ 日 本住宅公川 ｉｾｊ 同支社の ｬｩｩ 近作品と，ＱｉＭ ＱＱｨｪ

1. 武庫川 [.11地

2  本之［与［ｾ 二 ｲｬ ｩ 街地｛工セ

3  事:)i 長田駅前市街地ft 'i:;

4  宕問団地( タウンハウス)

' 1則凶支社昭和50 ' o ! ，- 竣工工事優秀施工表彰作品 。。

道 路 空1mの装; i ' i / 神戸初市設計資料研究会・・ … ・ー …  …ー ・ー- ……・・ ・・・32

土地平IJ )l J脱出IJ 法とt . 1Srli 計画法の改正 ( その 1 } / 上原敏広 ・.... . . …・一 … .34

「七ムフィルGRCJ / 雌川 ［，ｾｾ ＮＮＮ＠ …  ー ー ー・ ・・……・・・…・ 0 ・・・ ・35

J副主/ 上谷I g乃。 グルー 7 紹介No. 1  ( !.t: t'l: ill 築校術者の会) / 谷山紀子 .... .. 38 

ＮｾＧｉＮ 大森久司氏 。 術のぷシリーズ ｎ ｯ ＲＵ Ｎ ぎんもくせい、きんもくせい … ー ー39

山を考える Ｏ 令 Ｑ ＱＧｩｉＧＯ 二 郎 。 ある訴訟Ｈその Ｒ ＩＯ 指 ￎＨ￭ 兵 ｦＧ ， Ｇ ｾￊ 。

怪物コンヒュータ / 久徳敏治 一

大林フローラ !!{I / 設計F也工 大林制1

コスモハイツ NE¥¥'IP 子園/ 設計施工 : 竹中工必j吉

大阪陥船三労船舶( 株) 1ゴ1' 1υ' 1:宅/ J¥t，n : il .主辺ill 築事務所

. 特 集 = 集 住 体 の ハ ー ド と ソ フ ト

総論

集 住体 の ハ ー ドと ソ フ ト………. . . . ・ H ・.... .・ H ・.. . ..・ H ・. . …. . . ・ H ・.. . . .・. . . 巽 和 夫 ・高 田 光 雄 … … 50

集 f主 体 の ハ ー ド と ソ フ ト

t長f主{本 のノ、 ー ド シ ス テ ム に つ い て - Metastadt Bausystemを 通 じ て

3  

ー18

"'-
回

函

都 市 設 計 資 料 13

法 令 コ ー ナ ー 1  06 

新 建 材 紹 介 コ ー ナ - 6  

読 者 の 頁

建 築 と 社 会 ニ ュ ー ス

建 築 の 眼

，、

4ι iJ lJ  

4 色、

=  

特

建 築 と 社 会

⑥1917年創刊
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SOCI ETY 

-・・41

-・.44

施工 ・鹿島建設

多2i月進 - 松，C MI'j ' . 岡 崎 道 暗 … … 55

R. デ ィ ー ト リ y ヒ ・大 辻 民 事 夫 ・」二村 幸 之 ・片 岡 昌 之 ・小 川 正 ・紙 里子桂 人 … … 63
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大林フローラ堺

設 計 施 工 大 林 組

所 在 地

敷地面号

建 築 面 積

Z正 面 積

備 造 規 模

戸 数

工 期

大 阪 府t界市七道西町 12番地の 11

8，744.83rri  

3，277. 60m'  

14，185. 84m'  

鉄筋コンクリート造， 5 階 建 7 様

183戸 ( うち 庖舗 10戸 )

昭和49年 1 月 ~昭和51年 8 月
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敷 地 は 南 海 電 鉄 本 線 七 道 駅 徒 歩 3 分 、 大 阪 都

心までの通勤圏30分 の 交 通 至 便 な 位置 にある 。

集合住宅の立地条 例 としては 、旧 紡五 ｾ ｉ ｦ 工 場跡

地で、周辺も工. IJ，I地 裕という特に恵まれた場 所

で は な か っ た 。 こ の 計 画 に あ た っ て わ れ わ れ

は 都 市 住 宅 と し て 住 生 活 を エ ン ジ ョ イ で き る

環境を積極的に自rJ りだし、計画区域にとどま

らず周辺地 域 に 及 ぼ し 、 堂 か な 地 域社 会 に 発

展 さ せ た い と 考 え た 。

敷 地 は 南 側 に 16 メートル道路、西側に6. 7 メー

卜J レ道路に按し、その他は隣地 に接している 。

住 線 計 図 と し て は 敷地 の 周 辺 に 沿 って コの字

型 に 配 置 し 、 そ れ ぞ れ 独 立 し た 住 戸 空間i を構

成 し た 。 と も す れ ば 述 絞 し た 住 機 は 画 一 化 さ

れた一 面性の独い形態となりがちなので、干見

党f I 勺にも{ 主棟プロックを車II Iかく富IJ り、雁行型

と し て 圧 迫 感 を 収 除 い た 。 住 戸 は 7 械 からな

り、南似rJ の S 棟 1;1: R  C 構 造片廊下型で、 1 階

は庖舗、 2 - 5 階 は 住 戸 と な って いる 。 東 側

と西側rJ の W1- W3 、E 1- E 3械 は P C 構 造で、

二住 戸 に一 つ の共 有 階 段 を も った 平板 型 住 宅

で あ る 。 各 戸 は 玄 関 に 通 じ る パ ブ リ ックスペ

ースをもち 、 各 戸 の 独 立 性 と 専 有 性 を た か め

て い る 。 こ の 囲 ま れ た 住 棟 配 位 に よ っ て 得 ら

れ る オ ー プ ン ス ペ ー ス は 、 リ ズ ミ カ J レな遊歩

道と造闘をたくみに収入れ、 f主練 unの 圧 迫 感

を利げ、各戸のプライパシィの場と、 JI主匠内、

エンジョイできるコミニティの［ｴ ｢ｾ を有機的に

結 び つ け る ス ペ ー ス と し た 。 特 に 人 111分 自佐を

明石在にし、ノ マーキングスペース は ク ル ド サ y

ク 方 式 を と り 、 公 園 は 西 側 の 道 路 際 に 、 緑地

は可能な限り分散配置を行い、 m合 住 宅 と し

て格調の高い環境をつくりだした。

( 下河内 勇) ( 森英治)



コスモハイツ NE W甲子園

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

事 業 主

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

備 造 規 模

戸 数

工 期

東 洋 紡 不 動 産

西 宮 市 甲 子 園 口 4 丁目 272

1. 153.0 0 rri 

582.2 6 m'  

1，587. 61 m'  

鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造 3 階建

20戸

昭 和50年 10月一昭和 51年 5 月

1階 平 面 図 1 / 600 

<r - - ー「



周 辺 に は 2 階 建 の 家 が 多 く 、 し っと りと落ち

ついた街並の 中で、 3 方 が 道 路 に 固 ま れ て い

る住宅地の一 回 に 建 つ $ 合 住 宅 、 と い う の は

私迷設計者にと って な か な か 食 越 を そ そ る 対

象ではある 。 ここに 1 個 の 建 築 を 建 て る と い

うよりも、この衡の一 区画をデザインすると

い う 、 い わ ば 、 街 並 設 計 と で も い え そ う な 手

i法をとることにした 。

3 階建て、 20戸のこの 集合住宅の前に立っと、

どの角度をと ってみても、ある正面性をもっ

たファサードというものを感じさせず、 1i;" に

部分的で・、個別的な、個々の住宅の集合体で

あることがわかる 。 これによ って 周 囲 の 街 並

のスケー Jレから断絶しない、適切な建築のス

ケー Jレを得ることに成功した 。

外 観 の 表 現 が{悶5jl] 的 で あ る よ う に 、 建 物 の 平

面計画はそれ以上に個別的で、 20戸 中 17 タイ

プということでも、その特徴が推察されよう。

しかも、平函計画における間取りは各戸ごと

に 変 化 を も た せ た の で 、 一 歩 室 内 に 踏 み こ ん

だ感じは関口部も多く 一 戸 建 て の 感覚に近い。

自 由 な 平 面 計 画 が 建 物 の 外 観 を 乱 す 要 因 に は

な ら ず 、 む し ろ デ ザ イ ン 的 に は 統 ー さ れ 、秩

序あるものにな った と い え る 。 ( 木 原 富 男 )

田守"I l

T  lr 



大阪商船三井船舶( 株) 上井草社宅

設 計 監 理 渡 辺 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 建 設

所 在 地 東 京 都 杉 並 区 上 井 草 4 丁目 14番

敷 地 面 積 3，229.1 0 m'  

建 築 面 積 1，021. 7 3 m'  

延 床 面 積 3. 110. 58m'  

情 造 規 模 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜造， 4 階 建

戸 数 32戸 (3 L DK)

工 期 昭 和50年 2 月~昭 和50年 11 月

F付 近 に は 武 蔵 野 の 砲i最長をしのばせる背の日，) し、

様 、 く ぬ ぎ 、 い ち ょ う な ど の 秋 の 紅 楽 、 春 の

萌 え 貨 と 四 季 を 通 じ て 美 し い 務 楽 樹 が 群 生 し

て い る 林 と 、 果 樹 園 、 畑 な ど が あ る 。 そ れ は

あ た か も 砂 淡 の オ ア シ ス の ζ と く 都 市 の ス プ

ロー J レ化の中でこの周辺だけ孤立して、総長主

かな l剖i ' i 争な住宅地の雰囲 気をつくっている。

し か し こ れ ら の 緑 と 静 け さ が 失 な わ れ て い く

の はH寺附lの 問 題 か と 忠 わ れ ま す 。

そ の よ う な 時 の 経 過 と 変 化 の 中 で も 、 太 陽 と

縁 坐 か な 住 環 境 を 自 f也 と も に 確 保 し よ う と し

ま し た 。

白 か ら の 敷地 で 空 地 を 大 き く っ く り 、 そ こ に

は限りなくあt く 陽 光 を 受 け 、 さ ま ざ ま な 木 キ

を植 え 緑 で覆 い そ れ を 育 て て 、 新 鮮 な 空 気 と

緑 の 風 と 木 # の 掠 り を 再 生 し 、 そ れ ら を 各 住

戸 の 奥 深 く ま で 供 給 し 通 過 さ せ る よ う に し ま

した。 ( 其 鍋 知l憎)

a  

配置図・ 1 階 平 面 図 1 ハ.∞o
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50 也鍛 と社会 / 円76年 9 ｾ ｉ Ｍｮ＠

集住体におけるハードとソフト

巽 和 夫

高 田 光 雄

ｾｉｅｔ ｴ｜ ｓ ｔａｄ ・ Ｑ より

人が集ま って住む一一恐らく人間にと って不可避的であり、普遍性をも ったこの事実に対して、「ど

のように集ま って住むべきか」という問いが、計画の諜題として常に存在している 。 そして、「人間の

※ I  

築住するあらゆる形式の空間構造体」として設定された「集住体」という概念も、漠然とした形では

あるが、現在ではほぼ定着してきたと 言 えるだろう 。

集住という生活現象を検討してみると、個と全体の関係に対応して 、 さまざまなレベルにおける集

住の存在が峨認できる 。同様に 、集住体にもさまざまなレベルが存在している 。室の集合、住戸の集

合、住械の集合等は 、すべて互いに紡み合 った集住体の梢成要素である 。 もっとも 、室、住戸 、住棟

等の概念は、あまり固定的に考えるべきではない。たとえば、戸建住宅の集合であ っても、築住休と

しての配庖を欠くことはできないはずであり 、その意味からは集合住宅の一形式であるとみなすこと

ができる 。つまり 、戸建か集合かという対立的概念ではなく、また、既存の集合住宅における集合単

位にこだわることのない連続的概念として集住体を認識しなければならない。

晶子も: 居住を余儀なくされたわが国の都市住宅を考えるとき、この集住体の概念を避けて通ることは

できないし、集合住宅がわが国の古15市住宅の典型として定着してゆく必然性を原理的に否定すること

もできないだろう 。

にもかかわらず、現存する集合住宅を、個と全体との関わりの中で展開されている現実の人 !日l生活に

関して 、上記の課題を追求するプログラムが順調に消化されてゆく過程である 、 とみなすことはきわ

めて難しい 。 それらは、集住体という言葉のもつ積極的意味合いに比して 、あまりに貧困であり 、画



的である 。

)，'i]Ii II の通り、過去の r il(J のl時代 、すなわち、ローコストハウスを大i止に供給しなければならなか

った II :¥，( ¥: : において、集イMt' 七は、 主として公的で福祉 (1'0 なl中怖の強い住宅として、呪' 夫- の生活とは| ー

分適合しないままに供給されがしけた 。 そのＱＢ Ｑ Ｑ で大きな役 ［ｩｩｬｊ を ￭ｩｩ￭ じてきた Ｑｾｾｉｻ Ａｦ ｬｾ 設計は 、 一 般の集合住宅

や、その構成要素の相死念形成に関しでも、数々の波及効果をもたらした 。 このような; / 犬況の下で生み

出された集介イ主宅は、その ＱＱ Ｚ ｜Ｂ 代的 ｦｔｪｩＭ の ｾｉｪ で 、 個別的にとらえるならば 、 多くの［判 ｩｕｩ すべき点をもち

ながらも、全体としてみれば、個々のf i : 宅としても、集( 主体としても、全く貧しいものであり、決し

て魅力的な存f E とはなり f与なかった 。 それゆえ、集合住宅は、いまだに、わが国の百15市住宅 の典 1日(J'. J

形式として定着しきらないでいる 。

現存する集合住宅のrt/本| は、住戸 Luih'l が小さいとか、設 (1111 がィ、 卜分であるといった、個別的ないし

は技術的 ｮｮＺＱ 出に起伏 ｬ する ｦｩｬｬ 分がある 。 この程の ｉｾｮＺ［ 百の解決は 、 少なくともフローの設計の中では比較

的存坊である 。 しかし 、残りの部分は、集住のあり方という、より木町 (1'0，: 初出と争点びついた 、 いわば

「集ｻ巨体の ｉｉＺ ｊ 組 」であり、その向Ｇￍｾ ｾ犬は決して芥易ではない 。 この集 ｦｴ 体 の川 ｪ 辺は、その多くが 、 「かつ

て低層戸建の伝統的な住宅地においては特に意識せずとも確保されていたものが、現在の集合住宅

の 中 で は 柏 栃 (1'0 に計画しないと確保できない」という状訪山こ l見J l ' Mが深し、。 たとえば、庭や街路のよ

うなオーフンスへースの機能は 、 そのあいまいさゆえに、現在の 11
1
，: 石川; 集合イ主tごとの大部分において 卜

分保障されないままであり、 11-'高層集合住宅独白の生川械式の存化を認めてもなお、市在的あるいは

顕在的矛j行が、 11 1;¥' 生 i，ri の行動面や心理面 、 コミュニティ形成 、変化への対応 、防災面等に表われて

いる 。

Ｑ ｟ ＱＧ 高 ｊｾＱ 集イ Ｗ イ主宅にｼ出らず、同級のことは、つぎのような卑近な ￟ｩｉｊ の ＱＱ Ｇ にも記うけられる 。 高官長［であ

るとともに採光のきわめて少ない京仰の IIf J 家は、現在の il'l' (dli 基準で比る| 浪り性能の高い住戸とは言え

なし、。 しかし 、個別的な陀 ( i の内部のみを考えるのではなく 、1副主体としてとらえるならば、かつて

は開聞の て ＧｪＺｾｽＧ￩ の邸内や街路空Ａ日 ｪ にそれを補うだけのオーフンスヘースが存花し、 一 極の均衡状態カ怖Ｚ

保されていたとみることができる 。 また、これらのオーフンスへースがコミュニケーションのぬとも

なっていたのはよく主11 られている 。 ところが、臼到'J '11の侵入と、伊17;IJ 的J 与開発によるオープンスへー

スの減少とにより、このよ土J衡状態が崩壊するまで 、 こうした仕組みがな識されることはほとんどなか

った。

現在において必要なのは、集 ｦ 主体として耐えるべき虫 ｾｦＧＯＢＭ を現実の川 ｪ 出を子掛かりに検討し、集ｻ主体

として r ，:J i 同化」をはかることである 。 さらに 、 この; j J i 同化には 、! Mi: の柏崎的評(illi に立った新たな

1dt!; ';，がH JJII iされねばならないだろう 。

近年、集f主体の計Illil 化に| 対述する興味深い提案や試みがいくつかみうけられるが、ここではハード

ソフトの両面における代表的課題を中心に検討してみたい。なお、ハード、ソフトといっても厳花:

な定義がイUEするわけではないので、 liij -fi' を住宅そのもの 、 あるいはその住設の 川辺、後者ー をハウジ

ングフロセス、あるいは} ，'if i_: 1'1'の生川と住空 IIl JのWJわりの川 j出というように (lf i d : 的に定めておきたい。

2  

集f主{ 本におけるノ、ードな( 1IIJI討に閲する r1: J:i 凶として、 ilk近 の r( iI }f¥f'l 化 J (Component i zat i on) へのf t TI 向

に注 /-1してみよう。 部品化の相死念は、必ずしも定ま ったものではなく、かなり漠然とした用語として

印刷され ていると 汚えられるが、ある定義によれば、「比較的独立しているか (1 立的であるような tlli 造、

※ 2  

あるいは機能をもっサブシステムへのｾ設プロセスの分化のこと」である 。 よ共 ＡＭｦ休本判｛的Ａ内句 には、ｻ住主宅を匁処 ｊ 柿、

戸境盟 、 Ｏバ ｴ スユニ ｹ ト字弓等Ｎｾ［といつたいくつカか、の古剖部 ＱＱ 分に分向併平し (j'六印';1恥iI

それらを組み立てることにより住 Ｒ毛宅七七 Ｍ を完Ａ成戎させるという方法でで、あるが、 ｮｬＩｉｾｊｊＱ ヒの概念に合まれる ｬ 刈谷

は、こうした原理的な ｉ ｉＺ ｊ Ｚｭだけではなし、 。 ますＺＮｾｾ 1 に、 fm品化によりフレキシビリティ、すなわち、
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住設段階における fl exibilit y in pl anni ng 、経年後の fl ex i bi l i t y in t i meが比較的容易に確保し得る 。

出 2 に、耐ト11計画の観点、換言すれば、資 iJ J; iの有効利用の観点から見たとき、住宅の部品化は 、各部

の耐間性能に対して合理的対応を可能とし、財の j舌j干i をlli 大限のものとすることを保障する 。第 3 に

i止産性 - 省プJ 性・生産性 ・品質性 ・コストの安定性等の向上を目的とする工業化の推進に大きな役割

を演じると考えられる 。第 4 に、工業化によ って、現場生産から工幼生産へといった生産形態の変化

が起こり、それに伴って新しい生産プロセスや役割分担が生まれるが 、単にそういった変化のみでは

なく、住宅生産の「社会化」とでもいうべき状況を作り山すことにより、さまざまなメリ y トが生ま

れると考えられる 。 すなわち、公的機関の開発 ・審査とメーカーの校術開発能力 ・競争原理を組み合

わせた形での住宅部品のオープン化は、その健全な発達と性能の安定 |旬 |二を保障し、他方、公共団体

・施 _ [ 業者 ・居住者等の各主体| 昔! に望ましい分担関係をハウジン夕、プロセスすべてに渡って、部品分

割! の段階性との対応により実現できる可能性が存在する 。

以上のような多くの 内容をも った部品化への傾向は、今後ますます高くなっていくにちがいないし、

部品化住宅が、将来の都市住宅にと って主要な存在とな っていくと予想することも可能であろう。こ

のような前提に立つならば、現存する集合住宅のあり方に無批判のまま、単なる技術的ｾＪ題として音 ＱＱ

dl 化住宅が推進されることは望ましくない。

もちろん、! 日j述のように 、部品化の概念の中には、セミハードあるいはソフトと呼び得る問題が可

能性としてかなり含まれているし、非技術的観点からのアフロ ーチの結果に対しでも、しばしば適合

的である 。 たとえば、集合化や高密化により発生するフレキシピリティの欠如に対しては 、むしろ積

極的な意味さえ存在するし、主として高層住宅における諸問題を解決しようとする人工土地型の集合

住宅における基本的なアイデアとも適合しているといえるだろう 。 また、部品化住宅を 、建築生産の

工業化という技術的観点に住宅としての特殊な問題を加味したものであると評価することもできょう 。

しかし、たとえば、集住体の空間構成のあり方を論ずるとき、住戸内の間仕切変更によるフ レキシ

ビリティの 川組はその一部と会るに過ぎない 。 また、日11品の1(IH nJ 性 は、その住宅の中でもって いる意

味、つまり社会的、公的な物財であるのか、個別的、私的な物財であるのかというようなことに基づ

く性質によって決定されるべきで 、経済的な効率のみで決まるものではない。

部品化住宅の普及を考えるとき、流通する HII 品は、より広い観点に立 って、集住体の問題を解決す

るような方向性を備えている必要がある 。部品化への傾向が、集住体におけるさまざまな技術的 、非

技術的観点を統合化するような形で進展していくならば、住宅部品が集住休のあり方を直接、物的に

改善していく手段ともなり得るであろう 。

現実のj [ i )J向は、残念ながらそこまで積極的ではない。現状では部品化が絡についたばかりであり 、

多くの観点を持ち得ないとして 、将来そうした方向に進行すると考えるのも楽観にすぎよう 。部品化

が一般化するほど、むしろ現状肯定的で生産技術的となることさえ考えられる 。住宅の部品化にとっ

て問題とす べき点は 、部品を組み立てて住宅を つくるというアイデアのもつ可能性の追求にあるので

はない 。「住宅」のもつ特殊な意味、すなわち 、集住の坊であるということに起因する個と全体の関係

に立ち返 っ て、そのあるべき姿を考察する ｾ ｉ ｬ で、住宅各部の性ＱＧＨを定め、部品化を位置づけていくこ

とにある 。換言すれば 、技術的な事柄の文脈の中で 、現存する多様な住宅の問題を扱うのではなく、

住宅の問題、さらに言えば集住体の問題のあり方を追求する文脈の中で、技術的問題を位置づけてい

かなければならない。

3  

集住休のソフ卜な側面 、 とくにハウジングプロセスの |日l組として 、近年大きくとり上げられている

ものに 、居住者参加ないしは、居住者主体のハウジングの問題があろう 。v 、ウ ジングプロ セスにおけ

る居住者の役割l を論じる場合 、 さまざまな観点があり得るが、主として発展途上国に見うけられるセ



ルフヘルプのハウジングにはその明快な側面 、つまり居住者が自ら自分の家を建設するという意味での

居住者参加を見ることができる 。この場合、インフラストラクチュアのみ公共が供給し 、後はすべて居

住者に任せるとい ったものから 、住戸 内設備等の bar e mi nl mumの建設、施工技術の指導 、材料の供

給まで公共が行うものまでさまざまなタイプが存在するが 、必ずしも居住名主体という観点からでは

なく 、むしろ これらの国々にとっては 、資財消費的 なマスハウジングよりも、労働消費的なセ ルフへ

プの方が、ローコストで大量の住宅を供給する手段として 、はるかに有効であるということによ って

いる 。

しかし 、この種のハウジングは、ハウジングの原理や方法について数々の示唆を与えてくれるもの

である 。 たとえばJ hon. F .  C .  Tur ner はハウジングの原理にさかのぼり、セ ルフヘル プの中 に居住者主

体という観点を位置付 けようとしている 。彼は 、企画から 維持管理に至る全ハウ ジング プロセスを行

為の連続としてとらえ 、問題が物財としての住宅だけではないことを指摘すると同H寺に、居住者が「動

詞としてのハウジング) の原理的 な行為者として 、そのあるべき姿の決定を行わなければならないと

説いている 。ただ 、ややもすると適確 な論証を行うことより 、居住者主体という思想 そのものを主張

※ 3  

することに 中心が置かれる 一方、Hans Har ms も指摘 しているように、「住民は自分の予算の範囲内で

やれるだけのことをするべきである」とか、「ノ、ウジングの目標が個人的満足にある」とするあたりは

現状肯定的で疑問が残る 。 また 、 l二|コ央政府 や地方自治体、 あるいは居住者の役割 分j: ll については明快

であるが、住宅をほとんど個別的なものとしてとらえ、集住 体としての認識はあまり存在していない。

もっ とも 、f皮が考察の対象としている地域は、 わが国の都市住宅とは相当かけ離れたものであり、問

題意識の所在は微妙にくいちがっている 。

こうしたセ ルフヘ ルプの進行や、アメ リカなどにおける “ Do it your self "の傾向等の影響を受けなが

らも 、わが国においては独自の意味で居住者の役割 が論じられている 。 その背対としてはつぎのよう

なことが考えられよう 。第 1 に、生産 ・供給システムの変化 や、住宅の商品化に伴い 、住要求把握の

手段として居住者の役割が問われる必然性が生まれてきた 。第 2 に、集f主体としての認識、 とくに環

境形成考応、の必要性から 、住宅の維持管理プロセス等のあり方が問われ、その手段として全ハウ ジン

グプロセスへの居住者参加が問題とな ってきた 。第 3 に、 ものだけでなくひとの構成を考えない開発

の失敗から 、コミュニティディベロ y プメン トの必要が生まれてきた 。第 4 に、より原理的な 問題と

して 、住んでみないと発生しない住要求を 前 もって把握しようとするより 、居住者 が実験的試行を行

えるようなハ ー ドシステムを供給すべきであるという考え方が生まれてきた 。 ｾ Ｕ に 、 余 ｈ 院の増大が

居住者の各プロセスへの参加を時間的に保障し 、質問の節約に結び付く部分ではとくに参加への要求

が起 こってき た。

このような背景のいくつかは 、ハウジングの目標を住宅の客観的ぷ準から居住者の主観的満足へ移

すものであるとも考えられるが、わが国で展 開 されている活動では、集住休における居住者間の相互

調整が一つの焦点 とな っている点が特色であろう 。 この点から 、ハウジング プロセスの 問題として注

目されるのが共同組合による住宅建設である 。 この住宅供給方式は制度的には決して新しいものでは

ない。 しかし、居住者の主体性と個別的要求にかなり応えられる方式として、現在再評価されている 。

この方式が、ディベロ ッパーによる供給や注文住宅に代わるものとして、将来の 百11rn住宅へ浸透する

ことも考えられよう 。 しかし 、個別的 な要求に応 じ、居住者 聞の調整が品ー適となり得るのは入居時の

特定の条件の下でのことである 。 こうした方式が標準化 されたハウ ジングを t 回るためには、平IjJf: 1 • 

管理プロセスにおける変化への対応が考慮される必要がある 。

さて、ここで以上のようなことも含め、居住者参加の傾向に 内在する 問題点を指摘しておきたい。

第 1 に、 1t: 1組となるのは居住者の役割だけではなく 、全プロセスに関わる各主体の分担関係であると

いう認識が必要である 。 これには当然、個別的な居住者という観点だけでなく、集{ 主体の構成員とし

ての居住者という 観点が含まれている 。 なぜなら 、全ハウジングプロセスを 問題にするとき 、利用 プ
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ロセスや維持管理プロセスを無視することはできないからである 。第 2 に、現実の住様式が、住宅の

もたらす限定性と、それを準拠枠として発生する住生活の相互規定の中で成り立っていることから、

住要求を完全に把握できないのと同様に 、居住者にすべてを委ねることが必ずしも本質的解決にはな

り得なし、 。居住者参加の概念を、現行のハウジングプロセスの 1_1
1
の主体を居住者に入れ換えると考え

るような単品世な 見解 をとることは、設計や計画に携わる手? にとっては11任回避的で、あり、設計 ・，lI" l血

の担ってきた生的指導的fWJ ｛面を無 ｬ￬￭ｪ 提に無視することになろう 。 居住者参加の問題は 、 従来のブ Ｇ ｊￛｾ に

対立的に受けとめるより、むしろそれを必要とする領域を lリ| らかにし、有効に組み込んでゆく べきも

のであると忠われる 。

4  

それでは、集住休の説題に対する解は一体どのような文脈を榊成し得るであろうか。 この解に至る

一つのアプローチは 、現在 の集住休において発生している消 川!Wを発比 し、解決の手段を考討さするこ

とであり 、他の一つのアプローチは 、集住休のより望ましい姿を柿 f!;! し、 そこへ至る方法をぬ討する

ことである 。 この二つのアプローチは、もちろん相関的なものである 。

これらのアフローチによる具体的提案の中に集住体のハード、ソフトの両面を統合化しようとした

例として、わが国では人工土地型集合住宅に関する若干の提案をあげることができょう 。主としてフ

レキシビリティの問題を扱 った順応型住宅や可変型住宅の提案、あるいはセミパブリ y クスペースの

導入等を含む空間の段階構成のI i r J J起も、恐らくこの中に統合化されることが可能であろう 。

また 、海外においては 、オランダの N. J . H a br ak e n のー述の仕事が注目される 。彼は、住宅という

ものをきわめて梢造的にとらえることにより 、それが個別的傾城と社会的領域の二つの側面をもつこ

とを指摘する 一方、それぞれに対してサポートストラクチュアと分離ユニットという物的概念を対応

※ 4  

させて言| 画するという明快な方法論を提示している 。 このJRZ特は、 G L Cの P S S H A K というフロ

※ 5  

ジェク 卜にも兄ることができる 。

※ 6  

集住{ 本を 二つの領域に分けようとする考え方は、 Y. F r i e dma n 等にもみられるが、彼の場合はより都

市的であり、そのス ペースフ レームを用いた提案は、やや即物的で空想的でもある 。Y. F r i e d ma n を

師 とする ｒ Ｎ ｊ Ｎｄ ｩ ･ ｴ ｲ ｩ ｣ ｨ のメタシュタット建設システムは 、形態 Ｈｉ Ｏ ｾ には ｙ Ｎ F r i ed ma n の空 1/11都市 に似た

都市のフィ ジカ ルシステムである 。空 間都市のようにフレームをインフラストラクチュアとして位置

付けたり、そこにユニ y 卜を置くという発想は必ずしも持 って いないようであるが、単純な均等フレ

ームの中で、多微な集住{ 本のn: J j 函の解決を試みていることは認められ よう。

このような 1副主体に関する諸f是案は 、 フィジカルなアイデアが新しいという理由で評価できるの

ではない。集{ 主体の課題に対する解に至るために必要な作業に対して、数々の示唆を与えるものとし

て評{rlli できるのである。その作業とは 、無前提的に来Ir たな柿 想 を行うことではなく 、現実の 川
j出に対

して諸々のアイデアを検討することであり 、 さらに進んで、1 . Ril 体の抱えている 問題 やそれに対する

※ 7  

提案 ・研究等を互いに関連付け、「体系化」をはかることである 。

(注)

※ 1  t，j S，J iI 1'i;; 7201 

※ 2  lan Donald  Terner /J hon F . C.  Tur ner :  Industri ari zed Housi ng  

※ 3  Hans  Har ms : しimitat ions of Sel f- help  (AD7604!姥築文化7608)

※ 4  N. J .  Habraken  :  S lI pports-an  al ternati ve  to mass ｨ ｯ ｵ ｳ ｩｮ ｧ Ｏ 自 ｾｓ ，ｪ ｩ ｦｬＺ 宅 ＷＲＰＹ Ｑ 也

※ 5  RI s AJ 7110/AJ 740828/  AJ 75052111也

※ 6  Yona Fri edman :  Pour l'  archi tec tll re  sc ient ifi qllel'也

※ 7  ｦＮ主屯供給の「公 ｊｕ ヒ」というｬ￟Ａ，ｽ， Ｇ ，ｩ，からの体系化を試みたものとしてっきＧの制作 ， ｉ ｾ がある 。

ｊｊｾ 伺 ｩ 大・戸総研究室編 住宅供給における「公共化」の予段とその体系化に| 測する
p
i f ' 先如何，

l
r J 、日

( た つ み カ ず お 州 大 主 教 授 )

とかだみつお ぶ郎大 ・ ρｪ 、 ＮＧｾ院



集住体のハ ー ドと ソフ ト

集住体のハードシステムについて

- Met as t adt  Bausyst emを通じて

多 胡 進 ・ 松 島 清 ・ 岡 崎 道 晴

1976年 5 月12日、新しい都市住宅の建設をテーマとして開か れた講演会とパネルテ' イス

カッションにおいてリヒアルト・ディートリ y ヒ氏 ( R ic ha r d J .  D i et r i ch) によ

って提示されたメ空スヲ y ト (Met ast adt ) とそのパウシステム (B ausyst em) につい

て紹介したのか'本文である 。

ひと言でいえば、都市生活に対応する M etast adt という理念とそのB ausyst emは建

築の ξ フレキシピリティ (Fl e則 bilty) ， が主張である 。それは、利用主体・機能のコム

プレキシティ (C ompl exi t y)  を容れ、成長発展に耐えるフレキシピリティである 。こ

れは、ディートリッヒ氏が 10年間の熟成によってつくられたひとつの事官IJ ではあるけれ

ども、また建築の計画建設の背景がわが国の場合と異なっているが、既成市街地におい

て多くの問題をかかえているわが固にとって、建築とくに住宅め計画建設にひとつの示

唆主いしは刺激を与えるものと 思わ れる 。

小文 を書くにあたって快絡をいただき資料使用 をさせていただいた大阪 ドイ ツ文化セ

ンヲーの工ルマープラント博士 (Dr . E L mar  Brandt ) および各種の便宜をいただい

た上田陽子氏に感謝します。講演会前はもとより後にも三輪雅久教授 (大阪市立大学都

市計画研究室) には、文献，、資料収集などで多くの媛助をいただきお礼を申し上げます。

なお、使用した文献と資料は巻末に記したが、 本文は当日に配布 した筆者作成の文章

をもとにその後の文献やテeィートリッヒ氏待参の図面を加えてあらためて作成 したもの

である 。

S  1  . メタスタ ット: Me t a s t a d t  

メタスタッ卜はひとつの都市建築のシステムであり、空間内にあ

らゆる都市機能を凝集し組み合わせたものである 。 このメタスタ Y

トは計画システム ( P l an n  i  ng - S  y s tem ) と建設システム ( b aus y s tem )

によって実現に導かれる 。 この点でメタスタットという言葉は、デ

ィートリッヒ氏の都市建築像であり、計画と建設のシステムがもっ

ている概念といえる 。

そこで、この計画建設システムのよりどころ、意図、原辺につい

て予め記しておこう 。

1.  ｾｦｬ 市の社会的、経済的、生態 学的指標を考えるとき 、 都市計

画上、建築システムに新しい要求が生じていると認識されている。

すなわち、人口Imは小規模で、あるけれども再建と更新がまたれる都

"1は多く、 ゾj で都市椛iEのヤー而 (1'.) なひろがりには; I l l! 約がある 。 そ

図 1 複 合 機 能 を も た せ て 土 地 の 高 度利 用

こでメタスタッ卜建設システムの採用によ って既成( ，j l ，行構造の護保I

と再生がなされねばならないし、可能にしたとされる 。 これは主と

して既成市街地のなかに建設することをねらいとして、計画密度は、

F. L.  W r i ght  が示した 10人 / h a から P . S ol e r i の示した 10，000人

/  h a までがあろうけれども、パリ中心地区の約260人 / haがひとつの

J旨t票として考えられている 。

2  このようにして、既成市街地 に立地 して、郎市の発展とその

生態とエネルギ一節約を建設の判断基準のもとにする建設システム

は、既存建物はもとより、景観や歴史的遺産物そして郡市基盤椛造

( 交通網、供給サービス網、街路、庖舗群、幼稚園、 学校等) を 利

用しかっ、これらと 一体化することが必要であり、限られた土地の

有効かつ有機的利用がなされねばならないとされる 。 ここに、建設

敷地周辺の歩行者路等のシステムに適合しやすいように 、建物内に

公共歩行者専用路や基幹パイプシャフトが設けられるなどして、周

辺とも結合することや高速道路上をまたぐ織想計画がはじまる 。

3 .  さて 、現代都市建築の諜題に対する核心として述べられるメ

タスタット時間空間構造体について説明する 。 このシステムは既存

の:諮梢物と結合しながら歴史上なかった迷度での郎市生活の変化に

対応し、かっ都市住民の要求そして矛盾する要求を内包するもので

なければならないとされる 。住民の要求は都市形成を強固にするも

のであると I盟解しているからである 。 そこでひとつには、土I也に宇sl

合機能を持たせ、機能の凝集を行うことである 。すなわち 、都市の

定住地機能を受け止めるために、 居住、商業、業務、教育、レク リ

エーションなどをひとつの空間システムに容れて、土地の多重多目

的利用が可能なように床の立体化がなされる ( 図 1 参1!(0。 具体的

には、地上ではごく少ない地点で支えられ、統梁のような大栄梢材

を{ 必わずにノ'J( 平方向の支待力にも耐える構造法を 111 ｾ＠ 、て、自 ｾｉ Ｂ i 幹線

国 2 独立住宅のように庭をもっ住戸による外皮

出策と社会ハ976(f. 9  I  p;. 55 



街路上をまたぐピラミ γ ド

状の建築物をつくりあげる

などが考案されるのである 。

そして空間システムは、: t l i ! .

上の周辺外部空間を人間の

休息や往来に快適な 1:地に

し、住宅のピラミッド状の

築制( 本の J也1"附 や 内 11iIJ L 法

階は太陽の人る仕事 ｊｾａ や公

共空 11:1 (1占魚li 、レ ストラン、

学校、 ｉｾｉｊ 均等Ｉとする 。 その

上に住戸単位は階段状に集

積され、これは公共空間の

外皮となっている。住宅環

境は、個人庭をもたせ、か

つ太陽光に接する面をふや

す ( 図 2 参照L このことは

先の住宅集積体と接する公

園と楠まって住宅環境の特

性として表しきれないとさ

れてきた生活上より大事な

ものを達成していると解さ

れている 。

今一つのM etastadt の核

心である時間の問題について

は、1 m市空間は時間とともに

変化発展し、絶えず. 生じる新

しい要求に対応可能なもので

なければならないとされる。

したがって、建築 システムは

都市においてはプロセスプラ

ンニングに聞すえうるものでな

ければならないことになる。

このために空間的H寺間的双方

の「フレキシピリテイ」に対

応する部材と構法と椛造方式

のフレキシピリティが考案さ

れる( 同 11参!!H)，。 主主1mされた

小さな組み立て宮1I 材から つく

られる建築空間は、多様な幅

の家族型ないしは居住者に適

応することができるとともに、

各家族の呉なったタイプの要

求そしてひとつの家族のライ

フサイクルのなかでの住まい

方の変化に適応できる( 家具、

間仕切り壁、ファサード設備

の一定の自由配置と改築、そ

して噌築をいう) ということ

は、先に述べた大架織と任意

の住宅集積、そして相対立す

る機能の統合といった建築シ

ステムの 3 つの特徴と相まっ

て、開発計画地の自然的固有
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図 6 住宅と事務所の複合機能集積

図 8

図 10 4 .2 mグリ y ド: 公共空間・事務所等の場合



条件( 地形、気候、風土等) に適応できるこ

とはもとより 、社会的条件にも柔軟に適応で

きることを係っている 。 いわゆる各市街地

の地域特性に柔軟に適応できることをねら

っている。

4 .  メタスタットの実際への適応性ない

しは有効性については当然、経済性の函に

ついての可能性が検討される 。

経済性については、長期的経済と短期的

経済の両面の斉合性が問題にされる 。 いい

かえれば、社会資本や社会不IJ 援の観点と、

工事政や直接の生産政なとーの観点、である 。

前者については 、土地の複合利用ないし

は多重利用によって、またメタスタッ卜の

普及によ って 、都市内交通量の集中が避け

られ、交通機関の均等利用が達成され、か

っ基盤施設の 24時間の有効利用が図られる 。

さらに、都市内公共施設用地は現在全体の

30% を占めるが、メタスタット方式によれ

ば、土地 を住宅と二重利用することによっ

て十分に確保している。以上の諸点から、

メタスタ y トは住民の要求を容れ、かっ自

治体財政に大きな効果を及ぼしながら、社

会全体に対して大きな経済性を有している

とされる 。

後者については、建設方式が巨大資本の

独立性と中小零細企業の自由性の双方に適

応でき、この現実の産業構造のなかで、成t

することによって建築のnを高めながら工

事裂などの節減をはかり、かっ企業利益が

上げられると主張される 。すなわち、メタ

スタット建設方式がもっ構造 ・構法の特性

( 小さな精造部材を任怠に累積させてひと

つの構造体にし、後の変化をもゆるす。 そ

してスケルトン構造以外の空間要素をかな

り任意に適合させる ) は 、計画地の各様の

言十四条件に安易に適合させることができ 、

事前生産の拡張と組立虫の拡大、そして輸

送効率の必さ、さらには工期Jの短縮によっ

て、低コストを j土1&される 。ここで注立しな

ければならないのは 、ディートリ y ヒ氏は

その場合でも、それぞれの構造部材、材料、

仕上は、メタスタ ットの場合にはやがて故

高の品質に達するだろうと考えている 。す

なわち、計画条件下で伝統的方法によ って

予算のなかで価格内 におさめるのとは本質

的に違 って、各部材は長期のE 換利用を図れ

る高品質にもかかわらず低コスト化の方向

をねらっている 。 このことは、前者で述べ

た自然の有効利用やインフラストラクチュ

アの有効集約利用のほかにエネルギーの節

減をはかることになるとされる 。 また、こ

のように短期的な経済性を満たしながら、

長期的に使える部材による郎市迷設は環境

図 11 メヲスタ ッ卜建物システム (Met ast adt Baus ys t em)  

図 12 メタスヲ ット壁 ・床 ・天井システム 図 13 メ$1 ス夕 、y 卜配管配線システム

図 14 メタスタ ッ卜建物システム: 備法 図 15 メ空スタ ット仕上システム. 室内
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維持ないしは住民が望むJ*の環境形式につながると主張されている 。

S  2 メタスタ ツ卜の計画方式 - Metastadt Pl anungssystem 

白骨子 ｬ ￯ 建築の主ｾ設において、計回条例 ＧＱ こ適応する互換性そして建築

利用の変化に対する適応性を，' J I i 捉ーとするとき、計画方法としてはモ

デュラー ・コーディネーションを手がかりとして行われ、システム

化される ( 1文1 3 - 6 参!!(i ). 。

このモデュールは、建築計画における不断の変化に、平面的に立

体的に対応できるよう組み立てられている 。 それは、備えつけ家よL

- 設 (l iit 、可 ifi1J ｉＯ ｮ 仕切りの配置 ・ 外 ＱｾＱＱ 空間 ｩ のっくり方 ・ 荷重支持力 ﾭ

{iHi絡に彩響される 。 一方で、パブリックとセミ ・パプリ y クの輸送

路線、道路幅 μ 、駅、駐車ｪＭｊ［ｾ、垂直配線配管空間と償引管の延長、

防災避難距離 、横引管の埋め込み、床構造内空隙、等について考慮

さ れ て 設 定 さ れ て い る ( 図 12、13 参! ! な) 。

M木モテe ユールは D I N と合致する 10cmである 。モテe ユールは、

表 1 のモデュール基準値のようになっている。

表 1 モテ' ."1ール基準値

基本モデュ- ) レ( MJ  

1士[ . If モテ弘- ) レ ( A M)  

桃造モ デュール ( K M)

支4主モテ・ュー Jレ ( K M)

水 干 方 向m

M =  10  

A M = 6 M = 6 0  

K M  = 7  A  M =  420 

4  K  M = 1680 

垂 直 方 向 cm 

M =  10  

A M =  3 M= 3 0  

K  M = 12 A  M =360 ( 330. 390)  

天井高 275 ( 250 . 300 )  

すなわち、 図 3 は、左 F にl Ocm、420cm、 1680cm (地 t 階に表れ

る支位の故低スパン寸法) を示し、左上に 2 系統 3 種の輸送用街路

を1680cmのなかで設けて建築物単位を繋ぐことを示している 。右上

は思1: 111場階の場合と設備のためのメタスタット ・パイロンの iii 短 距

ｉｾｉｾ の羽合を示している 。

図 4 は設備垂直配管のパイロンが 7 km (2940cm二 30m) でよいこ

とを示し、機引管が幹線垂直管から 3 km (1260cm) 以上で到達させ

ることができ、そのとき、水勾配が 2 %勾配になることを示す。

図 5 は、空 Il t I 単位 (km
2

) を45・で集積させるとき、パイロン1 I 1 I の

内法 7 kmの寸法問て¥建築{ 本間の相隣空間や日! ' 百条件を達成するこ

とを示している。

図 Ｖ は、 η Ｎｋ ｾ ｬ で、事務所空 間と住 戸空 間を複合させて築制するこ

とができる原型を示している 。

図 7 から図 10は、事務所笠! 日! と、住戸空間j を60cm、 420 cmの双方

をilJ 準寸法として柔 'Itj ; にこなせることを示している 。

60cmモデュールの段階を示したのが図 7 ，図 8 であり、 420 cmの

段階を示したのが図 9 ，図 10である 。

S  3  メタスタ ツ卜建物システム (Metastadt Bausys te m)  

延建; 物全f休木の構造システムはf背3

れがシステムをもつている 。 したがって村千且構造は予め必要な空間

.  .  

，、"' ' ' ' ' ' ' '11/'''11 ，1.

"， 

U
一
一

X
¥ト

¥

4  

' -'  

図16 リンデン南 (ハノーパ市) 配置図

(中央東西方向に幹線自動車路が通 っている )
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図 17 リンデ ン南 断 面 図

※ I 食堂スベー λ を含んだ舗で ある。 ※ 2 主桜スペースを合んど{直である。 ※ 3. 居/II J内 に設けら れる。

ll'l' 笠 ノ〈ルコニ

f!: 戸型 書号 居 IHJ 食 ペ-"やt Ti 、 ，;Jr I=. 桜T - : 子 ｦｊｾ＠ 2巨

{型 ，ｾ庁
そ の {也 1.込'  J 十

一テラス

Ij if 庭 : 平

n、2  
町3宮 m宮 出 l rn

2  

m'  m'  W3 Z  n、2  

η"  
円、 2  

m
2  

① l 階 22 .09 14. 78  22 .26  9.54+  15.53 6.65 12. 76 103 .55 52 .56 

i民主 4  ｾ色 ｾＱｾ
ｾ＠ l  階 22 .07 17.24  9.54+  12. 11 6.65 11. 11 93 .46  52 .56 1" . 7M 

ｾ＠
① 2 附

2? 2 一 3' 1  
5.63 17 ，21  12.07+  14.55  6.29 14.57  92. 66 7，22 

37i':io: 生l 包) 2 階

トー

6. 75  17.42  3. 91  14 目 52 92 .90 10.26 6.84  37 討。

3 主型 Q2______l階 27 ，09 8.50 7.01  14 ，49  6. 18  9.61  82 .54  7，03  

f  
2 人型 ②@ I  F背

ＲＲ 容認 Ｚ ｾ 弓

6.41 19.64  6.30 9 ，70  63 ，68 8，74  6 ，84 I  

l 人型 2 階 e 時1 9四 4υ  
2.59  

※ 3  

3 ，71  29 .68 8. 74 6.84  I  

{ 主戸規機および各室面積の一覧表表 2

型住
I CD 合 日i 附伐. N J j

{ 主戸型番号 |  
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(T 型断面) :  4  X  4  = 16単位の部材を集成して、剛節点をもっ直

方体骨組に組み立てる (立体裕子の寸法 : 平面が420cmX420cm、高

さ寸法 : 330、360あるいは 390 cmの 3 種類 ) 0 L 字型鉄骨部材の接合

は、高張カネジと高張 )J ボルトによって行い 、L 型告11材の末端( 柱

と梁の中央部分に位置する ) の接合部分は曲げモーメン卜を配慮し

て柱梁の音11材長手方向の中央官11分としている( すなわち、幽げモー

メント. . 零の部分L さらに巧みなおさま りを考慮して少数の種類の

構成宮11材による'信 組構造にもかかわらず構造物全体の円滑な力の流

れの達成を図 っている 。

2 . 仕上げシステム (図 11 ・12参照) : 無限定な 三次元機造のな

かで、さまざまな空間形式が可能になるように、非常に多くの開発

製品を考案している 。浪費の少ない可動間仕切を使って、室内を仕

上け、る ことができる 。外壁の被覆は、新しい可1 [UJ カーテンウオール

の方法であり、互換性のある小さな集成部材は、莫大な組み合わせ

を可能にし、水平方向と垂直方向の両用が満たせる多用途性をもっ

ている 。 したが って、骨組構造は、垂直方陶に30cmのモデュールを

もっている 。 このような小部材の利用によって、現場作業中の7 0 %

を予め事前生産に集約化することができている 。

3 . 床システム (図 12参照) : 軽量集成材を使 って 、つぎの 6 穏

の層から構成される。下層から JI憤に、①防火性天井材、②配線配管

空間、③ 絡子状鉄板のサービス用補助床板、任) 60cm梁背の I 型鋼の

立だけ組み立てられ、これに要求される建物音11位を固定する 。 かっ

建物音11位は、独立に交換変更することを可能にしている 。変化自在

のスケルトン構造システムのなかで、建物音11位のシステムがもっ互

換性は、各種の要求とその多様な変化に対応で きるようになってい

る。一方でト、このことが同じスケルトン構造システムのなかで多層

構造空 ｉｾ Ａｪをつくりあげることを容易にしている Ｈ 図 ＱＱ ， 14参照L

以上のことを満たすために、スケルトン精進 システムの昔11材も含

めて、建物システムの構成部材は、工場生産で行われ、 その構成宮[1

材の大きさは輸送の簡便さと経済性を考慮して、いずれも「小さ

な単位」に設計されている。この構成部材、とくにスケルトン構造

部材は 、品質を良くして恒久的に、あるいは 、再生的に利用するよ

うに考えられている 。 このことは、仮宿泊所をつくるような低価格

化の発想とくらべると高価にみられる 。 しかし 、伝統的技術でも っ

て低価格化の方向でつくられた建築よりもずっと環境はいいし、長

期的見地あるいは綜合的見地から検討されるなら、結局のところ低

価格にな っていると主張される 。

技術関与をは、D 1  N と建築法規にもとづいて行われる 。遮音や断

熱や防火に対して、とくに出来上がった建物の防火に対して、とり

わけ注意がはらわれる 。防火についてはドイツ高層建築法規が厳し

く守られる 。

1. スケルトン荷重支持システム : 骨組単位は 、 L 型の構成音11材
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図20 フライツアイトパーク地区 {ベルリン)

(アウトパーンの上にメタスタ ット建築システムが線上にのる)
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町叩刷1i
…M J i  

図21 フライツアイトパーク (ベルリン) 断面図 (道路をおおい、道路の東西を結んでいる)

..LRCi 

図23 フライツアイトパーク (ベルリン) 1階平面図 (歩行者テヘy キ階、住宅・集会施設・倉庫等4 がある ).

図26 フライツアイトパーク (ベルリ ン) 立面図 (住民はピラミ ッド状に集積される)
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床 支持梁 、⑤弾性支持枠( ④の I 型鋼) の_I : Iこならべられる経企コ

ンクリー卜床材になっている 。 このような床によ って、空間音伝達

・術! l I ! 音伝達 ・壁音伝達を相応に減少させている 。 また、上記断面

床単位の50% は lii j作業で‘ 集成することができている 。

4  壁システム (図 11 ・12 ・15参!!日) 高性能の遮音性と耐火性

をも った可動 I:JI 仕切 り壁である 。60 X 60crn絡チの !こに配置でき 、木

製の基 本集成材 は、l悶59crn、厚さ 45mmで、あり、この基本材 は隣室 問

の関係に応じて 1j U習 . 2 層 ・3 層の各湯合を設定している 。すなわ

ち将過の室 1/11、 呉な った利用目的の室 IIJI ( 厚さ 100 mm)、異なった居

住者が入る釜山( 厚さ 200 mm) であり、これによ って遮音がなされ

る。一方、ファサードは、方立 ・鴨居 ・敷居と壁パ ネルとサッシ ユ

の Ｚｾ ｉ ｉ 材 を似 つ ての長 且 み立て方によ っ て、多微な変化ができるように

なっている 。形式的な 組み合 わせでは無限 ともいえよう( 図14参照L

5 . 配線配管システム (図 13参! ! の : メタスタ y ト・パイロンか

ら上 がってき た配線配管は、 すべて 棚引 きによって 、各単位空間 の

床下に到達させら れ る。

すべてのユーティリティ 関係の室( 胤呂 、台所等) の配線配信シ

ステムは 、床 下から行われる 。床下からの配線配符は、設計やI普改

築の際に生ずる変化 に十分な適応性を示し、かっ配線配管のための

結合自11も床下空 :::1 に入れられている 。 このことによ って、壁配置に

ILI由度を与えている 。床下の暖房と屯気配線は、新たに 開発したも

のである 。 また 、術生器具は壁と一対で予めつくられており 、床上

にセットされて結ばれる。電気配線の垂直配線は 、扉建具枠に接し

て行われ ている 。

ｾ＠ 4. メタスタ ツ 卜建築システムの適用

メタスタ γ ト建築システムによ ってつくられた最初の建物は 、事

務所弘I! 築であ ったが 、メ タスタットの適rnという点では 、新都市ヴ

ルフェンの 一回て‘ の建設が最初である 。ほかにも 5例 がある 。 その

いずれも公 附競技設計入選 ある いは計画委託業務による 作 品である 。

新郎 rl i ヴルフェンの場合は、新都市内の川途保留地で地区センター

のまわ りの敷 地 につくら れており 、 120 戸の公営住宅と 商庖 ・集会

所 などの被合住築であ り、 住宅ピラミッ ド計画とも名付け られてい

る。こ れはプロト タイプの建設といえよう 。

ここでは 、 メタスタ γ トの適mと発展という 点 と、本来の主旨を

より点しているという点から 、 2 WII を紹介することにする 。 いずれ

も、既成 市街地 に立地するものであり 、ひとつはハノーパー ・リン

デン ( L i nd e n， I-I a nov er ) の再生計画であり、ひとつはベルリン ・

フライツアイ卜パーク ( F r e i z e i  t s par k ， B er-l i  n) の 住 宅 お よ び レ

ク リ エーションの ｉ 也 区計画である 。 双方とも 、都市 Ｑ Ｚ ｾ Ｚ宇線街路あるい

はアウトパーンのよ也区内敷設と 関連している 。

1  ハノーパー・リンデン地区の場合 (図 16- 19および 表 2 参照)

: 図 16の配間凶に示されるように 、地区は III J を償l析する自 動車道の建

設により 地 区コミュニティーが大小 に分断され 、住宅の小地区が取

り残されること になった 。 1972年に rl1 ｾ Ｇ￭ 日の案に 市 民任意団体の意

見参加lの後に 、街路やコミュニケー ションの，11，¥1 整 が は か ら れ る こ

とになり 、メタスタットの計画によ って1973年以後まとめられつつ

ある 。すなわち 、 それは古rt l市主要 ILI重OJ' ド幹線を跨ぐ新しい架構 方式

( メタス夕 、y ト建築システム) を Jll いる 住宅 計画によ って、地区コ

ミュニティーの分裂 を避け、 回復 を図ることである 。 自動車幹線路

はデッキでふさが れて、そ のデ y キ上 l立、主に歩行者専用路をもっ

商! 占fおとなり 、周辺 の街路から自由に往来できるように される 。 そ

して 一方で、、計画敷地 と周辺 既成住宅地 との :::1 にはオープンスペー

ス( パブリ y ク空間) が 設 け ら れ 、 こ こ を 通 ってコミュニケーシ
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ョンカ;'ll f J 長される 。 メタスタ y ト，11回内の地上階には 、公共施 設 が

配置された通りとしてのパブリ ック空: : i1があり 、 さらに 、「匪|い込み

空 ::i1J と各i主戸の庭によ ってセミ ・パブリ y ク空間と プライベート

空間が設けられる (図 16)。 オー プ ンス ペースのパブリ ック空間と

ともにメタスタットの大きな主張のひとつであるこれらの 3 つの空

1::1 が実際に確保されている 。|析 l白柿 11. 文でみると 、地下階と半地下 liir

ｬ ま思ＱＢ ド ｩ ｊ ｊｾｾ を設け 、 ｬ 階は ｊ 占街 ＱＱ 、幼干Ｈｦ ｾ凶 、 集会 所 などの生 ｩｾ 月 間 ｪ 土施 設

が歩行 者J.1{ H 1 日告とともに配置され、 2 1Wr 以 l二は住宅が計画されてい

る( 図 18、 19)0

住宅は特定 11的住宅 (老人住宅) を中心 'j!11J にして 、住宅配置は生

態学的条件の最適解を満たすべく努められている( 図 16、18) 。住 宅

の広さ 、高さなどの多機性とその配置である 。

なお住宅型は 、表 2 、図 17，18に示される 。 これからみてもわか

るように 、住戸型の似 は広く 、メ タスタ y ト建築システムで、i 1 1ii 一規

絡化 されていない 。

2  ベルリンのフライツアイトパーク (図20- 26参! ! の : この地

区の計画は 、建築空間のすべてが、高述内動車道路の j 二にあり、線

状 ，11・固にな っている (図20)0 線状挫築の向 f!!l lはオープンス ペースと

され、公| 認にな っている 。 デ y キ階は、! 苫告i 1i 、-'-;::校 、事務所 、.U 車

場等が設けられ 、その 上古11は外皮として住宅がピラミ γ ド状に集絞

される 。 そして各空 間に光と空気が満たされるように平断 l百計画が

なされる 。 このようにして 、道路の騒音防止、土地 の有効 利用、道

路 l山A山川lリ川l

i足己 (し一主E として f住主宅ピラミツド J訂l画による ) がi逮宝成される 。 これは大

架Wi Mをj 日いない 構造方式によ って可能にされ、メタスタ ッ 卜建物

システムによ って可古Eにされていると E'J 長される 。

住宅は、 4 .2 X 4 .2m

2

のスケルトンを! 日いて 10数種の型供給がなさ

れている 。

ｾ＠ 5  メタスタ ッ 卜計画建設組織

メタスタ y 卜は、 R. J . デイートリッヒ氏のアイディアとその理

論活展から 出 発し 、 支えられ て いる 。 しかし 、 その う ｾ現は 、 メタスタッ

ト ｉｬ ｦｬ ｾ を企業体 、 メタスタ ッ ト計 ｉｭｬ 企業体 、 メタスタ ｹ 卜建設企業体

の 三 つのｾ ，ｾ 本組織の 三 角 組織によ っ て発展的に行われる 。 ｉｬ ｬ ｝Ｙ ｅ 企業

体には、さらに開発グループ、専 門家集団 (技術の 開発実現) がサ

ブグループとしてある 。計画企業体には 、建築家( 設計グ ループ)

と討回専 門家集同がサブグループとしてある 。建設企業体には 、材

料供給尚社と建設訪f ' . l ; 長がサブグループにあり 、実際の建物はここ

でつくられる 。デイートリ ッヒ氏は 、開発グループと設式「グループ

に所以してメタスタ ッ トを発展させるのである 。資金的には、オカ

ル ・オ ッ トー ・クライパウム合資会社 が扱助をしており 、|出発グル

ープと迷設共同体 に直接つ ながっている 。このように 、メ タスタッ 卜

. パウシステムは広範な職能の来日J織化と産業の組織化によ って支え

られ 、づf_ J.孟させられてきたものであることは留立せねばなるまい 。
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パネルディスカ ッション
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い、 Ｖ“ Ｖ Ｑ年 ｬ ド ｩ にメず ンユ タ ｹ ト ｩ 池 ｬＡ，設 ｩ没立Ｏ点 ｊυ エ式 ｴ を姶 ｊ必 ｢ 。 アメリカで在外研究 。 ＶＹ 年 に同 ｉ､ ，ｉＱ ｾＱ 発

グループEFUを創設。70年にカ ノヌ都市lli 築国際大賞受賞 。72年 lこOKAL 祉 と協

Iwl でメタ ンユ タ y トの l制発と計画の共同企業体を設立。 74年 ヴ Jレフェン新郎市で

110戸の団地主II 設。ミュ ンヘン フォーラムの代表理事。
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パ ネ ラ - R . J . ディートリ ッヒ

( RI CHARD J . DIETRI CH)  

大 辻 真喜夫 (竹中工務広大阪本庖設計部

上 村 幸 之 (大林組建築本部設計第 2 部)

片 岡 昌 之 ( 日本住宅公団関西支社設計課)

発 言 者 小川 正 (竹中工務庖顧問)

紙野 桂 人 (大阪大学助教授)

主 催 大 阪 ド イ ツ 文 化 セ ン タ ー

日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部

日 時 昭 和 引 年 5 月 12 日

於 大 阪 ド イ ツ 文 化 セ ン タ ー

巽 ( 司会) このパネルディスカ y ションには二つのポイントがあ

ります。一つはディートリッヒさんに、日本における 目11，打住宅建設

の事例 を紹介して、 日本の実' 附を ごくわずかではありますが知って

いただくということであります。大辻さんと上村 さんには、芦屋浜

の高層プロジェクトについてお話しいただき、片 岡 さんには、住宅

公I;J Iにおけるこれまでの住宅建設についての経験にもとづいたお話

をしていただくことになっております。

もう 一つは 、今度はわれわれの{]!I J に対 してでありますが、H木のさ

まざまな s削列 ・経! 殺に! ! 百らして、その立場からメタシュタッ卜およ

びそのシステムをどのように考えるかということを取り t げたいと

思います。 したがって、ディー卜リ ッヒさんには、自分のH艮を通し

て 11 本の集合住宅について評価をお願いし、日本f]!l Jのパネラーには 、

逆に、これまでの経 Ｎ ｾ貴からメタシュタットをどのように評 価 し理解

するかというところにしぼっていくように話題を取り t げていただ

いたらどうかというふうに与えています。

それでは早速ディートリッヒさんに話をお願いいたします。

ディートリ ッヒ 私は'日本に来る li ij から 11 7ドの持っているものにつ

いて称賛すべきであるという印象を深くいだいてやって来たわけな

んですが、最初 に東京空港に降り立 ってみであらためて大きなショ

ックを受けたわけです。 というのは、まず、数多くの高層ビルデイ

ングが群がっていて、そのフ ァサードからくる都市的な迫力といっ

たものを強く !IA じました 。そのつぎに 、赤坂というダウンタウンに行

ったわけなんですが、 そこではまた先に受けた 印象 とは全く述うも

のを 1，13 じました。 ひとつの 百Il rl i のごく狭い範囲の 中 に、微妙にいろ

いろのものがいりまじ っていきいきと動いている感じは全く予想外

のことでありました 。 それについて思いますのは 、 ｉｉｾ の自 ｉｓ ､ ￮ にと

って大切なことはいわゆるオフィス{ 封、 3良行とか 事務F斤とかい った

ものがいっぱいある街区のそのすぐ哀に人々が住んでいるというこ

とです 。非常にいきいきとした自ifS rli とのつながりを持 って人々が生

活している 。 日本人にと っては 、商庖やレストランや住宅が混合し

た状態はあまり好ましいものとは考えられていないかもしれません

けれども、外Wl などは別として、払にと ってこのいろいろのものが

混在している郎市のありかたが非常に良いものだと感じられるわけ

です。 そこには 、普からの 11木の社会的概念が生きていると忠いま

す。一つの例としてあげておきたいのはペーパーウオールで、す。 こ

れは今なお人が社会的なつながりを持つ上で重要な i交Jf lj を来たして

いると思う 。ペーパーウオールを通して、 一つの家の '1-'で世代の違

う人聞が社会的なつながりを保 っている 。 そういうことが新宿' なん

かの非常に混雑したまちの状態も可能にしていると思う 。 このよう

な維然とした動きの激しいことが、たとえばヨーロッパのまちで起

こったとすれば、人々はお互いに殺し合いになりかねません。

円本の人々は、密度の組織化とか社会的な| 剥係づけとい ったもの

を 、 実際の生活の 中 でもうすでにけ っ ていると ｍｾ じました 。 ヨーロ

y パではこういうことはまず与えられなし、。 いわゆる 動的 な姿では

なくて、絡的な 、永久に同じ形で変化なくそこにありつづけるとい

うことが起こってしまう 。ですから、 LI 本の住宅のあり方というも

のは、今日のディスカヅションにとって、もともと非常に良いモデ

ルを促供しているのであ って、それは十分、現代のわれわれの生活

に迎合できると考えることが基本的 に重要なことであると思います。

今 日の午前中 lこ払は 、芦屋浜市府住宅の建設現上坊を 比 る機会があ

ったのですが、 これは実際には非常におい技術を持ち、非常に優れ

たものだと思います。 しかしながらこの方法は、先ほどから述べて

いる 11 木の伝統的なものとはあまり関連がないように思われる 。 ち

ょ うどわれわれが以 ｲ￬ｾ に行 っ ていたやり方になっている 。 私は 、 この

注怒 と社会 / 1976平 9 " り
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点、については、それが造られたことを責めるつもりはございません。

ただし、私自身はこういう解決策は理解できないと，思 っています。

というのは、たとえば、そこで考えられている生活内容に比して住

戸 自体があまりに小 さ過ぎる 。家具というものは、そもそもヨーロ

ッパ本来の形というものは、音11屋が大きくて、音11屋それぞれが分化

しているところで使う 。たとえばピアノを置く部屋とか遊ぶ部屋と

か、それぞれの機能に合わせて家具も造られてきたわけです。 そう

いうような家具をこの小さな部屋に適合させることは非常にむつか

しいので、音11屋自体 l主家具なしで必要に応じてしつらえられるよう

なものとするのが好ましいと思います。人間の成長というものは、

家の中で、誰にも何にもしばられないで、自分自身で形成していく

べきものであ って、家具とか何とかいう道具的なものが人間に仕え

るべ きものであり、人間が家具などに仕えるべきものではありませ

ん。 また 、人間の生き方は絶えず変わ っていくもので、それにつれ

て要求も変わ っていきます。 しかしそれは同時に社会環境に応じて

迷 った姿になります。私は、日本の人々が、日本の社会環境にふさ

わしい伝統的な考え方を放棄して全く違う方向に進んでいくという

のは理解できない。ですから、これからあなたがたは、もう 一度も

とのライ ンに戻る べ きであると考えます。

司会 どうもありがとうございました。ディー卜リ y ヒさんは日本

に釆られてかなり強い印象を受けられたようで、その印象を受けら

れた立場からわれわれに対して批判がありました。 ところでディー

トリッヒさんは、大辻さん、上中町I さん、片岡さんの 三名の方から、

それぞれの集f主体のシステムについての話をスライドを入れてお聞

きになりましたが、 どのようなご感想あるいはご意見をお待ちでし

ょうか。

ディートリ ッヒ むしろ私の方から最初にお聞きしたい。 どうして

日本では内部空間のフレキ シピリティという 、いままでず、っと持っ

ていたものをあきらめてしま って、反対の方向に走 っているのか。

いま行われている部屋のユニ ッ トはどれも大きなユニ ッ トの内容を

そのまま小さくしたものである 。住宅が小さければ小さいほどかえ

って内部空間のフレキシビ リティを持つ方が良いのではないでし ょ

うか。

大辻 ご指摘の点はごも っともと思いますし、私どももできるだけ

フレキ シピリティを小さな{ 主居に干寺ちこみたいと思 っているわけで

す。 しかし、これまでのいろんな事例についての追跡調査とか、あ

るいはそういうものの販売実績というようなことから考えまして、

やはり家族の分離就寝であるとか寝室数の確保であるとか、個室の

硲保というような点から、やはり分離をしたものが使われやすい、

あるいは好まれるという点があると思 っております。 しかし 、家の

中カ河悶室に分かれてしま ったために、外から帰 って来た子供が税の

顔も見ないで自分の部屋に入 ってしま って、何をや っているか親が

知らない、そこでいろんなトラブルがあるというようなことも現実

に起こ っているわけでして 、たとえば居間の中に家族がそれぞれ自

分の好きなことをしながらも 一つの空間におれるというようなフレ

キ シブルな空間が基本的には必要であろうと考えております。 それ

から、関東の場合と関西の場合でやはり地域差がありまして 、東京

のオーナーに言 わすれば、関西のように畳の部屋が多いとあまり良

くない。 そんなことはもう必要ないのではないか。 とくに若い世代

にはそういうものは好まれないというような問題もあります。関西

ではやはり日: の部屋が小 さく分離されているのが良く売れる 。 その

ような結果からもこういうような小さな一一小さいというか、われ

われとしては現在の、このような高層、高密度な集合住宅の場合の

住居のあり方としては必要な分割ではなかろうかと考えております。
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上村 日本は現在、いわゆる住宅政策にともなう住宅そのものが、

非常に貧しいということをお考えいただきたいと思います。理由と

してはいろいろあげられますが、その中の一つに産業の急速な発展

と、それにともなうわが国の人口の都市集中化 により 、欧米では 100

年かかつて都市化率が50% になったのに、わが国ではわずか20年しか

かかつておりませんが、 これにともなう住宅の不足と在来木造住宅

の建て替えや、高騰する地価の 問題等いろいろな困難な 問題をかか

えております。今日 一住戸でネ ッ トあたり 85m
2

の住宅が平均だとい

われておりますが、住居生活が日本古来からの畳式生活ーから椅子式

生活へと生活様式が移行している今回、お っ しゃるようなフレキシ

ピリテ ィのあるゆ ったりとした生川が欲しいのは事' A ーですが、現実

問題として、過密化した Il 木の部市住宅ではそうい った余裕は、も

はやないというのが事実です。

司会 片岡さんお願いします。

片岡 私が申しあけ‘ たいのは、従来の日本家屋の中で得られていた

生活というのは、たとえばプライパシーが非常に低いとか、それに

よって個人が尊重されないとか、も っと機能的に確立した用途の部

屋が欲しいとか、そのようなｾ求が強いということです 。 少なくと

も、いままでの日本家屋に住んできた人達はおそらくそう考えてい

るだろうと思います。 ところで、いままでの日本家屋というのは、

実は一戸 がネ y トの面積で50平方米だの60平方米だのというそんな

小さな家での話ではなか ったろうと思います。たとえば部屋の最小

単位は六畳 ・八畳であ ったりしまして、四畳半とか三笠とかいうも

のは、たとえば納戸であ ったり茶の間であ ったり、 一つの機能が固

定された部屋であったように思うのです。だから、デイートリッヒ

さんのおっ しゃるように機能を複合させたような部屋を与えようと

した場合には、とてもいま与えられているような設計条件の面積の

中ではやっていけないように思うのですが。

デイートリ ッヒ 日本の畳の問でもいちおう、特定の目的のために

使われていたと今お っ しゃいましたけれども、しかし別にそんなも

のを特別な使いかたをしなくても、誰かたくさん客があれば茶の間

であろうがどこであろうが、査: の昔11屋だ ったら泊まれる 。だから何

もベ ッド自身がその部屋のス ペースを占有する必要はないし、能率

的でない。

片岡 公団住宅の住まわれ方の実態からいえば、ベ ッ ドを持ち込ん

で生活していくというのは、た ぶん子供部屋ぐらいが主でして、主

寝室については布団での就寝というのが非常に多いのです。要する

に公団で考えている住宅でも重ね合わせの生活というのは、もちろ

んそれを入れないことには生活できないf土品且みにな っていると思う

のです。

司会 この問題は、ディートリッヒさんの言われる側面だけ見れば

確かに非常に便利なように、快適なように見えるけれども、これは

やはり日本の生活械式の過去から現在に進んできた流れの中で問題

にすべきことではないかと思うのです。

デ イートリ ッヒ そういう人の生活とか心とかはむしろ変わってい

ないのではないか。 その建物を建てる社会的な機構がそういうもの

を変える方向に働いているんではなかろうかと自分は思います。

司会 いや、そうじゃないと思いますね。戦後、まあ言 うなれば個

人主義的な傾向が強くな ってきて、それは個人主義的な傾向という

ものも批判されるべき要素が多分にあるわけですけれども、あまり

にもわれわれはそうじゃなか った。ですからそれを確立する 一つの

具体的な住宅の手段としては、相 当室内のプライパシーを高〈保た

なければならない、個室を確保しなければならないということが戦

後と くに強く起こ ってきていると思います。

-崎



デ イ ー ト リ ッ ヒ ・ シ ン ポ ジ ウ ム に 関 す る ご あ い さ つ 一 大阪ドイツ文化センター館長のことは ー

日本にあ、いても、またドイ Y においても戦後の住居の質の向上には

かつてなかったほどの目ざましいものがみられます。それにもかか

わらず、とくに大都市における住居あるいは住環波は決して満足で

きる状態ではなく、かえって不渦が多く出てきているのが現状です。

類似した問題を抱えている先進産業社会にとってお、互いに都市問題、

住宅 問題について話し合いを行い、解決への新しい道をみつけるこ

とは欠くことのできないことになりました 。

大阪ドイツ文化センターは日本のZ平門家の方々の後援によりすでに

数年来日独の問にそうした話し合いの機会をつくり解決への道をひ

ろげることを推し進めてまいりました 。

1974年の日独住宅問題シンポジウム Uil 俄の際はヴルフェンよりヴィ

ｹ トヴァ一氏を迎え日 ｾＱＡ 両国のニュータウンのプロジェ Ｗ ト ＲＴ 例を

}I;) i似したデ タ ・シートを用意、シンポジウム附催後は「変貌する

社会と住環境」という組でこのシンポジウムの結果を出版いたしま

した。また、その後、アルパース教授、 D.- . ベータース、マイケル

ナ一、ラングート各氏を大阪に迎え、怖心部の歩行者空間および都

心地域における計画と保存の諸問題を論じ、それらの結果も広く公

Ｏｉ ｾ ｊ されたのであります。

1976年 5 月、大阪ドイ Y 文化センターと日本雄築学会は初めて「メ

大 辻 フレキシピリティについては、もうひとつ別の面 、たとえば

ディートリッヒさんのお話にあ ったように 、 ある f主居ユニ ッ トが土幼

合によればオフィスにも使われもするし、 l苫舗にもなる 。 ひとまと

まりのユニットが、下駄ばき型の住棟 にもなるし 、住居専用型にも

なる 。 またパウシステム全体を自動車道路の上にも置ける 。 こうい

うような意味のフレキシビリティというのは本当に意味があるのだ

ろうかということを少し疑問に思っております 。 よく言いますよう

に大は小 を兼ねる 。 ゆとりさえあれば、 そういうフレキシピリティ

を当然待たせておくことは必要ですけれども、多用途なものに対応

できるほどのものを常に寝かせておくということの無駄は、私ども

の生活ではたえられないのではないか。 そしてまた 、高速道路の上

をまたいでという話でも、私どもの考えでは、い ったん建てた住居、

あるいは居住権のできた建物のその界限のゾーニングをそれほど手

軽に 、 その耐周 年数 がまだっきないうちに変えていくというような

激しい動きは、想定できないのではないか 、 その辺がフレキシピリ

テイについての疑問点です。

デ ィートリ ッヒ いま私が言 っておきたいのは、二つのフレキシビ

リティがあるということです。 ひとつはユニットの中でのフレキシ

ピ リティ、それは 、ユニット内の間仕切を取 って新しいスペースを

造っていくとか、あるいは外について、ポーチやベランダの部分を

取り去ってもう一つ部屋をつけ足すとい ったものであります。 もう

ひとつは、その使い道であります。 いま後者が話題になっていると

思いますが、いかなるフ レキシピリティもそれは手且終止イヒされていな

ければならない 。現代の都市構 造の 11
1
では 一 つの機能から 他 の機能

へ 移 っていけるもの、たとえば小さなユニットの人が大きなユニ y

卜の方へ移っていくとか、あるいは逆に大きなユニ y トを小さく細

分化して抜数のユニットに再生するとかいうことがある 。 しかし住

居のユニットをそのままオフィスにすることには賛同できない。 ヨ

ーロ y パの場合、とくにドイツですと、昔の大きな住居 、家・をオフ

ィスにする人が多かったわけです。 それはもう法律で禁止されまし

た。住居はあくまで住居であ って、それに対してオフィスのサブシ

ステムは別に考えていきます。{ 圭居のサブシステムをオフィスのサ

ブシステムそのものにホリゾンタル lこ
t
阪府しようと考えているわけ

ではなく、システムの入れ持えや組み変えの組織化を挺案している

わけです。

タ ・シュタ y トと新しい都市住宅の建設方式」に I測するシンポジウ

ムと講演を行いました 。世界的に有名になったメタ ・シュタット建

築峨式を開発したディートリ y ヒ氏を迎え、日本の専門家との fl IJ で

ディスカ y ションが行われ、このシステムのアイデイアとその遂行に

ついて活発な怠兄の交換が行われたのであります。 このシステムは

現在非常に重要視され、また今 11の生前に欠くことのできなも、 ("1ミ底ユ

ニ y トのフレキシピリティーと l順応力という点に重きをあ、いている

ものであります 。 この場合もまた前回のゼミナ- ) レと同級大きな成

果を収め、今後のインフォメーションの交換と両国t l J Jの交流を推進

する土台をつく ったのでありました 。 日独両国の専門分野のrmに会

話が行われるようにというドイツ文化センターの意図が成功し、こ

のシンポジウムが大きな成果を収めたのは常にこのシンポジウムの

計画にご協力下さいました専門家の人々、行政関係、法築業界、学

術団体の方々のおかげによるものであります。

このシンポジウムの開催およびその後の出版に関してご協力をして

下さいましたすべての方々に大阪ドイツ文化センターより心よりお

礼申し上げたいと存じます。

1976年 9 月9 日 穴阪ドイツ文化センター館長 Dr.  E . プラント

司会 この問題につきましてはフロアーの方からご意見が参 って お

ります。大阪大学の紙里子さん、お話ねがえないでし ょうか。

紙 野 ディー卜リッヒさんが言っておられる日本の市街地 の待って

いる特徴、たとえば問途の混在であるとか、かなり高い居住密度に

あるとか、それでいて 一応の生活水準が保たれ住み良さもあるとい

うこと、また建物の用途などもかなり自由に入れかわってまちの活

力に幸吉びついているというようなこと 、 こういうふうなことは、か

つてわれわれの消貨水準がかなり低かったということとのバランス 、

そのオーガニゼーションに乗ったかたちでうまくやれてきたわけな

んです。 ところが最近日本は 、 ご承知のように非常に高い物とエネ

ルギーの消費水準に移 ったわけですね。 そうなりますと、ディート

リッヒさんがたいへん高〈買 ってられる日本の特徴が逆に作用して、

市街地の環境水準を下げるという問題につながってきている 。 逆

に、惑い環境水準に陥 ってくる 。 それはおそらく、人がそこに住ん

でいる物としての環境と、それからその環境を使い、管理していく

システム、この両者の問のギャ ップ に 代 表 さ れ て く る 問 題 だ ろ う

とわれわれは考えているわけです。 そ う い う ギ ャ ッ プ を ど う 乗 り

経えるかというのがわれわれの一番 大 き い 課 題 で あ り ま す 。 この

ギャ ップを意識した上で居住環境としてのぞましい低層ということ 、

同H寺に高密化の解決ということをやりたいと思 っ て お り ま す け れ

どもたいへんむつかしい。 メタシュタット ・システムを拝見してお

りますと、非常にフレキシブルで一応の居住密度を持ち、かつ用途

抜合の方向を目指しておられるけれども、それは果たして環境管 理

のシステムとの r:日 にギャ y プを起こさないものであろうか、そのた

めの何かf士かけになるものがあるのであろうか、 ということを知り

たいと思 っているわけです。

デ ィートリ ッヒ これは非常に複雑な問題であ って、 一言で簡単に

はお答えできないんですけれども、すべてこれらの問題は 、 まずオ

ーガナイズされた状態でないとお話にならないのでありまして、そ

れで、いまお っ しゃ ったことは、自分もすべて賛成するし、よくわ

かる 。 こうい った抜雑な都市. r 1 l i 造の中では 、 いろいろな諸条例a がオ

ーガナイズされた上、ただ家の、住宅の問題だけのシステムについ

て話していても何にもならない 。 都市というものを、も っ と大きな

面からも、っき詰めてみる必要があるであろう 。単に建築家だけで

はなくて、建築家、それから都市計画家、地方自治体の人々 、 それ
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からもちろんデベロッパーですね、そういう人々が寄り集まって、

小さな ー粁の家からグルー プの家になり 、それがまた広が って最終

的には全体にいい影響が及 ぶようなことでなければ、都市の住宅云

々は言えないと思う 。

司会 ところでフレキシビリティの| 問題について、竹中工務庄の小

川さんが、ひとつのサジェスションを仰 っておられまして 、それを

ご制介しておきます 。

ｲｾｈＭ のない住居械式、日本古来の位の単位の互換性 、 建築構造へ

の開述性などを充分ご理解されてヨーロッパの住居に応用されるこ

とをのぞみます」と 。 なお、その下につぎのことを書いておられま

す。「木 11 の満 l j の席でも、床にマ γ トを敷いて座 った学生諸君のほ

うが、おそらく並んでいる桁 f に長H、?川JI 要かけているわれわれより

快適であ ったと思います」というコメン卜がございました 。( 笑声)

デイートリ ッヒ いまのサジエスション、非常にありがたくお聞 き

しました 。このことにからんで少しおおし巾しあけ、ますと、紅、は今阿

の旅行で 11 * の大工道具を 一式 1'1 ったのですが、日本の道具は自然

とのバランスを良くわきまえた使い方のものと思います 。 このこと

に比べて、現復われわれは 、材料の使い方を非常に軽々しく、自然

とのバランスを考えないでイT っている 。 たとえばわれわれはプラス

チ y クスをよく使う 。 これで材料を画一化してしま って 、自然との

バランスを殺している面が多い 。 この、配地、の浅い材質の使い方と

いうことをひとつ反省してみる必要があると思います。

司会 ありがとうございました 。つぎに、集住休の形態について少

し議論したいと思います 。 われわれの{ 主居は長い 間ローライズでや

ってきたわ けで、現在でも誹111をしますと庭っき一戸建てというよ

うなことを言う人が大部分であるわけです。 しかしそれにもかかわ

らず、ハイライズにしなければどうしてもおさまらないような高密

度なところに住んでいる 。 ところがその高街! 支な生活というのは、

たいへん危険というのか不安な要素があります 。 そこで、どういう

ふうにしてこの高密度な住宅の集合をわれわれの人間生活あるいは

コミュニティとして良いものにしていくかというあたりにさまざま

な工夫、あるし、はアイデア開発があろうかと思います。 その辺に つ

いて 、今スライドでごらんにな ったものについての意見を含めてお

話いただきたいと jι います 。

デ イートリ ッヒ 時間が限られておりますけれども、これだけのこ

とは一言 いっておきたい 。 いま、ヨーロッパの政府などで問題にな

ってきているのは 、高層ビルというのは人間の{ 陛康にと って非常に

害があるということなんです。低層の集合住宅と高層 私が言 っ

ているのは 6 階以上の建物ーーのものとでは、その中に住んでいる

住民の健康度を調べてみますと、 6 階以上のユニ ットの 中に入 って

いる人の病気にかかる率というのはちょうど約 2倍なんですね、だ

から、これは大きな社会問題にな ってくる 。中層の建物についてと

くに私がサジェスションしておきたいのは、ブロックスタイルが非

常に有効な計画手法であろうということです。 これは、住居は一体

の集合をなしているけれども、その中心部に共有のコートヤードを

持 っていて 、事はその中には入れない形式です。 このブロ ックをま

ちのネ γ トワークに発展させて、さらに公固など公共のオープンス

ペースをブロ y ク同士で囲むようにする 。 この公共のオープンスペ

ースは、各住居ブロックを結びつける{ 引きを持ちます。ブロックの

"1"のコートヤードもまた歩行者のサーキュレーションに自由に使 え

るわけです。建物と建物の r: nには木を植えて 、 また子供の遊び場な

ども造ることができる 。

ここでもう 一点強調しておきたいのは、多目的に使えるスペース

を造るということです。 それが、庭にも、まわりに住んでいる人々
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のパーティの場にもなるし、ちょ っとした野菜を f1' ることもできる

し、チ{ 共の遊び場にもなりうる自由な場が大切です 。第 3 の点は、

できるだけ多く車求を柏えまし よ うということです。 たとえば、各f主

戸には必ずバルコニーを設け 、そこにはまた必ずフラワーボ ックス

を造りたし、 。要するに、 1] 7ドの千11 からの小さな家の玄関先などでや

って いるように、小さな残りのス ペースをできるだけ多目的に盟か

に使うことがー 帝良い向平決法で、はないかと私は思います。現伐の高

層住宅や建築の同りはなるほどオープン ・スペースにな っているけ

れども、これはほとんど使いものにならず意味がない。 これに反し

て、ブロ y クシステムでは、その空間が人間のスケールですから、

人間が自分自身に関連づけて空間にかかわるということが考えられ

る。人間的な環境とか生態学とかいったものを尊重していくと、結

果としては建築も空 11:] もいきてきて、すべての点によくなってくる

ものです。たとえば、大きな幹線がまずあ って それが幹線道路にな

り、そこから支線へ分かれて入 っていくよう な計画をしたとすると、

この形では、毎朝建物 ｪ から人々が ｉｪｾ ，て来てきまった道を皆が歩くこ

とになるので交通問題が当然起こるであろう 。 これに対して人間的

な環境を考えてブロ y クシステムにすれば、人がオー プン ・スペー

スをL : I由に選択しながら歩くわけですから、市街地のある点からあ

る点へ行くのにいろんな道がとれるわけです。経端な交通の集中は

起こらなくなる 。 自動車の方も、ブロックの外周の道路を使い分け

てｾるから、同械に選択の ｬ 隔ができて交通イ亭滞を起こさないで済む

ようになる 。 これが一需自然に逆らわない計画のやり方です。

司会 大へんit 重なサジェスションをいただきましでありがとうご

ざいました 。 それに対するお返しというわけでもないのですが、や

はり小川さんからディートリッヒさんに対してヨーロ γ パの古い街

区についての提案がございます。 それは 、ディートリッヒさんの言

うコートヤードつまりセミノ f ブリ γ ク ・スペースをこそノマブリ y ク

. スペースにして、古い街並みのショップをこの中庭i!!l J からl j I の危

険なくキIJ 川するようにし てはどうかというこ提案です。

デ イー卜リ ッヒ コートヤードというものはあくまでもプライパシ

ーや純かな雰囲気を求めるよおですから、そこに商業胞設のようなも

のをかみ合わせるのはう子市があるのではないでし ょうか。コー トヤ

ードはあくまでも歩行者のためのものです 。商業施設はパブ' ) -') ク

・スペースにかみ合 っているもので、そういう静かな中庭とは関係

のないものです。

4、川 コートヤードをノ f ブリック ・スペースにふりかえることはで

きないんですか。

デ イー トリ ッヒ じゃ 一回、両方ともやってみたら面向いのではな

かろうかと思います。建物ブロックの前に大きな公園があるとか、

そういう地区であ ったら良いかもしれません。 それはまた商業地域

での計図であれば非 Ｇ ｉｾ［ ｾＧ に良いものになると思います 。 しかしそれが

住宅地であれば、ちょっと狭い、静かなコートヤードが必要です。

それから別の面で申しますと、単調な道路のグ 1) .' ) ドだけでできた

ノf ブリック ・スペースではなくてパブリック ・スペースはまたそれ

なりの空間的な変化を持つことが必要です 。たとえば教会とか寺院

とかをいかしたい 。教会のタワーとかそういうものは市街にオリエ

ンテーションを与えます 。歩くものに方向づけを与えます。人工的

なブロ y ク ・パターンだけでは人間は満足しない 。だから、できる

だけ自然の地形や要素をつぶさずにとり入れた公園とかそういうも

のを建物のすぐそばにオープンスペースとして確保することは理怨

的なことであります 。

司会 かなり良いところに結論がきたように思います。本日はどう

もありがとうございました。 ( 拍手)



このシンポジウムの意味するところについて

このシンポジウムは、形の上ではヨーロッパの専門家と

日木の専門家の li f I の討議として行われたのであ ったが、 そ

の議論のなかみは、いわば日本ff!l J の関係者に自問臼答をっ

きつけられた形であ ったと言って良いのではなかろうか。

これまでわれわれは 、住宅 - 都市の建設や整備について、

ひとつの選択を行 ってきたのであるが、 その選択の弱点に

ついて専門家といえどもいささかの危倶や迷いがあり 、デ

ィートリッヒ氏はその点を率直に突いた疑問を 出 したと言

えるであろう 。

フレキ y ピリティ マルチィファンクション ，< ラノス

まず住宅 . Mdi は、可変性、多徴性、自然生態との調和、

A ー ガ ナ イ ズ

を作 った組織化された姿にという哲学がある 。 そこで、高

層 ・高花: な住環境よりも、低層 ( 5 F 以下) で350人/ ha 

( パリの旧市街地の人口密度) 以下の居住環境を選択すべ

きであると言う 。 これに対して近年の日本の都市住宅はよ

り布くより高密な方向の選択をとろうとしてきた 。 それが

来たして問題の木質的な解決につながるであろうか。 これ

が第一の疑問である 。

これまでのヨーロ y パ流の機能主義的な用途分化と m途

の不変性に支えられた生活秩序や空間秩序よりも、 W: r羊的

な合理主義に裏打ちされたま ｦｽ ｊ 的 で、多綴な生活と ｾ ｉ Ｚｮ の方式

へ選択を切り伴えたいと i及は言 っている 。 それについてな

ぜi I 木の専門家は、狭くて、活動的で 、流動的で、過密ぎ

みにな っている現実はそのままにして、日本的な合理主義

の伝統をほうり 出 してしまっているのか? 機能主義的手法

はこのような現実の解決にはつながらないのであるから選

択がもともと誤 っているのではないか? これが第二の疑問

である 。

経済的な合理1 ' 1ーよりも人間重視 や 自然生態の対局重を実現

していく方が、思い もかけない後追いの膨大な W1'(や、や

り直しの無駄な投資をはぶいて結局はより良いものになる

のであり、それは本来日本の心1 ' 1 : に適していると忠われる

のに、現代の住宅 ' n ! l 市にその成果がみられないのはなぜ

なのかつどこかr : n巡 った方向に踏み込んでいるのではない

刀、? これが第三の縦Ii IJ である 。

多綴で、CIIII で、流動'1'1 のある環境は好ましいが、現代の

大阪大学 紙 野 桂 人

高度化された社会では組織化された秩序の法線が重要でh あ

る。 ノf ブリック ・スペースとセミノ f 7 ' リック ・スペースは

峻別され、市街地はそれぞれの居住特性に応じて区別され、

居住や業務や商業なとーの活動 はそれぞれふさわしいサブシ

ステムを持つ必要があるなどがその一端である 。現在その

卜分な組織化の手段はどこでも模索されている最中である

が、 それについての努力はなされているかっこれは共通の

課題であり努力円燃である 。

快適に住める環境は、人為的に単調に計画されたもので

あってはならず、視党的、空 li J J 的、社会的な変化を包容し

うるものでなければならない 。 そのための手法の搭積を高

めよう 。 これもまた共通の課題である 。

このような問題設定に対して 、いま 、われわれの複雑に

屈折した経験から lりl確 で直依な回答を ，'Hすことは無理だと

いうことは言えるであろう 。 しかし、実際にどんどんf主宅

を建てていくことと 、 こうした基本的な疑問に答えること

とが無関係であるというようには考えたくない。

高層 ・高宿は " 本の郎市にと って避け錐い枠組みである

のかどうか。枠組みの前提にあるものをも っと角浮きほぐし

ていく努力が必要と 思 う。住戸内プライバシーの椛立が住

戸面相の過少な ｦ 見ＧＩｾとつなが っ てず、 っ しり根を下ろしてい

る現状について、まず、基本財である住戸面積の拡大に全

力をあげる必要があると思うが、 さらに郎 rl l環境や郎 市施

設、公共空 間のアメニティの不足からくるひずみはないか、

生活内容の社会化や公共化の将来の進展に合わせて打開策

はないかなど、与えるべき点はいくつか予想されるように

も思う 。

なお、当 日の討議では十分意見の交換はできなか ったが、

メタシュタットのひとつの竹子として 、郎市施設の空中権

を有機的 ・紅出M内に活用し、自fl dl ' l:i，Tj に役立ててゆくべき

であるとする考え方が打ち出されている 。 これまでの郎市

立] ! ; 設は、土地所有区分中心に計画されてきたが、これにひ

とつの t伝回点、を与えていると 言 えよう 。 ただし、そのため

の 、ｾｲＺ月 管理の剥 ｵ ｲ，占をどうするかなど 、相 当な ｾ ｦ ｾ 問 は予想

されるところである 。
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住宅公団の近況と K E P

住宅公団は発足以来、すでに20年を過ぎ、発注 してきた住宅戸数

は今年中 lこ100万戸 を数えようとしている 。 どのような住宅を、ど

のように作り、どのように供給してきたか、すなわち住宅の設計内

容と、生産についての設計上のとらえ方 、 および住宅供給計画の考

え方について、この20余年間の変化と、近々迎えようとしている変

化とを比較してみると、近々迎えようとしている変化は、今までの

ものとは全く性質を異にするものであるといえそうである 。

住宅供給計画の考え方については、従来から「標準設計による型

別供給方式」と呼ばれる方式を続けてきている 。( ここで言う標準設

計とは、標準化されたプランニング手法による 一連の設計群という

意味で 、いわゆる「公団の間取り」の全住宅設計群を示す)

この方式は、公団住宅の供給対象層のモデルとなる世帯群を設定

し、この世帯群の世帯構 成の経年変化について統計的にシミ ュ レー

ションを行い、群としての世帯構成が安定する数年次あとの構成の

世帯群を設計上の入居世帯群として、 2 寝室型炉J %、 3 寝 室 型 何 %

という型別供給計画を作り 、予算上の平均

声尉莫 lこ加重平均上見合う標準設計群を作り、

建設していく方式で、平均規模を小さく押

さえられていた時期においては、 DK 型の寸

詰まり標準設計群であ ったり、面積上多少

ゆとりができた時点で、標準寸法の D K 型

標準設計群に切りかえ、さらにゆとりがで

きれば L 型標準設計群に切りかえるとい っ

た方式である 。

こ の 方 式 は 、 か な り の 合 理 性 の あ る 方

式とされてはいたが、入居者が、その家族

織成に変化をきたすたびに、供給計画上予

定した「最適の住まい」に常に住みかえる

という前提に立 っており、もともと十分で‘

はない住宅規模と、近年ず っと続いている

著しい家賃高騰のもとでは、「住みかえ」は

事実上困難であり、住みかえないというこ

とは、逆に計画上好ましい水準で‘ の定住性

がないということであり、この方式の合理

性が失われた結果、これらの実態をふまえ

た新しい住宅供給方式の確立が急がれてい

片 岡 昌 之
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るのが現状である 。

最近、公団住宅の主力とな っている分譲住宅においては、当初か

ら定住性の要素を重視した結果、型別比率は理論値よりも 3 寝室型

等の大型住宅を多く供給してきているが、大は小を兼ねる式のやり

方は、「間に合わせ」的であり、より個性的 、より本格的 lこ住める住

宅を供給する方向への解決が望まれている 。

「住みかえ」が実態上無理で、かつ住みかえ不要の住宅とするため

には平均規模が不足する状況のもとで 、 または 、規模 が一応満たさ

れた状況のもとでなら、より本格的に住める住宅とするために、所

要寝室数に置きかえて l 室崎( 減) 程度の家族構成変化に、音11屋 数

上も、プランニング上も好ましく対応できるプランの住宅を考え出

し、定住性または順応性のある住宅として、型別供給方式の行きづ

まりを 打開し ていく方向が固まりつつある 。

就寝室数が変更可能となれば、型別供給という「型」の怠l床が薄

れ、面積t見模別供給方式とでも H乎ばれる方式となるであろうが、こ

4

S
I

l

l

家

銭

型

13 16  22 19 7  10 

年 次 一一一ー

図ー 1 10∞世帯家族型構成 3 年ごと変動 (日本建築家協会 ・公団関研課 )

部品への分割のための切れ目の分類 (杉i II i 進 住宅公ElI )

要因 の 樋 ｾ ｛ 切れ目 の要因 切 れ 目 の 役 割l ジョ イン卜への 要求

耐久性の差に

問途、効用の変化に対応す るための 切 {士m開始後、必要に応じて付け換

よる 切れ 目

れ目 えられな くて はな らない

部品の耐久性の差による切れ口 (取換性)

告s起品の働き

に 図 立地条件の差に対応するた めの切れ目 最初の組立の時点で、. t 品種の昔s

. t 係性のため 家族の要求の差に対応す るため の切れ 品のど れもが取り付け可能でなく

の切れ目 日
ではなら辛い (互換性)

好み、趣好に対応するための切れ目

作業性のため 運搬のための切れ目 l 対 l で組み立てた後は、国定し

部品のつく

の切れf I 組立作業のための切れ目 てしまう ジョ イントでも榊わない

り方に起図

生産組織に起
流生産販業売種機ま椛たは職種による切れ目

同 」二

因す る切れ目 通 による切れ目



のためには 、 うまいプランニングのほか、間仕切移動等を上手に行

えるためのモジュラーコーディネーション、ディテール、うまい部

品化等のテクニックが用意されなければならない。

また、この方向は、単に住宅供給計画上の欠点を補うばかりでは

なく 、入居者の職業なと♂社会的属性に従 ったバリエーションを持っ

ていない現行の標準設計を補い改善していくことにもなり 、 さらに

は、より個性ある住まい方を実現していくためにも有効な材料を提

供していくこととなろう 。

x  x  

一 方、生産とのかかわり合いにおける現在の公団住宅の設計はど

うであろうか。

住宅生産の工業化については、きわめて級位的な取り組みがなさ

れてきた 。

住宅の内外装、装置、設備部品については、公団型の台所流しに

始まるおよそ部品として成立しそうな住宅の部分はすべて部品化を

行い、 一般性のあるものについては、公共住宅共通の音1I 品として部

品化を行 ってきた。

部品化は、その理論上は、設計の目的、耐久性、現場での職種、

また生産業種等で共通するうまい切れ目を見つけて、建築の部分を

取り上げ、適当な 寸法、調整等境界面のルールを確立した上で行う必

要があるが、当時、在来工法の躯体を前提としたため躯休の精度は

悪く 、またサッシのように左官で塗り込み可能であ ったり 、流しゃ

吊戸棚のように一方の壁に押しつければ、反対側は自由空間であ っ

たりする部品であ ったがために 、寸法制豊富については、呼び寸法を

いくらにするか以外の考慮はする必要がなか った。

部品化がこのような昔日分にとどまらず、間仕切壁や浴室ユニット

のように、上下左右に躯体もしくは他の部品がくるような部分にま

で進み、また建設当初うまく取りつけられるだけでなく、入居後も

移動したり、取りかえたりする必要が出てき、さらに躯体{ ! ! I J も部品

化が進んだ現在では、寸法調整ルールを碓立し、これに見合 った部

品としなければならなしリ易商に至 っている 。

部品分割および寸法調整ルールを確立したもとでの部品化に、公

団のような事業体が乗り出す場合、安易なルール設定は、公団側IJ の

損失ばかりでなく 、社会的な混乱をまねく恐れが十分にあるため、

ルール設定については社会的なコンセンサスを見定めながら行う必

要があり、そのための手法もふまえた方法論および実践が今求めら

れているわけである 。

また、現在までの部品は、その多くのものが発注者{! !IJ で設計内容

を詳細に亘 って決めてしまう単一規絡部品であ ったために、性能、

生産技術、使用材料等についてメーカ一間の競争の場を狭めてしま

っている結果、メーカー側の知恵を有効に引き出す方法論に欠け 、

また、同一規格部品を多数のメーカーが作るに及んで、立産のメリ γ

トも薄くなり、コスト高傾向を生じはじめたほか、モデルチ ェンジ

め自由度も失うに及んで、設計の多機化が要求される中で、逆に性

能、デザインの固定化傾向が進行した 。

このような傾向を抜本的に改革する必要があるため、部品化に関

しては、部品分割、寸法調整についての約束を明確にし、また個々

の部品については 、ユーザー{ ! ! I J が要求する性能を必要にして最小限

の範囲で明示し 、メーカ- { ! ! I J にまかされる部分を大きく残し、また

性能についても ー水準に固定することなく数レベルについて設定し、

公団住宅ばかりでなく、イ也の公共住宅、民 II l I デベロッパー、 一般住

宅にも使用できる内容とし、需要量の拡大を考慮した体制への組み

かえが、ぜひとも必要であり、これに係わる 一式のルール、方法論

を一事業体の独断でなく策定する必要が今あるのだと考えられる 。

公団での実験プロ ジェク卜 f K E P J  

現在、住宅公団と住宅部品開発センターとにより、 KE P (KOD

AN E XPE RIME NT AL  PROJ  E CT ) と呼ばれる実験プロジ

ェク卜を実施中で、すでにその第一段階を終わ っているが、 これは

住宅生産工業化動向における住宅構成材の部品化という技術手法に

より、以上に述べてきたような状況を抜本的に変革し、さらに住宅

の供給、計画、設計、発注、施工、管理に亘るトータルなハウジン

グシステムの石雀立をねらおうとする実馬主である 。

K E P を部品化という技術手法を軸に展開しようとしたのは、つ

ぎの理由によ ってである 。

第ーは、多様な住宅の供給を生産 (建設) 面から可能にしうるの

は、将来を考えれば、多品種部品 システムであること 。第二は、統

一的なルールによる ジョイントで組み合わされた部品化住宅では、

その部品の移動 ・交換 によ って、生活の変化に対応した居住者の、

「創意ある住みこなし」がより容易となること 。第三は、スペア生

産の容易な部品システムによれば老朽化 ・陳腐化した音11分を必要に

応じて交換が可能で、全体として維持保繕性能を高めて、住宅の寿

命を延ばしうること 。第四は、部品化の背景にある工業化の拡大に

よって、建設コストの合理化、 とくにより性能の高い住宅、付加価

値の大きい住宅のコストの合理化が可能となる 。

そしてこのようにさまざまな可能性をも った部品化を単に住宅生

産サイドからの嬰請のみによ って進めないために住宅供給者であり、

部品の中間需要者である住宅公団が、特に システム開発の初期の段

階で適切なオリエンテー ショ ンを行う必要があるという理由からで

ある 。

したがって K E Pのねらいとは住宅公団のような中間需要者にと

って使いやすい部品を開発していくための布石をうつことにあり 、

具体的には 、新しいハウ ジングへ向けた部品化の正しい方向づけと

部品システム開発そのものの促進の 2 点である 。 このねらいを実現

するために、 K E Pでは基本的でかつ広いコンセンサスを得られる

と思われる部品化のための統一的な基本ルール( 住宅構成材分割! の

ルールと室空 1/:l Jモジ ュール) をまず提案し、このルールをもとに部

品の試作、実物の住戸でのアセンブルまで具体化した実験を行い 、

検言正してみようというわけである 。

この基本ルールが第一のねらいである ( 新しい可能性を持 った部

品化〉への有効なオリエンテー ショ ンになるかについては 、その要

点とするものは 、つぎのとおりである 。すなわち、ハウジング事業

にと って可能性を秘めた部品化とは、従来からいわれているように

オープン部品であるという認識に立 ち、躯休とその他の住戸構成部

品との関係を、躯体工法や住線形状にかかわらず同ーの部品 システ

ムが使えるようにルール化し、また部品問中日互にもなるべくメーカ

ーによ って組み合わせ( アセンプル) の制約がないように、分割lの

方法をルール化したものである 。

つぎに、この基2ドルールが第二のねらいである ( 部品システム開

発の促進〉 になるかに関してはつぎのように考えている 。一般に部

品システムの附発に当た っては、部品分割、モ ジュ ラー ・コーデイ

ネイション (MC)、部品性能、告11r!f!，f/i Jの ジョ イ ン トシステム 、現湯

アセンプル工事における ジョブ ・コーデ ィネイ ショ ン、部品流通機

構の確立等いくつかの条件を整備した統一的なルールが必要である

といわれるが、これらの数多くのルール策定が困難であるため、部

品システムの開発が進まなか ったといえるわけである 。 そこで K E

P においては諸条件のうち戦略的に見て最も有効でかつ現状で広範

のコンセンサスを得られると，思われる必要最低限のルールを提案し
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た。すなわち K E P における音11品3式作、尖

験建設の! 成求果をもとに昔部11品分苦訓|リlとMC に|限附見刻l  

するコンセンサスが{ 得尋られれば、イ也の条1 ' 1

についても逐次主主的されて部品 システムの

開発が促進されるであろうという考え方で

ある 。

また、性能や ジョ イント対する仕様は技

術革新にともな って変更していく べき性特

であるのに対し、基本的な分割l システムや

MC はい ったん決めると変更が難 しいだけ

にi漠重にかつ先行して決めてお く必要があ

るからである 。

以上のねらいを実現するための部品開発

プロセスを K E Pではどのように考えてい

るかを 図 - 2に示す。大きくは Il Meのための

実験プロジェクト段階と、実際に部品その

ものを |甘Hをする実用 11日発段階とに分かれる 。

実験プロジェクト段階ではオープン音11品シ

ステムのための基2ドルールを提案し、これ

に基づ‘ いて部品を試作するための開発仕織

を作り 、つぎに部品の基本設計とでもいう

べき、システム開発設計を行 ってシステム

カタログを作る 。 この基本ルール、部品 UfJ

発仕様、部品 システム ・カタログが全体と

して K E P システムのf士主設である 。

x  x  

限られた誌面で K E Pの紹介を行うのは

困'J1ft であるので 、i ¥' f しくは f K E  P システ

ムカタログ( J t オ ・住宅部品開発センタ一発

行 )J によ って いただくこととしたい 。

K E P実験プロジェクトには 、住宅の プ

ラン 1m与をは含まれていないが、公団の総合

試験場で行 ったアセンブル実験においては、

K E P部品による 実 験 住宅が建設されてお

り、この実験住宅のプランニングにあた っ

て、将来予測される家族構成変化、属性、

個性的住まい方に順応性の高い住戸プラン

例数例を試行したので、そのうちの一例を

図 - 3 に示し、諸兄の高覧に供したい 。

( 本稿の - :)11は住宅公 li l. lllJ 研諜資料 KEP REPORT 

7 ー l の抜ヰーで ある)

K E P関連資料リスト

K E P システ ム カ デ ロ グ

K E P  R E P OR T  

1品i査研究mJ 報No.48
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K E P システム{ 士4藁

〈 実 験 プ ロ ジ ェ ク ト ( K E  p )  )  ¥ 
実 用 開 発 }  

図- 2 K  E  Pにおける部品開発プロセスの考え方

Ｈ ｡ Ｉ 住宅供 給段階ｬＨ固定パーツの設置 ｾｉ ｼ i  i  

ＧＭ ｾ＠ HJ  

図- 3 カ: : ) l ロクによる実験住宅設計図



日本における集f主体のハードとソフトの考え方

A S T M提案の考え方

川 口 順 弘

1，はじめに

本来、建築は人間の行動( ソフト) を満足させる場( ハード) を

提f共するための技術的解決の所産であるといえる 。集f主体において

も当然この原則があてはめられるべきものであるが、現実に集住体

を設計する段階においては対象とすべき個が確定しているわけでは

なく、予測の上にた ってi長団としての住まわれ方を対象とせざるを

得ない。 したがって、その集住体の建設される地h抱襲域や社会的要

因を分析し、それにもとづいてソフト面での条件を策定し、これに

対応するハード面での織成を求めるという手法をとる 。 このことは

ハードのうちにフレキシピリティーを要求することとなり 、一方、

ハードの状況からソフトへの規制あるいは拘束を生じることとなる 。

このようにソフトからハードへ、ハードか

らソフトへと相互に求め合うサイクルが生

じる 。 このサイクルにおいてソフトとハー

ドのより円滑な盤合へと技術的解決をはか

ることが築住体の設計における重要なプロ

セスである 。

集住f本におけるソフトとハードの整合と

いう附泌を解決し、良好な住環境を創造し

ようとする動向は各国においても同織であ

り、行政の側としての方策のーっとしてオ

ペレーションスル一方式を採用することが

多くみられるようにな った。芦屋浜高層住

宅プロジェクトはこのような背景のもとに、

建設省 ・兵庫県 ・芦屋市 ・円 木住宅公団 ・

兵庫県住宅供給公社 ・日本建築センターの

主催によ って実施された「工業化工法によ

る芦屋浜市層住宅プロジェク卜提案競技」

に第一位入選した A S T M企業連合 凶 の

提案を実施案として採用し、建設工事に着

手しているものである 。

以下、この A S T M提案における築住休

のソフトとハードについての考え方を紹介

する 。

(註 ) A  S  T M企業) i l i 合 とは 、 新 日 本 製 鉄 竹 中 工 務

!占 ・総 F1[i t  ' 必 F興 l!ff ，，: 百砂熱学工業の 5社で

械成される企業グループで、 A S T Mの名は、当

プロジェクトの地名と情bJ ( 各企業 の頭文字を 組み

合わせたも のである。

2 ， A S T M提案 の 概 要

戸屋浜高層住宅プロジェクト提案競伎は「良質で適正価格の 高層

住宅の開発」と「高層住宅団地 における良好な住環境の整備」をテ

ーマとして 、住宅および生活関連諸施設の企画から設計、生産、販

売、維持管理までを含む広範囲な 内容について提案を求め たも ので

ある 。

建設用地は、兵庫県芦屋市の南端部に造成された約 125 haの海浜

埋立地のほぼ中央部に位置する約 20 ha の敷地で、 ここに県 ・公社

・公団 ・民間の各建設主体による 6 タイプ、14- 29階建、 52棟、合

計3，384戸の住宅と 、生活関連諸施設および屋外付帯整備工事を含め

て建設されるもので、埋立地 に誕生する人 1120，000人の「芦屋浜シ

Regi onal  Park 

••••• ・.
!  !  コミュニテイブロ ，7

-・・・. '

。ブロバ内オープンスペース

中央線道

緑 道

図 - 2  
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生活集合体を創り出すことにつながるものと考えられる。

当プロジェクトの団地構成計画においては、生活領域のヒエラル

キーとコミュニティー形成の場を段階的な集合としてとらえ、この

集合をハー ド面でのエレメ ン トと ジョ イントにより構成してい くシ

ステムを採用した。

高層集合住宅を工業化工法によって生産し団地として構成するた

めには、基本的な考え方としてエレメントとジョイントを明確にす

る必要がある。このエレメン卜とジョイントの組み合わせによって

一つの集合が構成される 。こ れがつぎのエレメントとなり、つぎの

ジョ イントと組み合わせられて次つぎに段階に応じた集合を形成し

ていき、団地としての構成システムとなる。

団地構成上の最小単位は住戸であり、これを第一段階のエレメン

トとした。これは独立した一つの家族としての生活領域である。こ

の第一段階のエレメントを結ぶジョイントとしての 2 つの階段室と

共用階によって 17戸の住戸が第一の集合とし て形成される 。第一の

集合は、構造、設備、防災避難、 {耐各算定等の住棟における基本単

位となるとともに共通の施設を使用することによって形成されるコ

ミュニティーの基本単位でもある 。

第一の集合が所要の階数に応じて重ねられて一つの住棟が構成さ

れ50戸 (14階) - 100戸 (29階) の第二の集合となり、 建築体として

の単位となり、集住体としての生活領域が明確になる。

第三の集合はエレベーターシャフト ・エレベーターホールを中心

とするジョ イントによって第二の集合が結合されたものであり、共

用階・セミパブリ ックが述統するネットワークを作りだしている 。

当計画ではこの第三の集合を、原則として 300戸の単一建設主体の

f主戸による ものとしている 。

第四の集合はオープンスペースを媒体として第三の集合 2 つによ

って構成されている 。 この集合は原則として異なる 2 つの建設主体

の住戸を組み合わせて階層混合としている。

第五の集合は団地全体となり道路や各種都市設備をジョイントとし

て第四の集合 6っと中心施設の各エレメントによって構成され、団地

全体としての コミュニティーを形成する 。この高層 団地はさらに幹

線道路のネットワー夕、ショッピング施設等を媒体として周辺地区

へ、さらに既成市街地へとコミ ュニティーの領域を展 開していくこ

とになる 。

このようにエレメントとジョイン卜を明確に認識し順次構成して

いくシステムとしての考え方は、住戸、住棟、エレベーターシャフ

ーサイドタウン」の 中核となるものである 。

A S T M提案の特徴を概括してつぎに列記する 。

① 高層住宅団地における良好な住環境の形成

・社会的環境( 階層混合) と物理的環境( 日照・通風 ・眺望 ・騒音)

の整備

② 高層住宅団地におけるコミュニティーの形成と安全性の確保

. コミュニティープラザと防災ミニ拠点として共用階を設置

③ 都市設備の充実

・地域暖房給湯、真空ごみ収集方式の採用

④ 大架構の採用

・階段室を柱、 5 階ごとの共用階を梁とする鉄骨大架構の採用

⑤ 工業化工法への提案

・架構体と{ 主戸構成部材を分離し、架橋体は従来工法の合理化 ・省

力化をはかり、{ 主戸構成部材は工業化. i J ] ; 産化を徹底させる 。

⑥ 高水準の管理、運営を提案

・宮民協力による統一管理会社の設置

. 耐用年数に応じた保守管理

3.  団地構成計画

生活集合体が形成される状況は、 個から 全体へと生活領域を拡大

するプロセスにおいておのずからある集合をつくりつつコミュニテ

ィーの坊を展開していくものである 。 この状況と建築の集合のシス

テムとを合目的的に対応、させ干刻字だてた空間として構成することが、

団地の構成を計画する上での重要なポイン卜である 。 このことは、

しばしば見うけられるような無機的な建物の集合にすぎない感のあ

る団地に、人間の生活する場としての生命を与え有機的に活動する

図 - 3  
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社会生活施設の充実
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連続するネ y トワーヲ オープンスペースの{囲み)

図 - 4  

.第2の集合 ( 50- 100戸)

生活領践のヒエラルキー明硲化

. 1住戸 . 第1の集合( 17戸)

間口 6 G- 7 G 共用陪セミパブリ y ヲ

奥行 10G- 15G 多目的な利用が可能

の範闘の住戸規模を標準化 5層毎に設置

空間と表情に秩序を与える
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ト等をより大きな部位としてとらえる考え方と

つながり、工業化工法に対応する標準化と展開

性に大きく関わる基本的なものであるとともに、

生活領域 ・コミュニティーの形成、保守管理へ

の対応等、ソフトの箇においても団地構成の シ

ステムとして大きな意味を持つものである 。

、" 計画ではこのような システムをベースとし

て社会階層の混合、中心施設の配置、コミュニ

ティー形成の空間の創造等の社会的環境と日照、

気流、騒音、眺望等の物理的環境のバランスを

とり、快適な住環境を追求した。

4 . 住戸計画

住戸ユニ ッ トを計画するにあた ってソフト面

からの要素とし て階層構成、家族構成、生活サ

イクルの 3つがある 。 これらの要素に対応して、

ユニ ッ トの基本型 ・広さ ・プランバリエーショ

ンをどのように設定するのか、フレキ シピリテ

ィーについてどのように考えておくのかがハー

ド菌で考慮せねばならない問題となる 。

当計画では鉄骨大架橋と住戸構成材としての

Pc a 板を分離 した架構形式を採用することに

よって、 f主戸内には柱 ・梁がなく自由な空間を

得ることができた 。 このことは 2住戸 l 階段の

両面開放の平面形とともに住戸平面バリエーシ

ヨンの展開への対応、性が大きく、また階数によ

る構造躯体の変化からも解放され、部材 ・部品

の標準化に制約が少なく、設計上の自由度が大

きく得られ、フレキ シピリティーの高いものと

なった。

住戸ユニ ッ トは900nmを単位とするモデユール

グリ y ドにのっとって 、間口 6 G、 7 G、奥行

1Q- 15Gを変化させて住戸の広さ 、バリエー シ

ヨンに対応させるとともに部材・部品の標準化

をはか った。 また住戸平面を決める大きな要素

である設備ユニットの位置については、イ ンナ

ー・センター ・アウトサイドの 3 つの位置を設

定した。間口 ・奥行のモデュールグリッドによ

る変化と設備ユニ ッ トの位置との組み合わせに

よって図 - 6に示すような数多いタイプのプラ

ンバリエーションが得られる。 1つの棟に 多数

の住戸タイプが存在することは、バラエティー

という面からは望ましいものであるが、工業化

工法によ って生産する場合、一般的に経済的な

面から不利であり、バラエティーの範囲 ・位置

とい った分布を具体的に設定することにも問題

がともなうことになる 。当 計画で、は同一棟につ

いては同タイプの住戸ユニットで構成すること

とし、事業主体( 県 ・公社・公団 ・民間) と供

給方式( 賃貸 ・分譲) によ って異なった 6 つの

タイプの住戸平面を採用した。

ユニット内でのプランは設備ユニットは固定

となるが、 間仕切 を移動することによって変換

することが可能である 。 また生活サイクルにと

図 - 5  

ライフサイクルと

住要求

問

「

い

」

一

D

一

第

百

園

川
-

L

-

A

V

 

賊

一

1

=

ω

一

軍

一

B

・

圃

K

一

尾

一

A

V

 

則

一

郎

=

ω

一

語

一

m

・

・

K

一

院

一

A

V

 

則

一

間

二

k

一

軍

一

開

園

・

L

一

A

V

 
E

凶

吟

一

J

一

者

一

l

l卜

1

1

1

L

身

a

・

一

.

.

 

K

一

町

一

挫

の

〆

イ

コ

円

ゴ

却

炉

ぃ

テ

-

主

一

H

レ

リ

n

H

H

U

M

U

S

-

い

一

間

フ

ヒ

4

串 11胡 第 2 M

来帰 老夫婦夫錫+ 干イ其 夫錯+ 干供 夫健+ 子供

( 0- 5才) (6- 19才) (成人l

ｾｦ＠ .. .. I f 曲 . .  
.， ｾＮ＠

=

p

一

一
川

町

一

倍

置

一

寸

一

期

段

一

狩

一

共

の

3

1
体

-

F

一

主

置

一

誠

一

段

配

=

一

塩

合

-
m
M

一

丞

z

e
比

に

同

」

刷

州

市

町

ー

固
A S  T M  

図 - 6  プランバリエーション

:t: i';' は グ IJ "/ ドti を JAわ す ( 1 グ 1) ''1 ド= 900mm)

.  ーは ｊｾＨｩｊ ユ ニ ｹ トを ｨ わす * 間口 採奥行

単京

6  

7  *  

10  I  11  I  12 I  13 I  14  I  15  I  16  10 I  11 I  12 I  13 I  14 I  15  I  16 ※  

4調明理国
直市理明明 明

ｾ Ｑ Ｕ＠ 調場場i 匝 温場明性用 明
公営 公社

6 1  Ei 事明調 自
斗当首調明明調

公団A

4開団開閉 画時聞聞開閉

ｾ Ｑ Ｕ＠ 同画困層 同
凪圃画聞聞間間

6 届匝園|届 凪圃面両同画開

3 匝匝座間 開開
哩開開閉間 間

公団 B 民間A

gl4 耐同同開自
ｾ＠ 聞開開開開間

5届両開 聞
世聞世骨配 開

73 



(

口

〔

〕

由

.

N

C

O

守

戸

民

間

A

ヲ

イ

プ

(
g

h

.

=

)

O

問

F

公

団

A

9
イ

プ

寸

I

l

l

1

1

1

(
g

o

-

g

o

o

-

L  

県

営

ヲ

イ

プ

7 G (6，300)  

6 G (5，400)  

(
0

2

.門

戸

)

ω
巴

民

間

B

ヲ

イ

プ

寸

s

c

h

.

F

F

)

O

円

-

公

団

B

ヲ

イ

プ

(
8

∞
.

C

C

O

N

-

公

社

合

イ

プ

7 G (6，300)  6 G (5，4∞)  

L  

T して集住体が実際に使用に供される段階において重要なことは、

計画上、設計上設定し検討を加えた結果としてのハードがその目的

に合わせて正しく使用者 ・管理者に理解されるべく伝達されること

である 。 このために、設計あるいは工事上のプロセスから引き継が

れねばならない重要な事項についての記録 ・資料が整備され、目的

とともに使用する側へ受け波されねばならない。

、 ｬｾ 計画では住民間の融合を助長するため異なる建設主体の住棟を

混合させ共同の空間を広範囲にわたって設定している 。 この特色を

生かし地域全体でバランスのとれた維持管理をおこなっていくため

に、官民協同による統一管理組織の設置を提案し、高水準で、均等な

管理をおこなうための方策を追求している 。

図 -- 7  

もなう広さ、タイフ。の変換については上記 6 タイアの住戸を用意し

た団地内での移動によってなされるものと考えている 。 この点につ

いてはハード面での可能性を内在しているものであって具体的に実

行する場合においては入居のシステム等運営上の問題がネックとな

ると思われる 。

芦屋浜高層住宅プロジェクトの A S T M提案の計画にあた って、

とくにソフ卜とハードを対応させその整合に留意した問題点につい

ての考え方を紹介した 。

住宅は人間活動の基本の場であり、ソフトとハードがあらゆる場

面でt l ' ，会うところである。ところが初めに述べたように築住体にお

いてはソフトについての予測と策定にもとづいてハードを計画して

いくことになる 。 当計画での考え方や提案が実現の段階において築

住体のあり方に一つの解答を与えることができればと念じている 。

竹中工務底大阪本山口付加m t iU止)KK よりひろ( かわぐち

6  おわりに

5 . 管 理 計 画

集合住宅の管理のあり方の現状においては、財産権等の法制上の

制約、管理の組織 ・運営等むしろソフ卜面におけるシステムが必ず

しも実際の生活と適切に整合していない点があるのではないかと考

えられる 。 また集住体での生活上の慣習についてはとくにわが国に

おいては歴史も浅くレベ、ルの高いものとして定着するにいた ってい

ない面もあり、ともすれば、住民間あるいは住民と供給者 ・管理者

との聞のトラブルのもととなっている 。 これらの問題点を解決して

いくために、管理組織とその運営、住民のモラルと理解の向上、こ

れらをパックアップする行政面での方策等、今後の努力によるべき

ものが多く残されているといえる 。

築住体を所 ｊｴｾ のｻ建全な姿で長期にわた っ て存続させるためには設

計の段階において十分な配股が必要で、ある 。耐周年数の設定とそれ

にともなう維持補修のサイクルを明確にし 、点検・補修が経済的に

また容易におこなえるように部材 ・部品の選定、構成のシステム、

ディテールな と♂について追求しておかねばならない。建設工事が完
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日本における集住体のハードとソフトの考え方

O G P Sについて

上 村 幸 之

先年 、「工業化工法による芦屋浜高層住宅プロジェクト捷案競技」

が、建設省、兵庫県、芦屋市、日本住宅公団、兵庫県住宅供給公社

および日本建築センターの主催で開催されたが、われわれは主催者

側から提示された条件のもとで、いろいろ検討を加えた結果、現代人

の多様な要求、多様な生活形態に応じることのできる新しい集合住

宅システムとして ( OC P S) (大林 グリッドプランニングシステム)

を開発した。

OC P S は、住宅とそれを椛成する個空間から、順次住戸からさ

まざまな住合単位をへて、住棟外部空間、全体像へと i重続的なコミ

ニテーを有機的にネットワークした生活空 間、環境をめざすもので

あり、 一方、主要構造宮11から内3長官11，';'，'， 1こ至るまで規格化 を計り、 一

貫した設計と生産システムにより、安定した製品( 住宅) を安定し

た価格で供給しようとするものである 。

O G P Sの 概 要

( OGPS) は 900 mmまたは 1，000mmを 1 U とした 6 Uのグリ ッ ド

を種々組み合わせることにより、変化に白んだf主戸プランを形成す

るシステムで、 f丘中層住宅から高層住宅、担問層住宅までl幅広い対

応をめざすものである 。 グリ ッ ドプランでは、いろいろなグリ ッ ド

の組み合わせにより、無数の住戸 ・住煉が考えられるが、これらの

中から住戸性能、住戸規模、動線等を考I在、して代表的な 13極を選ん

だ。 C 、D 、E および F タイプは 、通常 3 階に 1 階の割合で階を設

けるスキ y プフロアタイプであるが、幼合によっては、 4 階に 1 階

の割合とすることもできる 。 また G タイ プ ( 超高層用) については、

2 階に 1 階の割合でホール階が設けられている 。

O G P Sの特徴

新しい形町の住戸空 間一 住戸プランは多微な家族構成に対応した

T 型、 L 型、 I 型、 W型、 Z 型など般空面の多い形状で、盟かな日

! ! 君、採光、通風、眺望等カ匂削呆でき、居住性を高めることが可能で

ある 。

多様な住戸形式のコンビネー ション ー 小さい集合単位や住棟が特

定の家族織成、住戸形式に偏 ってはならないが、この OC P S では、

複合世帯のための 〈ぺアハウス〉 も畝仮的に組み入れることができ

る自然なコミニテーの形成が可能である 。

幅広い住棟形式のバリエー ショ ンーさまざまの計画条件に対応す

る13種の基本タイプがあるが、 C 、 D、 E 、 F シリーズはそのジョ

イントコアにより、多燥なf主棟ノ f ターンの展 1mが可能である 。

。巨体から内袋に至る 一目した工業化工法一 住戸、住練の多機なバ

リエーションにかかわらず、グ' ) ") ドプランの係用により、主要昔11

IR3が共通化 し、工業化工法を可能にした。一方、 OG P S の採用に

より工業化工法にありがちな画一的イメージを打破し、豊かな住宅

像が可能とな っている 。

新しい気泡コンクリート大型 P C部材の開発と建物の l隆量化一新

しく開発した気泡コンクリート大型 P C部材を保用することにより、

建物のＡ ｾ ｬＺｌ ｬ 化 が可能にな っ た 。 この気泡コンクリートは、特殊な技

術で発泡成形し 、補強材として繊維を混入したもので、 A L C版と

ほぼ同等の性能があり、しかも、高圧養生の必要がなく、大型板の

現湯成形が可能である等の利点、がある 。

新しい耐震要素の開発一新しい気泡コンクリートと鉄'11 ブレース

をキ且み合わせることにより、すぐれた耐震要素の開発ができ、この

すぐれた耐笈要紫と鉄骨フレームの組み合わせにより、峰i i 1 で、適

度の剛性と十分なねばり強さをもっ主体構造の設計が可能にな った。

住 戸 計 画

f主戸形式とその構成一都市生活行の多様な家族梢成は 、li 可述のよ

うにそれぞれのライフサイクルや生活パターンに従って変化してい

るが、これに対し、平均的住戸ばかりで構成することは、 一般世帯

の住戸を圧迫するばかりか、住械を偏 った社会的成、 11'. 令、階15等

で占有する結果をm< 傾向にある 。 OG P Sでは、多械な住戸規 模

形式を混在させることが可能である 。 また、老人の利便性を考慮し

て廊下階に配置した小世帯用住戸は、必要に応じて、 中 世帯用住 ー

と述枕して、 ( ぺアハウス 〉の構成が可能である 。 また G タイプでは、

ゆったりとした、 一般世帯用住戸を中心に一部大型tt 戸の配置構成

が可能である 。

プライパシ一 一 アクセス形式をスキ y プフロアとすることにより、

基準附住戸は廊下と区別され、廊下階住戸は、廊 F( J!l J に居室を設け

ないことにより、廊下に而した住戸のプライパシーが刑制呆できる 。

住 棟 計 画

{ H波形式 〈アクセス形式〉一住棟形状は大きく分けて、 IfHi行板状

型と賂状の 2種類あるが、 OC P S によ ってっくり 1'1' ，される住棟は、

種々の巽な った敷地および自然条件によ っていろいろな形状が考え

られ、住棟配置と屋外空間iの演，'I 'J をより豊かでシンボリックなもの

とすることが可能である 。 また、アクセス形式は 、 C 、 D 、 E およ

び F タイプは 3 階に l 階の廊下階、 G タイプは 2 附に 1 階のホール

附と、いずれもスキ y プフロア形式を採用することにより、高い専

用面的比 (8 0 %) の確保が可能である 。

共用空間の商百丘 ( コミニテー ・ネットワーク ) ースキ y プフロア

形式の線用により集約化 された広い廊下は、ゆ ったりとした ( みち 〉
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仁コ 設備ユニ ット
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4 UX 4 U  4 UX 5 U  4 UX 6 U  6 U X 6 U  

1' . 0625耐
17. 4375m'  20. 8125' " 30. 8025' " 

E自 陸自 [IJ 国 ｾｉｔｉｊ＠
E宮E  ws +宣量 ws  ws +宜量 ws  ws +童量 ws  

固 国 固 [il 国 国

ws + 宣量 ws  

国雪困
屠問+ 宣量 屠間 屠間 + 宜量 居間 居間 + 宜量 居間

田 固 田 田 園 田 居間+ 寝室{ 靭宜〉 居間

寝室〈津宣〉 寝宜〈和室} 寝室〈津宜} 寝宣〈和宜〉 居間+ 寝室〈和宣} 寝室〈津宜)

田昌四 国 四 囲

手棋宜 子供宜 子供宜 手供宜

個 空 間

口 共用部分 (廊下 ・階段・ 工レベー ト )

住戸形式

'J 4 UX 4 U  4 UX 4 U' 4 UX 5 U  4 U X 4 U・4 UX 6 U

1. i I> l e号

En2e2ロSEOl lEdE2 : 3 E  E 4・3 A

日 Ｚ Ｚｾｉ ｉ ｆＴ ・ Ｔ ａ Ｒ F 5 - 2 BI  F 5 -3 B  IF 5 -4 A  ｉ ｦ Ｕ Ｍ Ｔａ ｾ＠ F 6・2 B I F 6-3 B  
F766 -k4SzAm 』iF 6 ・4 A 2

m 18751 ' 2. 1875 56. 2日)() 156. 2日刃 3' . 8750 咽 9375 1曲 37叩 69. 75ooI  '1: 6250 晴朗75

岳伊
日 EPi日コ『 田 F  

E  

目 F 目島 F
F  

まユノ

1)  
E 4.!5B  

時~ l F |F「噛

F 4.!5B  

フ

時間ス'
/  、

u  ＨｾＩ＠ 111 1  111 1111 1111 日+111 11111 i  11“ u(↓) 111 目“ 福i

U  6 UX 6 U  
〈凡例 } U モ デ ュー ル

i王丙 l e号
G 6・2 NS  

s む.1 -E I G 6-4 S ・N
G 6・4 W-E G 6-5 S -N  

U  - 900 

口 ws

トヱー

61. 6Cぁo 92. ' 075 123. 21∞ 123.21∞ 

5f!D

F  

{ ウォ - ? ーセヲ ション〉

G  

こノ

目F  円F rrff3 
台所〈掠E住・浴4戸室.番3・健号B 所〉・洗面 ・洗濯

1) 

基本プ

ズ

国日丑ITffJ dT  

シ リー ズ 廊 下 階 住戸

フ

スパン グリ y ドの数

，‘  〆

Ｈ ｅＴ Ｍ Ｔｾ Ｉ＠

基 準 踏 住 戸

( G  6 - 3  S )  

111  1111 11111 nl" nuu シ リスーJスマ'ン0 ・jリ方ッ位ド{南側住戸〉

グ の数
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〈基準階〉

(廊下階〉

ぜ叫ftt

拘入ユニ y ト

ヌ士六

( F 5 - 3 8 )  ( F 5 - 2 8 )  

'1>1世俗周住戸 小t量得用性戸

- l L - OK  - I D K  

様 ( F 5 - 3 8 ) +  ( F 5 - 2 8 )  

の喝含ベアハウス 111会世宅}

(基準階〉

{ 基準階}

E  4 - 4  A  

- 円 ??gr

lf ll 

〈廊下階)

身母戸 砲・ロ

( E  _4__，:"，，"_3._B_) ( E  4  - 2  8 )  

' " 世俗鱒住，. ，) 、世俗I I l t主戸

ー ) l  0  K  - )  0  K  

・( E 4  - 3  8 ) ー ( E 4 - 2 8 )  

の. . 会ペアハウス?員会住宅』

会

ー・司

77 



住棟計画図

⑧ 

廊下直下階共同洗溢可乾燥 . x生活室{ たまり }

11儲集会室{ よりあ い}

空集鹿シ ャフ ト

廊下直下階共同洗溢. 乾燥。談 話 室 た ま り 〉

11階集会室〈よりあい}

〈かど〉空 間が演出可能で、 出会いの場、老人と子供の憩いの場より、

廊下( みち 〉は自然に蛇行しながら、エレベーターホール 〈とお り〉

空 間をへて、主婦 と子供の談話室、共同洗濯乾燥室 〈たまり > ｾ ｲＺＱｉ、

あるいは集会室 ( よりあい〉空 間へとスムーズに連続される 。 この

ようにして 、住倣 自身一つのくまち〉空間を創り 出すとともに、盟

かな共同空 間をそれぞれの集合単位と対応して配置することにより、

密度の高いコミニテー ・ネットワークが形成されよう 。

日!!君 ・プライパシーー雁行板状型および塔状型は、ともに、南北

車111 に対して、 45・斜行パターンの採用により、屋外オープンス ペース

と、住戸住1*とのバランスの良い 日照が得られる 。

デ リパ リーシステムー集中検針、新聞、 牛乳等の日 常配達品 と屯

気、ガス 、水道、温水等の各種 メーターを廊下階に、また各戸専用

のデ リパリーパネル兼用のメーターボックスを連続配置して 、居{主

者とサービス fWJ 、双方に便利で能率的なデリパリーシステムと現実

的な集中検針が可能にな った。

78 

E V ホール〈とおり }

物入ユニ y ト

( F 4 - 2 B )--， 

小世帯用住戸 ー1D川

※ ( F  4 - 3 日〉十( F 4 - 2 B )の場合

ペア1 ¥，ウス( 複合住宅)

F 4 - 3 日) .J

. 中世帯周住戸 1  L D K  

ｾ＠

x  x  

建築物が、今後、高用化、大規模化するにつれ、あらゆる点、で、そ

の安全性を確保する必要がある 。 O G P S の計画に際し、地震 ・台

風 ・高潮 ・火災 ・犯罪 ・古15r11公害について、広範囲な角度から検討

し、人命と財産の安全性はもとより、住戸、住棟さらには団地を保

護し、↑ 知直で健全な町づくりを日指して 、現H寺点で最普ーと考えられ

る| 坊災システムが菌E備されていることはいうまでもない。

今後 、都市団地が大規模化することにより、施設として、地域冷

暖房、兵空集盛施設、 C A T V、防災センタ一等が地域内にとり入

れられるようにな ってくるであろうが、われわれの計画した OG P S

をもとにして 、個空 間、 住戸からさまざまな集合単位を経て 、住棟、

外部空 間、全体像へと述統的なコミニテーを有機的にネットワーク

した生活空間、環境の創造をめざして 、 さらに検討、研究を行 って

いきたいと思っている 。

( かみむら たかゆき K K大t林且本1占建築本部設計第 2 部設，1 t 課長)
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鉄筋コンクリー卜部材の

ひびわれ制御と P R C部材-

鈴 木 計 夫 ・ 大 野 義 照

は じ め に

近 年 、 わ が 国 に お い て も 鉄 筋 コ ン ク リ ー

ト構造の設計に限界状態設計法、すなわち

終 局 限 界 状 態 お よ び ひ ぴ わ れ や た わ み な ど

の 使 用 限 界 状 態 を 規 定 し た 設 計 法 を 採 用 し

よう とす る 機 運 が 高 ま り 、 鉄 筋 の 高 治 度 化

や 太 径 化 な ど と 相 ま っ て 、 長 期 荷 量H寺のひ

びわれの情 Ｑ ＱＱＮ剤Ｉｾ宣言トは従来に ｉ 目していっそう

重 要 な も の と な ってきている 。鉄 筋 コ ン ク

リ ー ト 部 材 の 外 力 に よ る ひ び わ れ に は 曲 げ

ひ び わ れ と せ ん 断 ひ び わ れ が あ る が ( 図 1

参 照)、長期荷重下ではせん断ひぴわれの発

生 は 許 さ な い の が 原 則 で あ る の で 、 こ こ で

は 曲 げ ひ ぴ わ れ の 問 題 点 と 曲 げ ひ ぴ わ れ の

制 御 方 法 と し て プ レ ス ト レ ス の 利 用 に つ い

て簡単に述べよう 。

図 1

ムムム止

実線。幽げひひわれ ・

破線. せん断ひびわれ

幽げひぴわれとせん断ひびわれ

2 . 曲 げ ひ び わ れ に 影 響 す る 要 因

鉄筋コンクリートはりのひびわれ幅( 叩)

は ひ び わ れ 間 ( 間 隔 : .Q) の 鉄 筋 の 平 均 ひ

ず み ('e-，) とコンクリートの平均ひずみ付言 )

の差として次式で‘ 表すことができる 。

叩= ( 吉s ー 乙 ) X .Q

こ の 式 か ら も 分 か る よ う に ひ び わ れ 間 隔 が

小 さ い ほ ど 、 ま た 鉄 筋 応 力 が 小 さ い ほ ど ひ

ぴわれ中高は小さくなる 。

ところで、丘、乙お、よび吉c に影響を及Lfす

要 因 l立、鉄筋のかぶり j立 さ 、 鉄 筋 比 、 鉄 筋

径 、 付 着 性 能 、 鉄 筋 応 力 お よ び コ ン ク リ ー

トの引張強度等ときわめて多く、しかも被

幸 ｦｾ である 。 各国のひびわれの実 ｲｲｲ ;if'Z' ，I : 式も式

の 形 、取り上げられている要因も巽な ってお

り、ひぴわれ幅算定の困錐さを示している

( 文献 1 )。 さらにこれらの算定式で無視さ

れ が ち な 要 因 と し て 乾 燥 収 縮 を 含 め た 持 続

放 荷 の 影 響 が あ る 。 持 続 荷 重 を 受 け る は り

の ひ び わ れl隔は時間の経過とともに! (刊11 し、

そ の 影 響 は 明 ら か に 無 視 で き な い 。 筆者ら

の 実 験 に よ れ ば そ の 増 加 立 は 初 期 ひ び わ れ

幅 の4 0- 100 % に達している( 文献 4 )。

許 容 応 力 度 設 計 法 を 採 用 し て い る わ が 国

の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 計 算 規 準 で は ひ び

われにまずする考[ i ¥! : は間接j的になされている。

すなわち長期荷重に対してひびわれ幅を 0. 2

mm以 下 に 押 さ え よ う と い う 観 点 か ら 鉄 筋 の

長 期 許 容 応 力 度 を 丸 鋼 は1600k g/ c m' 以下、

異 形 鉄 筋 は 2200k g/ cm' ( D  25以下) 、 2000k g

/ cm'  ( D29以 上 ) 以 下 と 定 め て い る 。 これ

らの値を用いる限り通常の場合は問題ない

が、このように ー率 に 鉄 筋 の 許 容 応 力 度 を

規 定 す る の は 材 料 の 経 済 的 利 用 の 点 か ら は

不利でF、 建 物 の 用 途 、 建 物 の 置 か れ て い る

環 境 条 件 に 応 じ て 許 容 さ れ る ひ び わ れ 幅 を

決め、ひびわれ幅がその値以下になるよう

に部材断面を設計するのが合理的で、あろう 。

しかしそれには前述のような困難さがあり、

今 後 の 研 究 成 果 が 待 た れ て い る 。

3  許 容 ひ び わ れ 幅

ひびわれ幅をどの手呈度まで許すかという

問 題 は 主 と し て 耐 久 性 ( 欽 筋 の さ び ) か ら

把えられている 。 しかしながらひびわれ幅

と鉄筋のさびとの関係については 、十分に

解明されているとは言えなしミ。 種 々 の 問 題

は あ る が 現 状 で は 表 面 ひ び わ れ を 環 境 条 件

を考慮して0. 1 - 0 . 4mm程 度 に 制 限 し よ う と

し て い る ( 表 1 2 参 照L

表 1 許容ひびわれ幅 ( ACI 224委員会)

露 出 条 件 1 11:1- 大杵符ひぴわれ恥1

| (mm)  

乾燥 した大気 '-1' 、 |  

I  0. 40 
1足泌柑 のある日日付 |

0. 30 

i:J った大主1いl' 、

i ニι1.'にある自日中イ

凍結防止 Ｑ ＱＱ の ￰ｉｊ ， ｾｇ に
ｦｾ す ー るＺｾｾ宇 Ｇ ＮｪＧ

0. 18 

0. 15 

海 水 中 .

海本の飛沫を受ける部材

水 密 情 造 部 材 0. 10 

表 2 許容ひびわれ幅 ( C E B ' FI P 国際指針)

Z宮I_B条 ('1

J存し く餓rjl，して いる日liH

(はなはどし くtオ食七主の

環 境 ' I')

防護されていない部材

(屋外構造物等)

防護されている部材

Ｈｉ ｾｾ人Ｎｊ ｦ 持造 ｾｭ 等 Ｉ

五k 大許容ひぴわれ幅

(mm)  

ノk 久 何 虫 | 永 久 何 百

と品川l に| と変動 {i :i

作 111 する 虫の不平，)

(O:i ，rl I な組合せ

0. 1  0. 2  

O. 2  0. 3 

0. 3 Jii lll によ る

4. ひびわれの制御方法 (PRC部材の利用 )

曲け、ひびわれ幅の噌大を抑制するには、

細 径 、 異 形 鉄 筋 の 利 用 、 鉄 筋 盆 や は り せ い

の増大、および乾燥収縮の少ないコンクリ

ー卜の使用、などいくつかの方策があるが、

それらの方法には自ずと限度がある 。 そこ

で 積 極 的 な 手 段 と し て 考 え ら れ る の が プ レ

ストレスの利用である。

ひ び わ れ 制 御 の 極 端 な も の と し て ひ び わ

れ の 発 生 を 許 さ な い 部 材 す な わ ち プ レ ス ト

レストコンクリート ( P ｃＩ 音ｾ材がある。ヨ

ーロ y パ な ど で は こ の P C部 材 に 普 通 鉄 筋

を併用して多少のひびわれを許すというこ

とが行われているが、他方、鉄筋コンクリ

ート ( R C) 部 材 に 付 加 的 に プ レ ス ト レ ス

を 導 入 す る こ と に よ っ て ひ び わ れ 幅 の 抑 制

E亡〉

たわみ ( 8)

図 2 P C 、P R C、Rα 立りの荷量 ・たわみ幽線

(概念図 )

1. 0  

コ 0. 8

、、

工0. 6

.¥ 

ｾ＠ 0. 4  

申

、、

担 0. 2

0. 4  

緊張率

0. 6  0. 8  1. 0  

( P C)  

図 3 ひぴわれ限界状態に対する緊張率の彫響

をすることもできる 。 このような部材はい

ずれもプレストレスト鉄筋コンクリート ( P  

R  C )  Ｚｾｉｉ 材と ｈ 乎ばれ、 図 Ｒ の荷量ーたわみ

曲 線 に示されるように P C部材と R C 古11材

の 中 間 の 性 質 を も っ て い る 。図 3 はコンク

リー卜に 'J ｉｾｍ ｊ ｾ 必ＩＩがＧ主じなしゅ ［ｗｎ UI ，づ 1'1長

ｾｎｗ とｬｉ Ｇ ｦＧ ぷ Ｉ、ひびわれ Ｑ ｴＧ ι および鉄筋Ｈ， ＶＱＩ

J文2000kg/ c m' ( ひひわれ JI : J 隔を 2 0cmとする

と約 0. 2 mmの ひ び わ れ ITi，iに対応) に対する

l仰げモ ー メントと燦必ギ( 終/ ，，) II. 'J 'の 1{ll げ 'J 1  

'JLU) "' I . : ，'i める P C盟副材の受け 1. ' fつづ |リ長 プJ

の'，111] 介) の l日H系を示したものである( 丈 l誌に

5  )。このはlか ら フ レ ス ト レ ス の 導 入 に よ っ

て ;'ilj 材のひびわれ性状が( [ . むに; l illl 制l できる

とともに P R C はりはJ k lt/I 仰 inが大きいJ -M

介にも鉄筋応) ) J文の低減により I. . J 伯 ば 鉄 筋

をイ l' '}，1J にや1/11 しiうることカf わかる 。

そ の ほ か プ レ ス ト レ ス の 導 入 は 過 大 な ひ

びわれを生じた昔11材の補修にも有効である。

こ の よ う に ひ び わ れ 性 状 に 対 し で も 優 れ

た 性 能 を 持 つ P R C音[1材 は 、 わ が 国 の 建 築

の 分 野 で も 大 い に 使 用 し 得 る も の と 期 待 さ

れる 。
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排水処理関連の用語

解説

河 津 隆 之

排 水 処 理 に 関 す る 用 語のう ち、 重要 と 思

われる 二 、三 の汚濁指標に ついて列 記して

みたいと思う 。

( 1)  B OD値 ・B O D量

J I S K  0102 ( 工場排 水 試 験 方 法) によれ

ば " B ODとは水中の好気性微生物 の噌殖あ

るいは呼吸 作 用 に よ って消費される浴存酸

紫誌である o N とある 。 すなわち水中の腐

敗性有機物が、 細 菌 や 微 生 物 に よ り 、 無 機

物 や 腐 敗 性 の 少 な い 有 機 物 、 あ る い は ガ ス

など、みずから酸化物とな って安定し てい

く過程において消費される酸紫の立であ っ

て、生物化学 的 酸 素 要 求 盆 (Bi ochemi cal

Oxygen  Demand)といい、汚濁物質が自然界

では微生物によ って分解されるとい うこと

からすれば、 B ODは汚濁指標と して す ぐれ

たものであり、現在最も広〈使われている

汚濁指標の一 つである 。

した がって 有 機 物 の 塁 が 多 い 水 ほ ど、言 い

替 えれ ば よ ご れ た 水 ほ ど 、 消 貸 さ れ る 酸 素

の1立は多くなり、 B ODは大 きいという こと

になる 。通 常 、 こ の 酸 素 要 求 立 は 、 そ の水

を20.Cで 5 日間放置した聞に 1 11 につ き何

mg の酸紫を要求 したか という 形 で表し 、

これを B OD値 と い い 、 単 位 記号 は (mg/11)

で表す。 この単位記号にはその他、分子 と

分 母 を そ れ ぞ れ1000倍 した ( g/m
3

)、 100万 分

率 の (ppm) (part s per m i  11 i  on)  も用いら

れる 。B OD誌とは、さきの泌度 の単 位 で あ

るB ODfl直に水量をかけたもので、その排水

の鮫紫要求盆を示し 、単 位 記号 は (mg) ま

たは ( g ) で、ある 。 BODf l 直カ河) i くとも扮ド水

の 品 が 大 き け れ ば 河川 を汚染す る。し たがっ

て河川への影響度を知るためには、 B ODfil:

を求めることが必要である 。

しかし、汚濁物質や微生物には種類も多

く、常に動的で、複 雑 にからみ合 っているも

のであり、また放 流 河川 の 自 然 浄化 作用と

B OD測定中のふらんびん 中 の酸化 反応が必

80 挫誌 と社会 / 1976年 9 /1 ，; 

ず しも同一 ではないということ 。処 理 施 設

中 、 隊気 槽などの浄化反応、は酸化のほかに

凝 集 ・吸着現象が認められ、酸化は浄化反

応 の一部でしかないため、ふらんびん中の

酸化反応と奨なる 。 とい ったように B OD

は、ある条件下にお、ける微生物的試験法で

あって、有機物汚濁の指標としてオールマ

イティーなものではない。

また 一方 、測定期間が長くかかるというこ

とも B ODの一 つの欠点である 。これに対し

ては 、かなり以前から、、短期間 B ODに関す

る研究" が行われ、短期間の B OD値 か ら 5

日 間 の B OD値の推察が試みられている 。

(2)  C OD  

C ODとは、化学 的酸素要求盆 (C hemi cal

Oxygen  Demand) のことで、 JI S K  0102  

にも示されているが、排水中の被酸化性物

質 、主として有機物によ って消費 される酸

素 の 盆 (mg/の で あ る 。過マンガン 酸 カリ

ウムや霊クロム酸 カ リウムなどの酸 化剤 の

一定 盆 が一定 温 度 に一定時間排 水に反応し

てどの程度還元されたかを測定し、これを

酸 素 の誌 に換 算するもので、 測 定法も iJ!l J定

条 件 に よ り 約14 もの種 類 がある 。 このうち

どの方法が適当であるかということは、測

定 対 象 と す る 水 の 質 に よ っ て 決 め る 場 合 が

多い 。 なお、測定のとき使用した酸化剤 に

よ って、 C OD - Mr  ( 過マンガン 酸 カリウ

ムによるもの )、 C O Dー C r (重クロム般カ

リウムによるもの) 等の区別を 明示 し て い

る。B ODで・は測定に 5 日間 を要するが、 C OD

は数日寺間以内に測 定ができる 。また C ODと

B ODとは汚水の質によりそれそれ従える基

質も異な ってくるので、両 者 の 値 は一致 す

るもので、はなく、 C ODf l直をも って、 BODf l 直

に代 え る こ と は で き な い が、若 干 の 相 関 が

みられる 。

(3)  T O C、 T O D

B ODはj則定 白書士がかかり、 B OD、C O Dとも

一部 水 中 汚 濁 物 質 に つ いては完 全 な酸化を

行い得ないことがあり、そのため測定デー

タの精度に問題があるなどのことから、最

近は、 一部なお測定上の問題点はあるが、

T OC  (J I S K  0102 : 全 炭 素 お よ び 有 機 体

炭 素 T otal Organi  c  Car bon) あるいは

T OD  (J I S K  0102 : 全 酸 素 消 費 量 :Tot al

Oxygen  Demand) が用いられるようにな っ

てきた 。

T OC は水中に含まれる有機物を燃焼または

酸化して、その際発生する有機物に起因す

る炭酸ガスの立を測定することによ って得

られる水中有機物の炭素の霊である 。

したがって水 中有機物の一成分元紫を測定

するものであり、汚濁の程度の把 爆方法と

しては B OD、C O D、T ODとは大きく奨なる

も の で あ る 。 そ し て こ の 測 定 法 は 1971年

JI S  K  0102  ( 工場排水試験方法) に参考

分析法として 採用された 。

T ODは酸素消費盆を汚濁物質について完全

に分解し、迅速に測定するもので、試 料 中

の有機物質、イオウ 化 合 物、窒 素化 合物 な

どの可燃性物質を白金触媒下で900.C 、一定

の酸素を 含 む 窪 紫 気 流 中 で 燃焼 させ 、この

ときに消費される酸紫の監を示している 。

すなわち T O D値 に は 水 中の有機物、無 機 物

の酸化に必要な 全置を紫訟が含まれる 。

T OC、T ODとも迅速かっ正確に連続測定が

できるので、水処理装置の運転管理や水質

調査の面から大きな期待が寄せられており 、

今後 計 装 化 の 傾 向 と と も に 広 く 採 用 される

ものと思われる 。

(4)  S S、 ML S S

S S とは、浮遊物 (S uspended Sol ids) のこ

とで 、水 の 外 見上のきれいさを表す指標で

ある 。 すなわち水中に懸濁している物質を

いい、粗大図形物 を除く、コロイ ド粒 子 な

どの小 さいものから、かなり大きな 物質ま

で を 含 む。浮 遊物 質すなわち S S の濃度値

が高ければ、その水は外見上 汚濁 されてい

るという 判 定ができ 、 その半IJ 定 法 と し て は

炉 紙 による 炉過法 、 あるいは遠心分離法 な

どの S S 試験方法がある 。

M L S S とは混合浮遊物 質 (Mi xed Li  guor 

S uspended S olids) あるいは活性 汚泥濃度

とも 呼 ばれるもので 、活性 汚泥法における

ば っ気タンク 内 の浮遊物質濃度の こ とであ

る。 活性 汚泥法を正常に運転させるために

はM L S S の調整、管理、すなわち簡単に

いえば活性汚泥の立と活性 汚泥の食物 とな

る流入水の B OD丞とのつり合いをとること

は、欠かせない大切なものである 。

なお 、活性汚泥法について 一言 ふ れておく

と、活性 汚泥法とは、汚水処理における生

物 化 学 的 処 理 法 の一 つである 。 すなわち、

ば っ気 タ ン ク に お い て 汚 水 中 に 十分空 気を

供給すると、 10- 20 日間ぐらいで茶褐色で

凝集、沈降性をも ったフロ y ク (凝塊物)

が生じる 。 この フロ ックを活性汚泥といい

空 気 の 供 給 を 止 め る と 、 フ ロ ックは速 やか

に沈降 し、上澄液はきわめて清浄なものと

なる 。 この現象を利用して汚水を浄化する

方法である 。
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度を生じる 。 S L P に伝達される N F の大きさ

(? N) は 、 鋼 管 ぐ い の 単 位 面 積 当 た り を 考 え

れ ば即 このせん断応力度であり、くい全体では

くいの軸方向に分布するこのせん断応力度( 図

2  ) を積分した(2) 式で示される値となる 。

施 工 材 料 の 頁

2 7  

ネガティブフリクション

低減ぐい

儀 賀 俊 成

τ =  ｟ ､ ｟ｓ ・ ･ ・ Ｎ Ｎ ＮＮ ＮＮ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮＮ ＮＮＮ Ｎ ｾｬＩ
3h 

ここに 、r Bi tumenのせん断応力度 ( N/ m' )  

h λ 1リ) 7 プレイ 7 一(Bi

d  :  J地也盤沈下量 (せん断変形』盆証) (m叫)  

S スチ 7 耳、ス係数 (N / m' )  

P N = r r Ty ・r  'd lJ dy '  ・・ ・ .•. • ＮＮＮＮＮＮＮＮＮｾＲ Ｉ＠

ここに、 Ty 地表面より uの位置における Bi tumer、の

せん断応カ度 ( N/m' )  

8 くい円周方向角度 (Rad . )

r : くい半径 (m)

y 地表面よりくい軸方向の距離 (m)

いま 、表 1、に示す 図 3 設 計 条 件 で 通常 の鋼管

ぐいと S L P との比 較 設 計 を 建 築 基礎 構造 設 計

規 準 ・問 解 説 (1974年版) に準じて行うと 表 2

のようになる 。 これより、 S L P を用いる :':11果

が非常に大きく、くい重量は通常ぐいの50 %と

なり Bi t umen のコーティングを考慮 しでも 、そ

の 工 期 ・工 費 は大幅に低減されることが分かる 。

S L Pの製作は 、工 場 に お い て も く い 打 ち 現

土易においても 、つぎのようなフロ ーで簡単 に 行

うことカf で、きる 。

① 鋼 管 ぐ い 表 面 の ク リ ー ニ ン グ

② プライマーの塗布

③ Bi t umenの コ ー テ ィ ン グ

1  はじめに

地盤が圧密扶; 下する場所におけるくい基礎に

は、ネガティブフリクション ( NF ) が発生し、

その荷重 は上告I1精 造物 の荷重に累加された形で

作用する 。 したがって、このような荷重状態 で

くい基礎として成立するためには 、 くい材応 力

度、地盤の支持力およびくい基礎の沈下盆カず許

容値以内でなければならない。それゆえ、この

ような N F が作 用する 地 盤 に お け る く い 基 礎 の

設計 は 相当 困難 となるし 、 その工費は莫大とな

ることカず多 い。

そ こで、こうした厳しい設計条件においても

容易に設計ができ 、工 期 ・工 費 を大幅に低減で

きる N F低 減ぐい “ ス ') .:;プ ・レイアー ・パイ

ル ( S L P) " と 2 重管ぐいを紹介する 。

2 .  スリ ッ プ ・レイアー・パイル (S L P) 1l

S L P と は、くい周面にコ ー ティングしたス

リップ レイアー (B i t umen) のせん断変形に

より 、鋼管ぐいに伝達される N F を低減する機

能を有し た くいである 。 スリ y プ ・レイアーと

しては、シェル石油側製のBi t umen Compound 

S L が用 い られ る。この材 料は、 図 1 に示すよ

うに 、 くい打 ちH寺のような短時間の載荷 重 に対

しては大きなスチ フ ネス 係 数 を有するが、 地盤

沈 下 のようなゆっくりした速度 で 長 時間の毅 荷

重に対してはき わめて小 さなスチフネス係数し

か持たないという 粘 弾性 的挙動を示すことを特

徴とする ものである。また 、 このスチフネス係

数 は 、温 度 の 変化 に も敏感でト 、温度が高いと 小 白

さくな り、 温 度 が低 い と大きくなる 。

このような物性を有する Bi t u men が 鋼 管 ぐ い

表面に厚さ h (m)  コ ー テ ィ ン グ さ れ、t 11寺閉

経過 後 d (m) の せ ん 断 変 形 を受けると 、

Bi t umer】は( 1) 式 に よ っ て 示 され るせん断 応 力

，。・

3.  2 重 管 ぐい

2 重 管 ぐ い と は 、 図 4 21  に示すように N F

を低減するための外管 と 、 上 部構 造物の荷重を

支える 内管とからなる N F低減ぐいである 。 外

管 の寸 法は、 N F の低 減量 および施 工性 を考慮

して決定される 。 2 重管ぐ い による N F の低 減

効 果 は 、図 5 2 ) に示さ れ るよ うに通常 の鋼管

ぐいの N F が 550 t  ( くい打 設 後 270 日) あるの

に対し、 2 重 管 の内管 lま180 t しか なく、非常

に有効であることが分かる 。

一 方 、 工質的な 面では文献 2 ) に よれば 、 従

来の鋼管ぐいに比 べて 外管による 地加カヨ' 30 %ほ

ど高くなるが、単 位 支持力 当た りの 工費 は5 0 %

減となり 、全体 として20- 4 0 %の 工費減となる

と報告さ れ ている。

( ぎか とし ♀り 新臼本製織K K相模原技術セ ンター)
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表 1 設計条件

長期鉛直荷重(1) 350 

地 質 条 件 図 3

STK41- K 、H O O

腐 食 代 : $' Hft IJ  2mm 

鋼 管 ぐ い

くい先端 : 閉塞

現場溶接箇所 : 4  

く い 間 隔 2 .5d  (d くいt圭}

Bi tumen B  grade  

スリ y プレイ 7 ー 設計厚さ6皿 ( 塗装l平さ 8mm)

Bi t umenのコーァィングは中

立点より上方へ所要長だけ行

う。

① 鋼管 ぐい ② S L P  

I P  P  

E  

軟弱層

司、4Zr B  

y' =0. 8t/m' 

豆電ii

ち=2t /m'
11 

長長長年沈下量3加 n
ミョ.

“・
地中温度 10・c

IE  

ＮＮｊ Ｚ ＮＮｳ ｉ ｾ＠
、、

‘ ヨa吃

E  "1  E  

ぱ、 .s山

ー11 ーーー( 中立点ト ー
) 一 11

、.側a  司例

Ei  守 措薗 E  

N =ω  

E j _  

↑ 同

Ru 11 

鳥時

1 向

Ru 11 

e時

図 3 地質条件

表 2 ; 通常の鋼管ぐいと S L P の比較設計

いき
通常の鋼管 ぐい SLP  

くい寸法凶 糊 OX16. 01X臼. 側l 世印oX  12. 01 x53， 00印

〈い本 数 3  2  

副菅ぐい重量;t1 36.6 18.4 

λ リJ プ

塗袋延長 : 20m 

レイアー
塗装面積: 75.4m

2  

塗 ｾ厚さ Ｚ 8醐

i  ti 2... 邑mぃ. いと eの

内管tニ均 〈衡の' " 樽η

' " " 色周いえと eの

肉 ｴｴｌ ｾ ｉ Ｎ ｈ 白 の ＱＧＱＱＧＱＱ ＱＺＱ

2 重管による負の摩燦力の低滅状態

・・ IJ Tυ 了、 1

200 J∞ ・ω s∞ 6∞

↓ 十ートーτ し 311 ＫＮＮ Ｎ， ｾπ＠
・1・. - 2'¥ I  
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図 5 2重管ぐいと通常鋼管ぐいに作用する N Fの比較

建築 と社会 / 1976年 9 円号 81 



82 

鉄筋コンクリート構造物の耐震安全性

山田 稔 編 著(神戸大学教授 ) *  B  5 判 : 3，800円

地震 に よ る 建 築 物 の 振 動 現 象 を 論 じ た 振 動 論 〔主な目次〕 基 本 編 1. まえがき 2 . 現 行 耐震

は す で に 内 外 と も 多 く の 研 究 が 行 な わ れ ，成 設 計 法 の 問 題 点 3. 耐 震 安 全 性 の 基 礎 概 念 4. 

書 も 数 多 い 。 本 書 で は こ の 地 震に よ る 建 築 物 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 要 素 の 耐震 特性 一 1 ( 実験

の 「 ゆ さ ぶ ら れ 方 」 即 ち 構 造 振 動 論 と 建 築 物 結 果 ) 5. 同 一 2 ( 解析結果) 6. 鉄筋コンクリ

の「壊れ方」 即 ち 構 造 物 破 壊 論 を 結 合 し ， 物 ー ト 構 造 耐 震 設 計 法 応 用 編 8 . 設 計 例 検 討 に あ

理 的 に 一 般 性 ， 普 遍 性 を も っ た 耐 震 安 全 性 の たって 9. 設 計 例 の 検 討 1純 ラ ーメン型式 3階事

尺度を提示することにより ，壊 わ れ な い 建 築 物 務 所 10 . 設 計 例 の 検 討 2 ウオ ールガー夕、一型式

を 設 計 す る た め に は ど う す れ ば よ い か を 構 造 3 階事 務 所 11. 設 計 例 の 検 討3 壁付 3 階 建事 務

素材の特質に即して論ずる( 本書序文より) 。 所 12 . 設 計 例 の 検 討4 標準校舎 13 . 設 計 例 の

検 討 を 終 え て

既存建物の構造診断法

清水建設( 株) 研 究 所 編 著 8 5 ・4 ，000円

用途変更や機能改善の ための大規模な改修工事に

先立つ構造診断あるいは耐震性，耐火性など，既

存建物の構造診断の必要性がますます高まってい

る現在，本書は診断業務に関する技術的手法と調

査結果に対する判断基準を体系化。 客観性の高い

評価方法を確立した実務書。

コンクリート便覧

日本コンクリート工学協会 A 5 ・15，000円

斯界の精鋭 100 余名が総力を結集した日本コンク

リート工学協会創立 10周年記念出版 ・土木 ・建築

の両分野にわたるコンクリートの材料 ，施工に関

するすべてを網羅 ・改訂 J I S 及び土木 ・建築両学

会の最新の規準に準拠 ・基本的事項とその内容を

さらに深めた解説的事項から成る段階編集。

鉄筋コン銑ず動的耐震設計法

梅 村 魁 編 著(東大教授 ) 8 5 ・3，500円

異形鉄筋コンクリート設計法

研究会編 主査 梅 村 魁 8 5 2 ，40任司

構 造 実 験 と 構 造 設 計

梅 村 魁 ・青 山博之 ・伊 藤 勝 著 8 5 ・2，800円

建 築 音 響 シ リ ー ズ

. 測 定 ・ 電気 音 響 設 備 編 2

電信立ー 吾ルイ
丸 田 昌 訳 庸 * 日 本音響材料協会編

執筆担当 中島平太郎 8 5 ・2，300円

電気音響の各種設備についての機能面から ，又公

共建築物について使用目的面から ，電気音響設備

としてのシステム設計を記述するとともに，シス

テム設計を具現化するための個別設計資料をまと

める 。

・ 材 料 編 |

吸 音 材 料 * 日 本音響材料協会編

執筆担当 小安 勝 8 5 .  1，700円

著者が長年にわたる研究生活めなかで多くの製造

技術者，使用者の方々に接触してきた経験を生か

し，吸音材料の実用的な選定や施工に関連した資

料をまとめ，その裏づけ となる 吸音理論の 概要を

述べる 。

〕 建 築 物 の 構 造 解 析 シ リ ー ズ

回構造解析の基礎

谷 資 信 編著 ( 早大教授) 8 5 ・4，000円

材料力 学 ，熱応力 ，マトリックス構造力学など構

造解析上の基礎的事項を理解し易くまとめる 。

園板構造の解析

谷 資信 編著 8 5 ・4，800円

現在の建築物における板構造の問題を例にあげな

がら ，解析法を平易に詳述し 設計上の指針を提供。

東京都港区赤坂 l 山 l 第 l 興和ビル 技報堂出版 f t ( 附 85一 附 振替 東 京 4 - 10



日本建築協会

月間の動き

昭和 51年 7 月分

編 集
A .  

-:z;;-委員

作品作風小委員会

5 日 4 11キ- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席在 大辻副委員長ほか 4 名

議事 (1) 7 n号新建築の報告

(2)8  } H号作品のl ' ド

設備機器広告打合

5 日 511キ半 - 8 1昨 於会館集会室

出席者 ， F'村委負長ほか 6 名

議 'JI 7 月号設備機部資料頁広告の件

委員会

7 日 4 11寺- 6 11寺 於 会 館 集 会 室

ｉｾ ｐｬ ｮ 古行 大辻別委長、渡辺理 'JI ほか 3 名

議事 (l) 7 月号= 工場建築の設備特集経過報告

(2)8  n号= 鉄骨椛造の ジョ イン卜特集報

'ヒ

u  

(3)9)  1号= 集f主体のハードとソフト特集

報告

(4)10n 号= 結露対策と断熱材料特集報告

(5)1 1}1 号= 第23四百年技術者特集報告

(6)12月号設備特集の企画について

(7 )  1  n号以降の特集企画について

(8 )その他

(9 )作品作風小委員会報止

(10股稿欄小委員会報告

(11)広告企画小委員会報告

計画分科会

7 日 6 11，¥' - 811寺 於 会 館 集 会 室

出席{ 1 ｫｴｾ 里子、杉本、兵鋼、 多占月、近里子各科

別幹 Ｇ ｊ 訂正か Ｖ ｾ

議 'JJ 52年 3 月号ニュータウン関係の特集案に

ついて

広告企画小委員会

14日 411;1' - 7 11寺 於 会 館 3 階会議室

出席者 中村委員長ほか 5 名

議事 (1) 7  }  1号までの収支経過報告

(2)7  r- I 号= 工場建築の設備機器データ広

告経過報告

(3)8 )  1号= 鉄' 目椛造のジョイント特集広

告経過報告

(4)9  }-I号= 日本住宅公団作品特別広告経

過報告と協議

(5)10月号= 防露と断熱材料の資料頁新企

匝l

(6 )そのほか

4構造分科会

30日 4 11寺- 5 11寺半 於会館集会室

出席者 須賀幹'JJ 、大井 、中塚両委員

議 ｾ ｊ ｊ r柑i造の頁 J lOTI以降の企画

住 宅 委 員

A .  

2玄

住宅展打合

5 日 5 11，¥， '1三- 811寺 於 会 館 3 階会議室

出席者 小問委員長ほか 9 名

議事 ;r; 13回よろず相談住宅展の開催について

住宅展打合

9 日 5 11寺半 - 8 11寺 於会館 3 階会議室

出席者 奥村小委員長ほか 5 名

議事 ＨＱｾ主宅展準備について

(2)会場，n岡について

委員会

13日 5 11キ50分 - 7 時、ド 於会館集会室

出席名; 小西委員長ほか l O?"

j菓子jJ (1)第 13回よろず相談住宅展開催の件

a 会.tJ，. }計画 b，ll' . J . 員勧誘 C，その他

(2H 宅スライド作成のf牛

住宅展小委員会

23日 5 11キ50分 - 8 11寺、ド 於会館集会室

，t ，J市 名 小 同 委u長ほか 5 名

UPjJ (1 ) ポスター市II f ' 乍の作

(2 )展示資料に関する件

(3)，'1'，展 1j : J 込状況と対策について

事 業 委 員
ム
一
品

若い会員の集い小委員会

6 日 6 11主- 9 11寺 於 会fili 集会室

出席省 話集Fi，i1J 2委員長、巨p雄、瀬戸木、千楽

各幹事ほか 9 名

議事 (1) 5  n、 6 片の 'JJ 業報告

(2 )第 5 回の事業企画について

Ｈ Ｓ ＩｾＢＧ［＠ 6  r可~第 8 同の分科会報告

(4 )第 9 回以降の企 II III について

(5 )そのほか

広報小委員会

7 日 6 11;¥， - 9 時 於 会 館 3 階会議室

/1' ，1市将 Ｑ 軒両 Ｑ Ｑ 委 ｴｾ 長、原兄、佐藤各幹事ほか

5  ?" 

議事 (l) r大阪マルピル」写兵展示報告

(2 '[ 街を紗に (6 )J の写点展示企画について

(3)l On 以降の写兵展示企画について

(4 )};f 阪交通社より展示窓の移動中入れに

ついて

(5'[，::i 層建物周辺の風の性状」講演会参1m

巾込状況について

(6肘別公開文化球j主共催の 事後承認につ

いて

Ｈ Ｗ Ｉ 会 Ｑｾ 忘年怨親会開催について

(8 )今後の' 作業企画について

(9 )そのほか

見学会小委員会

8 日 6 11，¥' - 8 11キ 於会館 3 階会議室

出席. f i 掘回目IJ' 委員長、水谷幹 'JJ li か 4 名

議事 (1) 5  n、 6 月に実施した児< ' ( : 会の報告

(2)7 凡の .JJ 業企画について

(3)8  nの ・JJ 業企画についで

(4)9  }'I以降の企画について

(5)そのほか

委員会

14日 6 11キ- 8 時 15分 於 会 結 集 会 室

出席者符回委員長、大紙、 三品、柳、雨、

森下各副委員長ほか 3 名

議事 ( 1 ) 各小委民会の 事業報告及び本年度の年

rm'JJ 業企画について

(2 )そのほか

高野山サマーセミナ一分科会

19日 6 11寺半 - 10時 於 会 館 3 階会議室

出席省 | 附艮主査ほか 3 名

議事 ＨＱ ｦ 新しい学校の風力 Ｈｊｾ￯￭ｮ 山 サマーセミ

ナ一会告及 P R について

(2)そのほか

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

企画分科会

8 日 正午- 2 1時 半 於 会 館 3 階会議室

出席. f i ｩ 阿井幹 Ｇｲ ｾ ほか Ｓ 名

議事 (1陸築データシート「縮刷版」発行計画

について

は) そのほ か

委員会

21 日 5 11左下 - 7 時 於 会 館 集 会 室

出 席 行 弁 上 委 員 長 ほ か 13*"

議事 ( 1  No，55号( 8 月発行) の. j "l ; ¥i l世シートについて

(2No.56号 (11月発行) の 拘般予定シートに

ついて

(3'[ 縮刷版」発行，ili 国( 案) について報告

(4 )そのほか

教 育 委 員
ム
一
品

委員会

9 日 4 11、'r- 6 11キニド 於会館集会室

ｮ ｬ • 席千［ 岡田委μ 長、佐々木、斉藤両日IJ委員

長ほか 10名

議事 (1)第22図工高生デザインコンクールにつ

いて

(2)  r鉄筋コンクリート桃造物の耐震安全

性 J al/nVt会nトH症について

(3)主lt 築工事実務講科会11M症について

(4)そのほか

ム
一
品

学芸出版社との打合

12日 111.1' - 2  H寺 於 会 館 3 際会議室

出席. f i 小林委員長、活芸出版社 2 名

議事 技術mｾＡ ｾ＠ ( 仮称、) ，'1¥版について打合

法 規 委 員

A .  

-:z;;-

委員会

19 日 3 11寺- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 越特別委員長ほか 14名

議 事 ( 1) 申請業務の府下特定行政庁の取 り扱 い

フローチャートと 指導要綱

(2)消防法の遡及規定の 問題点

姐集と社会 / 1976年 9 月号 83 



委員会

27日 l  時 - 511キ 於大阪科学校術センター

出席者 山問委以長、牧田 - 元木両副委員長

ほか 10名

目木建築材 料協会と懇談後問所において委μ

会 ｉｩ ｾ ｬ 催

議事 ( l) F  R  C についての検討会

Ｈ Ｒ Ｉｾｊ￭ｩｬｬ ｍ の紹 介 について そのほか

. . 6.  

"%i ;  

. .6. 

"%i ;  

員委

鼻 且

寸

材建

見

. B L住宅部品展示会のお知らせ

神戸にて 建設大臣認定 s L住 宅部 品の展示会を 開催 いたします。

s L住宅 部品 は、公共住宅をはじめ各所で採用 されておりますが、いずれも 新 たに 技術開発された部

品であります。

大阪方面の方には 、日 本住宅公団および大阪府庁( 駐車場) より展示会場へパスが往復 しますので、

ご利用下さい。

日 時 昭和 51年 9 )-j 271 1  (1こ1) A M  10:  00- P M 5  :  00 ( 入均無料)

場 所 神戸商工貿易センターピル内サンポーホール

神戸市在合区浜辺通 5 - 1  - 32 TEL078- 251- 3551 

給湯総ユニ y 卜・キ ッチンユニット ・防音サ y シ ・手すりユニ ッ ト・浴室ユニット ・屋

外収納ユ ニッ ト(組立実演があり ます)

(財 ) 住宅部品開発センター

建設 省、 11 本住宅公団 、住宅金融公庫

於森之宮市街地住宅

11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川l川1川11川11川11川11川11川l“山11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川l日川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 1  

森之宮市街地住宅のごみ空気鎗送施般をみる

展示音11品

. .6.  

"%i ;  演講

俄

援

主

後

l川I川1川11川l“川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川l“附11川11川11川11川11川1川川11川l川1川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川l日川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川l川川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川l川川111川1川川11川11日川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川
11 l  

世

近畿電気工事株式会社広島支社 支社長

<!!l>730 広島市稲荷町 4 詐 l 号 住友生命広島ピル

m，!;li 0822 (62)  1471 

⑤ 733 自宅 ・広島市南観音 7T 日16需34号南高問E

m，!舌0822(93)  3293 

ウ ォータ ー フロント

一一 世界の都市と f郎、を水際から見る 一一一

10日 11時半- 411寺半

於 関西電力 (株) 大阪南 サービスセンタ

ー集会室

51名 ゲダス ト

157名

大阪市立大学工学部教段

工学博士 川村純夫氏

聴講. ( J

j再r : il i

通村竹

し、
集の員

. .6.  

=  
し、

若

本 誌 7 月号の訂正 川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川l

本誌 7 月号「工助 建 築の設備」特集本文 中、西岡利晃氏 の「高温工場 の排 熱設備」 の項、図 1 および

図 5 の図 中の数字を 下 記のように訂正します。
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図 5 電解工場の量直温度骨布山
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出席者 82名

当 日はダイハ ツ自 動車販売 ( 株) 副 社長小田剛

氏 よ り日本の自 動車産 業 についてのお訴を伺

った。

ト

〔団体会員 2 社〕

イマヰ建設工業( 株)

〔個人会員 15名〕

足 立 普 彦 井村

柏里子純吉 江草

加 藤 輝 男 田中

寺 田 恭信 中村

山 口 俊l羽 山下

〔准会員 3 名 (氏名省略))

84  

811キ- 911寺半

於大阪グ ランドホテ ル

者 (敬称略)

. .6. 

"%i ;  入の月ワ

甲南女子大学キャンパスを見る

3 日 1 11寺、i主- 4 時

参加 占 42名

設 計村I j ! f . 森主l! 築事務所

純 工 ( 株) 大林正11

新しい団地計画を見る ( ごみ空気輸送施設と

S R C超高層住宅の躯体工法)

22日 1 II :'t 半- 511寺

参加 有 48名

「一

「高層建物周辺の風の性状」講演会

20日 1  11寺半 - 511キ

於大阪科学技術センター

ぜ 生 息

木原千利建築設計事務所

池田 一男

江尻 宏

武 井 敬 政

組 口 隆 司

山下美 重子

明

造

維

一

文

好

泰

時

甲

明



内 装 不 燃 材

社

神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和 ピル)

fE話 事j1戸 ( 331) 0881- 3  

大阪市北区紺笠11汀50{ 盆 ビ ル 5/; 皆 502号室 )

屯 話 大 阪( 364) 2031- 4  

神戸市辞令区八 1/崎通 1 - 5  ('i [!: 話221 2923)  

之入

ヱｾ室 谷 商 事 株 式

本 社

支 庖

倉 庫

を

8  ，t .j  2 の|切水 ( 冷 工 法 )

法

訓 ＮＷ 臥Ｍｾ古ｾ帯

苧ヲ q イ ト

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

特許 絶 縁同組防水には 奥山武;

屯話 03(571 )2703- 4・2370・4064・0264

1屯話 06(921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

ｾＡ［Ｚ話 ＰＵＲ Ｈ 811 )  3  6  6  0 ・3 1 0 4  

'，12訴 011(231 ) 7  5  1  1  

東京都中央区銀1 A 8 - 4 - 1 1

大阪市都島区都島中j I f i り 2 - 3- 1  

名 古 屋 市 南 区 青 号 車 町 3 3  

札 帆 市 中 央 区 北 三 条 来 l周丁目

本 社

大 阪 出 11{ 所

名古屋出版所

札 帆Ｚｊｾ ，;u p)斤
奥山化工業株式舎社

建物の用途別に設計要点を、構造別に構造

要点を即戦的に指導して短期実力向上を言十

円、受験期には r 2級・ l 級の課題研究コ

ース』 を実施して毎年多数の合格者を出し

ている絶賛の通信教育。 2 級 l 級受験者は

ぜひお申込み下さい。説明書急送

仕事に追われる受験者の環境、実力程度ま

で考慮して、最短時間の勉強で充分な対策

がとれるよう 、独特な企画構成指導がなさ

れている全〈新しい合格への道しるべ。安

心してご利用下さい。説明書急送

医君Et型園E

E 盟盟璽盟盟

2努笠懸|

85 

建築実務研究所建築と社会係

⑥ 164 点京高11' ド野区東中野1- 5ト3

'I[ L訴 03 (363)  7  9  3  6附

不況どこ吹く風-

今こそ生きた実力を/

厳しい社会情勢を反映し倒産 ・人員整理が相

次 ぐ中にあって 、情造技術者だけはますます

の盛況ー ーまさに情造知識こそこれからの建

築界を勝ち抜〈切札です。

。気軽に精進をチェック したい /

。手早〈 、確実な計算書を作りたい 〆

。 2級 1級建築士試験に合格したい /

という方は今す ぐお申込み下さい。全〈新し

い方法で初歩知識から計算書の作成まで短期

間にマスターできるようにした遼習通信教育

の詳細説明書を 急送します。

昨年は 45才の主婦でさえ修了し 、現在引張り

だこの活躍を続 けています。

〈

建

築

家

必

習

の

通

信

教

育

〉



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 2 5朝日Z 業 社

本 社 東 京 都 港 区 芝 松 町 1 -25- 7  '，!l話 ( 434)6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川区加島 1 -58- 59 ;Il話 ( 302) 2271 ( 代)

支 }，I， 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 i; ，¥ .  Il'，¥ 岡

常 業 所 盟11 路 函 館 盛 岡 ・ 償 j兵 ・計十岡 ・京 都 神 戸

給 排 水 ・ 街 並

Hま 冷 房 換 気 設 計 施 工

株 式 -L-.  I n:::; -!-...T- r- - t  -Z:: I T ーL 一 仁

会 社 大 阪 城 口 附 究 附

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 日 垣 町 一 屯 話 大 阪372局7151( 代 )

京都市東山区大和大路正面上ノレ 屯 話 点 目/1561J;;; 4944 ( 代 )

神 戸 市 生 悶 区 下 山 手 通 六 / - f E稲 村l戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. . 大阪電気暖房株式会社

本 字士 大阪市西成区江戸崎¥J - 60 干550 '，lt. l占(441 )8231代表

支 底 大阪 ・東京 ・名 古屋 . ｦｬｉｊ ｦｩＧ 金沢 ｊｚ ｽＺ ，ｾ .  n' .;間

営機所 札帆・新潟 ー岡山 口松 ・熊本

出張所 成問・秋田 ・横浜 ・静岡 . ，Ｈｾ，［山 Ｎ ｮＢｾ＠ :j 1:  .  ｾｾ｟ＡＮｾ悶 ・

京都・神戸 ・鹿児 J:h . 脱 却i

空 気 調 和 設 備

各種送風機 ・風力輸送装置

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工 設 計 製 作

空調機若器類 ・公害防止装置

各種プラン ト設 備

⑪糊舎社，，: ，' - シ

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281( 大代)

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・広 島 - 福 岡 工 場 和 泉 ・ 名 古 屋

テレックス ・本社 No. 562ー 7688 和 泉 工 場 No 538- 5898 

- 給 排 水 衛 生 ・ 冷 暖 房

・ 空気 調 和 設 備

. そ の 他 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ (  Ir l赫 久 判 断)

斎 え 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443 - 5041 附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2( 日本ピ J レデング)

電 話 0 3 - 2  7  0 ー 7 4  1  1附

8 6  

営業所 札峡 ・仙台 ・千禁 ・名古屋- 金沢・高松 ・岡山 ・稲岡

出波所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 広 島 ・ 苫 小 牧

空 気 捌 和 設 備

給 排 水 ・術生 水 道

f区 気 設 備

厨 房

三 機 工 業

ム

環 境 術 生 施 設

桁 役 巡 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

25 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 釘i

取締役支応長 藤 田 初 綴

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 帯 地 ill 潟 大阪 ( 202) 代 表3071

本 府 東京 ・日比谷 としI ピル

支 Ii! f  名古屋、稲問、札帆、広 仏、1，1，台、北I¥:量

出 悦 所 有町浜、高松、静岡、1 : 11JI 、岡山、金沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

⑩ 三 建 設 備 工 業 株 ま 書 枇

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 1 1 3 1  (代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 紙 撤 殻 町 2 - 22 '; IL話 ( 667) 3431  ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。詠式会社

司. . .  ‘  

司-
司，圃・. 発 空 調

東京本県: 点京都新宿区間新宿 新宿住友ピ ル '，{1話 03- 344- 1911

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 W a 町 16 番地' ，11: 話 06- 363- 1371

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 山 町 11 - 2  ';Il話052- 581ｾ ＸＵＷ Ｑ＠

広 Ｑ Ｚｾｪ 市紙屋町 Ｑ 丁目 Ｒ 番 Ｒ Ｒ 号屯 ｊ ￍ￭ￜ ＸＲＲ Ｍ ＴＷ Ｍ ＴＵＳＵ

稲岡市中央区大名 2 丁目 4 番22サ 1E話092- 761 - 3795

LH ＵＱｾ＠ iifr 徽浜柄引ー 京高11 ' 神戸 ・松江 ・沖縄

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

⑧ 
株会社式 ごJ重同三

71< 工 業 所

-1， 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 田r 3  T  H  14併I也

干 5 3  Ｑ 必 ｬｩ ，ｾ大阪 ＨＳ ＷＲ Ｉ 2  8  5  1  (代表 )

見[ J; -C支 "lj 東京r . l lr/' 央区八丁縦 4 T l 111 託子 7 _1，J

〒 1 0  4  ( ド/'1i' ビル)

1ι ' "号 点 17. (551)  8  0  4  1  (代表)

ｌｬｬｾ＠ ｾ ｕ 所 C， I[K '  /it 馬 ・竺i三日[ ) 'P; 令 官 i lt  

i;:， m 九¥ 1苅 ー松 111 .  ［Ｚｾ＠ 松

著書新日本空調株式会社

大 阪 支 前 大 阪 市北 区立山浜通 1 - 2  5  ( 新大ビ J レ)

'，L lifo (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社 東ボ文! 万 東京r . l 1't' 央区日本総本石町J 4- 2( 三井第二別館)

'，Il 話 (03 )  279 - 5  6  7  1  (大代)

:}'， ，'i  hl ・九 州 ・i;:; ｩ ［ ，｜ ・ 札眺束村正村 ｾｴ 陀 ー大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設言十施工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1- 1  4  T  E  L  0 6- 44 ト 5 17 1

支 j苫 東 京 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 話 翻 冷 機 構 気 量 柱

本 社 大 阪 市 街 区 瓦 屋 町 3 番丁68番地( オートセ ンタービル2附)

郵便得号542 ' ; J L 話大阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 梼

米 京営業所 点京都千代凹区九段南 2丁目 2需 5サ ( 九段ピノレ 81: 持)

郵{ 史得号'102 ｾｉｬ話東京 Ｈ Ｐ Ｓ Ｉ 262- 3  2  4  1  - 4 訴
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商白は字気です0 ¥1
C  

MII1 ・町 熱 と 空 気 の ヱ ン ジ ニ

v  大気扇土

ｾ｜｟Ｏ 諮ロ
辺氏子'1 ， ，駐車え庖 東京都 時 宿区 西 町宿2 - 6 - 1 古田 -34ト '85' ( 大代) 大 阪 支 広 雷同 -203-3721 (入

代) 名 高皮 宜 庖 s 052-2' ト '535(代) 九 州 支 庖 s' 032-d31-2Id7 営 業 所 札 幌 仙 古・哨A 広

島・神戸 出張所 務局金 沢 ー 大 宮 崎岡 ・ 豊田 ・ 京都岡山 ・ 松山 ・ 町家鹿 ｾ ｾ島津縄 ー ハ〆 コク

温 ・ 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 地 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 山 旺l 町 3 0 m. 新 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代 )

本 社 東 京 都 千 代 閏 区 ) L ノ 内 3- 3- 1 ( 新東ボピノレ)

t包 ;"t可 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( {!.:) 

1111 fi 支 }15 仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

f包 括 ( 21 ) 4  4  9  1  

:1' 1  ｲｦ￯ｾ 文 Ｑ 苫名古屋市東区点門前町 Ｓ - 6  

司2 .干丹 ( 971 )  3  6  2  1  

一 般 空 鯛 設 備 ・ 恒 i星t1 ! 湿 設 備 ・ 冷 凍 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境 改 善 設 備 そ の 他 上 記 に 附

， 園 、 ー 帯 す る 衛 生 、 電 気 等一 切 の 工 事 の 設 計 ・ 施 工

ｉｾ イタ苓宇 ＺＱ Ｗ ラシト稿王 ｴｧｮ
交々官《 取 締 役 社 以 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀I X . 中 山本i J 1i l T 口 2 I件J 出 ホ ー コ ク ピ ル

干5' 31 ni a.号 大 阪 ( 06) 372- 5171( 代 必)

支 I吉 見! J I' :百/1 中央I X . 日本締本町 3 の 1 j 長/ U J ピル

干 103 ｾ屯 ｅ

営輯蝶障所 付品 ｾＧｉ｜ 問 . ，y，占 E庄主 広 仏 - 宇 札L .税見 (<仙1/山/， ム

空気調和・衛生設備 ル 引 ι 〒 大阪ガス指定工事会社

ガス設備・ガス住宅設備試町 一 ム 大阪ガス設備機器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

(  1日三晃空調瓦斯工事部)

ｾ＠ 社 大 阪 市 北 区 木 橋 町 3 4 - 2 ｾ ｉｬ 話 ＰＶ Ｍ Ｓ Ｑ Ｓ Ｍ Ｑ ＸＴＶ

丈ι .A11 町j 大阪市北区本中市町 3 4 - 2 屯 話 06- 313ー 1846

Z2 ムー1i At  枚) J diq' 愛 国 束 町 9 番 3 号 ｾｬｬ 話 ＰＷＲＰ Ｍ ＴＹ Ｍ ＲＱＲＸ
設 備 書11 大 阪 市 北 区 本 幡 町 3 4 - 2  m 3.s 06- 313- 1846 

iT  mlt 泌 51 枚 l子市中安! 1l 1束町 9 番 3 号 ';1l.i.s0720 - 49- 2128  

II E; .  i令}j;. . 空気hlυ! 日! . J 主品，¥j 特設; ;/ 1

回

fi・IF L  

U主L

高 6歩
妻子1 5← 4  .... 

大阪支 ｾｩ 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55 :Jft.t也 ( 北 阪 急 ビ ル 91滑)

屯 .Ri 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  (代表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

く m哩AIR-コ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 烈 工 業 楓 式 会 批 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 京 町 綴 4 丁 目 T E L ( 433)  8 0 7 1  

本 社 東京自11中 央 区 京 紙 2 丁目 9 T  E し( 562) 1  3  5  1  

支 I吉 名 古 li ・ 稲 岡

空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給 ・排 水 ・衛生・消火・暖冷房 設備

お緊西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 ;elt南 i泊4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 仏 ・ 天 理 - 楠 岡

⑨日本管工業株式会社

本ヰ士及京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 EE 岡田T 2  0  { 存地 的 1

'，fl 話一 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 I吉 大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37(天満僑北詰 )

ｾｬｉＮ ､ ｬｩ＠ (352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 支 I吉 川 田 市 市 浜 田 商 末 広 町J m. 話⑧7431- 3  

滋 賀 営 換 所 大 法 市 打 出 浜 13 - 15 ｾｉｉＮＢ 占 ＰＷＷ Ｕ ⑫ Ｙ 7  3  8  

津 営 換 所 は 市 栄 町 2 - 1  1  1  ｾｬｉＮ ､ｬｩ＠ 0592 ⑧ 3  6  1  0  

@ 這 暖 房m

dI F電'ー.....

Ｍ・・・・・・・・・・・ｾ可 ＺＱＺＱＱ 唱 Ｗ ・

③同掛議幅五: ; 住

@平山互業株式会社

大 阪 市 西 区 江 戸 線 通 2 の 2 T  E  L ( 441 )(ft) 1994 ' ( 443)的0331

空気調和 ・恒混' l : TI iiliI . 冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不ニ熱学工業拡舎紅

本 庖 大阪市南区間 Ｈｩｦｾ た町 Ｒ - 5  0  '，Il，;，f; 261 - 2436(( り

東 京 支l吉 見E京r. l 1大問 皮 肉 馬 込 1 - 2  - 1  '，teぷ 773- 1231((り

営業所 銀Ｏｾｾ ・ 浜松 ｊ［ｲ r.l 1  .  N' ，; .  n¥¥ 1吋

空気調和設備 ・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設/ 設計・施工

々 砂 山 田 工 業 株 式 会 社

本社且菅工事事主部大阪市西区立町堀 1 - 62 1ItoiJl 06(443)8161(. k代表)

思境装置 '1>軍部太阪市淀川 区三 津屋市 1 - 1  - 35 電ぷ 侃(308)1491(代表)

車 京 支 庖 車京都港区j ti'f山3- 6- 18(共同ピル青山) 屯.;!; 03(409)8905 .8913 

名 占 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 区 輩 2 - 16 - 13(京極 ビル) ｪ ｾ ｯｩｊｉ＠ 052(202)∞17(代表)

出 張 所 神 戸 ι N.i 岡 松 山
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電 気 設 備 ⑤

I7Eヨ 高司昌 A: = '  .L瓜・ ......b. 

陀務局主ヌ1 . 1 . 木エ;

代表取締役 山 本 博 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 砧 3 - 3  朝 日 ピ ル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

司I 卦E オく 田T 3 - 3 4 - 6

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

京 都 市 右 京 区 西 京 極 蔦 野 町 2 1  

T E L 京 高11 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 代 )

福 岡 市 中 央 区 築 院 1 - 1 4 - 8

T E L  弘司岡 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

社

会 社

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地 電話大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 札 帆 ・ 仙 台 ・丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・福 岡

営業所 ・出張所全国主要都市20ヶ所

ふ

一

品

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男

設 計 施 工

常 務 取 締 役 支 社 長

l到l次本ヰ土営難所

京 都 営 難 所

福 岡 出 張 所

車月

本

パ

電 気 設 備の 頁

電 気 ・許 装 工 事 設 計 施 工

ー逮

栗 原 工 業 株 式 会 紅

取 締 役 社 長 楽 原 信 英

大 阪 甫 北 区 高士豆町 16 東 阪 急 ビ J レ T E L 0 6- 31 3- 1  101 

支 l吉 東 京 ・ 名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・天王室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・広 島 ・ 四 国 ・九 州 |

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 圏i 社

代 表 取 締 役 林 敏 夫

本 社 大 阪 市 北 区 制i 笠 町 5 0  ( 堂ビル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代 )

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 紙 箱 崎町 3 丁目 2 番地

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 )

出 張 所 )1 1  崎 ・ 相 似 1Jj( ・ 堺 ・ 招 山

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 嗣 工 事 設 計 施 工 設 計 ・ 施 工

司'

気 株 式

電 気 工 事

ro 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 点 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

包 括 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市総東区野江東之町 3 丁目 11 電話大阪 (931)7004

京良県御所市御園iill 3  6  0  III 話御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚 Ji ili 山之上西町 1 の l 電話枚方 (43)8659 ・(44)9232 

A

G

一
品本 電中

本

社

大 阪 市 北 区 総1 3' 1:町 5 0  (堂ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新締 2 - 1  6  ( ニュー新矯ビル 7 階)

lt L 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 ( 991 ) 5  1  3  1  (代 )

堺 ・千 葉 ・ 字 都 宮 ・ 熊 本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

ふ

ム

B
2
q

，

 

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈良営業所

枚方営難所

125 支

神 戸営業所

各 種電 気工 事 設 計 施工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 相 辺 町 i 丁 目 1 1  0 帯 地

f包 括 大 阪 ( 472 ) 代 表 1 1 0 1 ー 7

東 京 町11品 川 区 西 五 反 田 6 丁 目 25帯 11号( 紹仏ピノレ)

mit舌 話 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 合 区 鋳 物 r . r t i 町 2 3 番 地

電 話 小 合 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

千 葉 ・ 初 歌 山 ・ 名 古 屋

電 気 工 事 設 計 施 工

H  

庖

本

支

社
ふ
一

A
事 株 式

自R四林

工

取 締 役 社長

藤エ太 陽

大 阪 rh・福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T  E  L ( 06)  452ー 1 1  5  1  (代)

大 阪 市 此 花 区 恩 賞 南 之 町 7 3  

T E L ( 06 )  462- 1  3  0  1 ( 代)

社本

営 業 所

電力工事本部
8羊出 ｾｕ 戸斤

電 気 工 事 設 計 施 工

卒富士電業株式会社

電気設備設計施工

高 千鶴 亀 鱗 株 式 会 制

⑤ 

中 実

大 阪 市 西 区 北堀 江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田
取 締 役 社 長

f土本

岩 崎

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー I 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 ー I I  7  I 大代表

東京- 神戸 ・九州

雄久取 締 役 社 長

キ土本

営 業 所

営業所

中 央 電 気 工 業 株 式

取 締 役 会 長 今 村 騰

取締役社長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 彬 ケ 校 町 5

電 話 大 阪 大代表 ( 312)

東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸

松 山

電 気 ・ 計 装 ・ 空 調 工 事 設 計 施 工

司E 安' l : : I二司E ・骨十基毒コニ尊E ・置! t冒十書包ヨニ

�ｹ 卜薗気工Ｚ，［ｾニ Ｗ リレヲ跡式台頭宣企込社

A

Q

一
品

造

大阪市北区西堀 川町15 T E L 0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6 ( 代)

東京 ・神戸 ・広島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・札 幌 ・ 苦 小 牧 ・浜 松 ・滋賀

京都 ・高砂 ・三原 ・徳山 ・松山 ・新居浜 ・福岡 ・沖縄

刀く本山取締役社長

本 社

支 庖

事業所

6 番 地

8  8  8  1  

社本

支 宿

営業所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 ・大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ー- 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内外装用軍事変 美 術 タ イ ル 。- 大 仏 タ イ ル

新 発売ー ー古 代 土 器 調 高 温 〆 タ イ ル ・・ 大 仏 古 代 タ イ ル

@  

場

扇 水 湾 入 制 落 防 止

耐製品

コニ

ナニワ媛匂a2ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

式

阪

市

浪

週

区

広

町

.

丁

目

七

附

-
一

電

脳

制

ム

O

六

五

劃

6

0

代

0

6

引

9

2

p
h

d

 

ω

3

5

 

)

)
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F

3

n

4

の

4

4

a

τ

R

U

内

u

q

i
v

内

4

q

4

(

(

(

 

L

L

L

 

E

E

E

 

T

T

T

 

6

ル

6

胃

A

ν」

q

d

町

純

一

ヒ

7

2

4

4

。
，U

4

4

H

同

一

堀

内品

川

償

区

和

区

北

区

東

市

市

市

阪

配

阪

大

大

大

社

所

所

築

業

晴

山

川
私

立

堀

本

御

繍
• 

Board &Sl ate 

@問

頭開

Standard 

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

: :  JI) 芳 窯 s 歳 定

包括 姫路 0792( 82) 0999 ｾ＠ 670  

⑪ 

フ タ パ 需 3阪
姫 路 嘗 鰻 所

百貨庖 l 岡下

e
o
v
 

種

ガ ラ ス 製 品 卸 問 屋

夕、

L. J  
ポツ酸

陶器、

市す

セトモノのデパート

建設省認定の防火材料

基 材同等 o  0  0  3 号

纂材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 5 4 ｾｉｌ 話 Ｈ ＰＶ Ｉ Ｗ Ｐ Ｒ 一 ＷＸＱＴ Ｍ 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及 責任施工 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 唐

大 阪 支J吉

サクラ建産株式会社

ぺ孟ふ

Wさ?
， 

阪市東区間関絡 2 丁目 9 野村ビ J レ51渚 電 話 大 阪 (202) 4905大阪市都島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 (922) 代表4421- 3  

建築物自制自等造件工事、家具建具・室 内 装 備 工 事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

D E C O R A T O R S ，L T D  F U T A B A Y A  

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ω6) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般 - 48)第 12064号
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

.•. 
鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン ググリノレ③シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ルミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ 7

0

⑮ シ ャ ッ タ ー ・ 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 堕

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水 切 り に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 745 ) 5121 - 5  

年中見ていただ、ける 皆様の見本室
|実|

90 

タイル

常設展示場

A M.  10. 00- P.M.  5. 00 

日曜 ・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

梅田新進 O  南森町

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市東 区 両 伎Rl T1 - 12 日 生 ビ ル 宮 (943)6571代 表

東 京 ・航: 浜 ・0盛 岡 ・郡 山 ・水 戸 ・浜 絵 ・岡 崎 ・名 古 屋 -EE 山 ・大 i4! ・京 都 ・堺 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡他 全 国 主 要都 市

.， 



EJ 進式 J. 簡易間仕切ディオ I
オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で，オフィスレイ戸ウトも流動的です。取{ 寸，取はず

しガ簡単なアィオは時代の要求にマッチし疋新しい簡易間仕切です。軽くて，剛性のあるアィオ

パネル( イソバンド36) の表面は 0 5 %の塩ビ鋼板で矯成され，美しい室内感覚を出しています。

C P AT. 61牛〉

奥村重兵衛株式会社 日器量許可

〒530 電 話( 06) 312- 4131( 代〉

〒105 電 話( 03) 437 - 3361 ( 代〉

干 812 電 話( 092) 291 - 0459( 代〉

干 733 型電話C052) 522 - 5436( 代〉

〒733 電 話( 0822) 91 - 1533( 代〉

守もお 電 話( 0222) 52- 2631 ( 代〉

豊 か な 生活 環 境 を お 届 け し ま す

I n白

伊 奈9 T J i I ・伊奈衛生間冨・伊奈ポυ J tコ

I n白 伊 奈 製 岡 椋 試S 社

本 社 愛 知 県 常 滑 市 大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 南 通ト62 T E L  532- 6081附)

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

L AF  リミ ットロードエT ーホイル77.ン CAF 直流式i ' ft 1 1 ' 送風儀

ｾｮ［ ＡｉＢＧＢ ・

送 風 機
営 難 品 目

L E F  リミ フトロードアード 7 7 ン

S AF ス ト リ ー ム ラ イ ン 7 7 ン

HAF  ?l ー ポ 7 7 ン

PAF  7. レ ー ト 7 7 ン

MAF 多 現 送 風 機

V AF 可 変 式 軸 流 送 風 機

T A F 軸 流 送 風 機

J OY 可 変 飾 軸 流 送 風 機

マ ル チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

塩 ピ 製 耐 般 送 風 機

本 社 ・エ 場 〒 536 大 阪 市 城 東 区 野江 東 之町 2 丁 目 l 番 地

篭 書舌 大 阪 ( 06) 9  3  1 ー 7 8  0  2  ( 代〉

東 京 出 張 所 干 11 3 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 信 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  (1'-1:;) 

九 州 出 張 所 〒 812 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電話 福岡 ( 092) 2  8  1 ー 7 3  9  6 番

快適なオフィスの

環境づくりには

やっLf りすぐれた

製品か}必要です;
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コニ

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

施責 任由自;宇多色物尺長

種

c  

回 目

タ 然 え な い

わ れ な い

傍 ら な い
W ジ ャ ン ポ 波

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス 波V i.皮S 大 波s ィ、波波 板 規 格

途用

ｔｴ ｉｊｉ Ａｊ ＹｊｬｊＹｊｾ 製造株式会祖

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 6 9 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

話

話

話

話

話

電

電

電

電

電

兵 庫 県 尼崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松本ピノレ

埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 国 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町1の 24第 2 中 経 ピ ル

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 I吉 及 工 場

名 古 屋 支1吉 及 工 渇

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。
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s，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・ .  

.. 

( 旭化成ミュ- ) レコー卜・セット品 )

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l 新 興 建 材 工 業 一

発

売

元

- 全 国 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所



アスファJレト防水は

世界の主流

躍進する建築と共に

大正8年 創 立 満 創 業57周 年

田島ルーフインク、株式会社

大阪営業所 = 大阪市西区京町堀 1- 74 fi 06- 443-0431(ft1 

広島事務所= 広 島 市 総 町 12-3 ft0822-27- 577J  

高松事務所= 高松市菜林町 2-8- 1 ft0878-ti 2-5285 

東 京 ・名 古 屋 博 多
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透5日 新 工 業 赫 式 会 社

自衛|出 tc z;:12J|:ι:: :3122329;: ; 277

建築デザインの創造性を制約する雨仕舞い

の問題。その制約に挑戦して、より自由な

デザイン表現を可能にした屋根葺き材、そ

れがマルエス シングルです。 なにしろ、

マルエスシングルは、切 ったり曲げたり

がま ったく自由。どんな曲面にもピ ッタリ

とフ ィッ トします。そのうえ色は、日本の

伝統を生か した自然色。 もちろん素材 の

防水性や耐候性にすぐれていることは、いう

までもありません 。よりクリエイテ ィブな

建築への飽くなき創造性をマルエスシングル

で存分に発揮されてはいかがでしょうか。


